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弥生時代中期以前から縄文時代早期にかけての上層断面 (南区10～ 25a層 )

|

縄文時代早期から後期旧石器時代の腐植土層の断面 (北区23～32層 ) 南区の24～32層の断面



仙台市内には、遠見塚古墳・陸奥国分寺跡・仙台城跡をはじめ約700か所の遺跡があ

ります。私たちの生活は、日々めまぐるしく変化し、「ふるさと」の面影が急速に失わ

れています。 このような現代社会にあっては、郷上の歴史的な環境を形作 り、共通の

故郷 ともいえる遺跡を、先人の残した遺産 として護 り、あるいは活用し、未来に残し

ていくことは、市民 として、また行政にとって大切なことではないでしょうか。

仙台市南部の富沢地区も、昭和50年代の土地区画整理事業を契機 として開発が進み、

地下鉄開業・長町副都心整備を経て、のどかな田園地帯は急速な都市化をとげました。

この間に、富沢遺跡では、弥生時代から近 。現代まで連綿 と続 く水田跡の発見、約 2

万年前の旧石器時代の森林 とそこで生活 した人間の足跡を示す遺構や遺物の発見な

ど、仙台市の歴史資料 としてばか りでなく日本史的・世界史的にも貴重な調査成果を

あげることができました。旧石器時代の森林 と生活の跡は、発掘調査で出上した状態

のまま「地底の森 ミュージアムー仙台市富沢遺跡保存館―」として保存整備され、さ

まざまな活用がなされています。

今回、調査がおこなわれた場所は、仮称「仙台市女性センター」建設予定地にあた

ります。地下鉄長町南駅をはさんで太白区役所の北側に位置し、交通の利便性が高 く、

新施設は市民の文化活動の新しい拠点 として期待されております。施設建設により、

遺跡の一部が失われることは、真に残念でありますが、発掘調査によって得られた資

料を、郷土史の資料 として、また、富沢保存館での普及活動の資料 として生かしてい

くことも、遺跡の保存・活用であり、遺跡・文化財を未来に受け継 ぐ一つの方法 と考

えられます。

仙台市教育委員会では、今後 とも、各方面のご理解 とご協力を得ながら、遺跡をは

じめとする様々な文化財の保護 と活用を、色々な方法を模索しながら実践してい く所

存であります。

最後になりましたが、発掘調査および報告書の刊行にあたり、ご協力・ ご指導いた

だきました多 くの方々に、深 く感謝申し上げるとともに、本書が研究者のみならず市

民の皆様に活用されることを期待いたしまして刊行のご挨拶 といたします。

平成11年 3月

仙台市教育委員会

教育長 ガヽ 松 弥 生
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第 1章第 1節・遺物写真撮影・遺物写真図版  :豊村宏幸

第 1章第 2節 。第 2章 。第 4章・遺構写真図版 :工藤哲司

遺物実測                 :吉 岡恭平・工藤哲司

また、遺物実測・遺物図版作成には、調査参加者の益子剛・境一美・佐藤麻弥が加わった。

4 自然科学分析にあたっては、プラントオパール分析・火山灰分析・花粉分析・放射性炭素分析は、資料採取を

工藤が行い、分析は (株)古環境研究所に委託した。また、樹種同定 。大型植物化石については、資料採取を工

藤が行つたほか、東北大学附属植物園鈴木三男氏及び吉川純子氏にも資料採取をしていただき、両資料を合わせ

て同定・分析をお願いした。各分析結果については、第 3章第 1～ 6節に記載されている。

5 石材の鑑定は、東北大学理学部教授蟹沢聰史にお願いした。

6 調査と報告書作成にあたり、次の方々と機関のご指導 。ご協力を賜った。記して感謝の意を表す次第である。

太田昭夫・斎野裕彦 (富沢遺跡保存館)。 イ山台市女性企画課 (仙台市女性センター建設担当課)

7 本調査に関わる資料の全ては、仙台市教育委員会が保管している。

凡
1 本書で使用した上色は、「新版標準土色帖」 1/Jヽ山・竹原 :1976)に準拠している。

2 本文・図版で使用した方位は、全て真北で統一してある。

3 図中の座標値は、平面座標系Xを基準としている。

4 標高値は、海抜高度 (T.P)を 示している。

5 遺構名の略号として、SD:溝跡 。SK:土坑・ SX:その他の遺構、を使用した。

6 各層遺構平面全体図中の△は木製品及び材、0は丸杭、■は割杭の出土地点を示す。

7 プラントオパール分析資料採取地点 (7地点)は、第 5。 6。 7・ 11図中に、P.A～P.Gで示した。

8 遺構図版における謬霧歪場は、攪乱を示している。

9 遺物の登録には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄文土器  B:弥 生土器  C:非 ロクロ土師器  D:ロ クロ使用土師器  E:須 恵器

I:陶器    J:磁 器    K:石 器       L:木 製品・材 。杭   0:自 然遺物

10 土師器実測図内面のスクリーントーンは、黒色処理されていることを示す。

11 礫石器のスクリーントーンは、磨面の範囲を表す。

12 大型板状安山岩石器に見られる光沢は、肉眼観察による強度の差を下記のとおり表示してある。

極めて強い光沢 :□  強い光沢 :硼 弱い光沢 :□

13 木製品・材・杭の実測図においては、表面の状況を下記のとおり表示してある。

割面 側 嗣 :Ⅷ  樹皮姑 /焦 げ面 :□ 醸 。腐卸 分 :硼

14 遺物観察表の( )内の法量は、残存値を示す。

15 本文中の「擬似畦畔A」 は、水田畦畔直上に認められる自然堆積層の高まりを、また「擬似畦畔 B」 は、水田

畦畔直下層 (自然堆積層)上面に認められる高まりを示している (斎野 :1987)。 検出された擬似畦畔B及び水田

層の下面で検出された遺構については、各層遺構平面全体図中に赤線で示した。



16 本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)は、現在、十和田 a火山灰 (TO a)と 同定されており、降下年

代は西暦915年初夏とされている (町田 :1981、 1996)。
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第 1章 富沢遺跡の概要

第 1章 富沢遺跡の概要

第 1節 立地と環境
1 地理的環境
富沢遺跡は、宮城県仙台市の南部中央、仙台市富沢

。泉崎・袋東 。長町南等の地区に渡る広大な遺跡で、総面積

は約90haに及ぶ。JR仙台駅の南方に約 4h4、 JR長町駅の西方約 l kmの地点にあたり、標高は 9～16mの平坦な沖

積地に立地する。富沢遺跡の南方1.5kmを東流する名取川は、奥羽山系の南大東岳付近に源を発し、青棄山丘陵
と高

館丘陵の間の谷口に位置する「余方」付近から平野部に流れ込むが、ここから広がる扇状地性の沖積面は、左岸
で

は「郡山低地」、右岸では「名取低地」と呼ばれている。郡山低地は、略三角形を呈し、その範囲は北東縁を広瀬川、

南縁を名取川、北西縁を長町―利府構造線で画されている。名取川・広瀬川とも両岸に自然堤防が良く発達し
てい

る。

富沢遺跡は、この郡山低地の中央西寄りに位置し、北東側を広瀬川の自然堤防、北西側を長町
―利府構造線、南

側を名取川の支流で青葉山丘陵の太白山付近に源を発する魚川とその左岸の自然堤防に囲まれた後背湿地
に立地し

ている。遺跡の立地する後背湿地および近接する自然堤防からは、現在の魚川に繋がると考えられる旧河道が数条

検出され、後背湿地自体も複雑な形成過程を経たものと考えられる。

富沢遺跡の立地する一帯は、現在土地区画整理事業による盛上がなされており、大部分は住宅地となって
いるが

20年程前までは、周辺地域も含め水田として利用されていた。

2 歴史的環境
富沢遺跡を中心とする周辺地域一帯は、旧石器時代から現代に至るまで連綿として人々の営みが繰り広げられて

きた所である。旧石器時代においては、本遺跡で後期旧石器時代に関わる焚火の跡と石器が見つかつており、当時

のキャンプサイトと考えられている。縄文時代に入ると早期の遺跡として、南接する下ノ内浦遺跡が挙げられる。

前期では、北西部の丘陵上に三神峯遺跡が立地しており、大規模な集落跡の存在が推定されて
いる。中期になると

遺跡数の増加と規模の拡大が見られる。本遺跡南方に位置し気川の両岸に展開する六反田遺跡
・下ノ内遺跡 。伊古

田遺跡・山口遺跡 。下ノ内浦遺跡では中期中葉以降、後期後葉に至るまで連続的に遺構
。遺物の検出がなされてお

り、富沢地区を中心とする郡山低地において、この時期に安定した生活の舞台が広がつていたと考えられる。
一方

晩期になると遺跡の数は減少し、隣接する山口遺跡や六反田遺跡が挙げられるに過ぎない。弥生時代では、中期よ

おび後期の水田跡が本遺跡で見つかつている他、東方に位置する西台畑遺跡では中期の上器棺墓が発見されて
いる。

又、後期の遺跡としては土坑墓の検出された下ノ内浦遺跡が知られている。古墳時代は、 5世紀代から6世紀前半

にかけて、長町―利府構造線に沿って兜塚古墳
。一塚古墳

。二塚古墳・裏町古墳が築かれ、魚川流域でも埴輪を持っ

た大野田古墳群が次々と築かれる。これらの埴輪を焼いた窯跡としては、三神峯丘陵に立地する富沢窯跡が調査さ

れている。 7世紀後半頃になると、富沢地区においても律令体制が及んでくる。律令支配のありかたを示す遺跡と

して富沢遺跡東方に位置する郡山遺跡がある。この遺跡は 7世紀後半から8世紀初頭にかけて機能していた官衛跡

と考えられ、多賀城に先行する陸奥国府、或いは名取郡衝と推定されている。同時に、青葉山丘陵東麓部で
ニツ沢

横穴群・土手内横穴群などの横穴群も造られていく。奈良・平安時代に入ると、遺跡の分布が全般的に拡大する。

当地区では、山口遺跡・下ノ内浦遺跡。伊古田遺跡などで当該期の住居跡が検出されている。中世の遺跡としては、

名取川北岸の低地部に富沢館跡が、大年寺丘陵上に粟野大膳の居城と言われている茂ケ崎城跡が築かれ、広瀬川
の

南岸でもやはり粟野大膳の居城とされのちに伊達政宗も入城した北目城跡がある。近世に至り仙台城の築城と共に

藩体制がはじまると富沢地区は、名取郡に組み込まれ典型的な農村村落を形成しつつ現代を迎える。



第 1節 立地と環境
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No 遺 跡 名 一立 地 時 代 No 遺 跡 名 一立 地 時 代

1 ニツ沢遺跡 丘 陵 縄文 元袋遺跡 自然堤防 奈良～平安

2 青山二丁目遺跡 丘 陵 奈良～平安 大野田遺跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生

3 萩ケ丘 B遺跡 丘 陵 縄文 北屋敷遺跡 自然堤防 奈良～平安

4 ニツ沢横穴群 丘陵斜面 古墳 王ノ檀古墳 自然堤防 古墳

5 茂ケ崎城跡 丘陵 南北朝～室町 王ノ檀遺跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生・ 古墳・奈良・ 中世・近世

6 兜塚古墳 自然堤防 古墳 長町清水遺跡 自然堤防 古墳 ?

7 鹿野屋敷遺跡 段丘 古墳 ?・ 奈良～平安 51 皿屋敷遺跡 自然堤防 縄文 。奈良～平安 。中世

8 鹿野一丁目遺跡 段 丘 縄文・ 弥生 ?・ 奈良～平安 長町六丁目遺跡 自然堤防 奈良～平安

9 戸ノロ遺跡 丘陵 縄文 (早期末～前期初 )。 弥生 。平安 長町南遺跡 自然堤防 奈良～平安

三神峯遺跡 段丘 縄文 (前期 。中期 )・ 平安 新田遺跡 自然堤防 奈良～平安

l] 土手内横穴群 丘陵斜面 古墳 西台畑遺跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 弥生・古墳

12 土手内遺跡 丘 陵 縄文・ 奈良～平安 郡山遺跡 自然堤防・後背湿地 弥生・古墳・奈良

土手内窯跡 丘陵斜面 奈良～平安 ? 57 北 目城跡 自然堤防 室町 。江戸

砂押屋致遺跡 段丘 奈良～平安 矢来遺跡 自然堤防・後背湿地 古墳・奈良～平安

富沢窯跡 段丘 古墳・奈良～平安 的場遺跡 自然堤防 奈良～平安

三神峯古墳群 段丘 古墳 籠ノ瀬遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

17 金山窯跡 段丘 古墳 61 欠の上 I遺跡 自然堤防・ 後背湿地 古墳 。奈良～平安・中世

金洗沢古墳遺跡 段丘 古墳 欠の上 H遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

19 裏町東遺跡 段丘 平安 欠の上皿遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

裏町古墳 段丘 古墳 64 若林城跡 自然堤防 古墳 。平安・戦国～江戸

21 原東遺跡 段丘 古墳・ 奈良～平安 遠見塚古墳 自然堤防 古墳

原遺跡 段丘 弥生 。古墳～平安 南小泉遺跡 自然堤防・後背湿地 弥生 。古墳・奈良・ 平安・中世・近世

西台窯跡 段丘 奈良～平安 ? 67 砂押 I遺跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

上野遺跡 段丘遺跡 縄文 (中期 )。 奈良・平安 砂押 II遺跡 自然堤防 古墳・奈良～平安

富沢上ノ台遺跡 段丘 縄文 。平安 中柵西遺跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良～平安

堀ノ内遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安 神掃遺跡 自然堤防 縄文・弥生・古墳・ 奈良～平安

27 鍛冶屋敷 A遺跡 自然堤防 縄文・奈良～平安 71 沖野城跡 自然堤防・後背混地 中世

鍛冶屋敷 B遺跡 自然堤防 縄文・ 奈良～平安 72 河原越遺跡 自然堤防 古墳・ 奈良～平安

南ノ東遺跡 自然堤防・後背湿地 弥生・平安 日辺館跡 自然堤防 室町

六本松遺跡 自然堤防 奈良～平安 74 日辺遺跡 自然堤防 古墳

31 宮沢南西遺跡 自然堤防 奈良～平安 75 大塚山古墳 自然堤防 古墳

32 富沢館跡 自然堤防・後背湿地 戦国時代 上古川遺跡 自然堤防 近世以降

富沢清水遺跡 自然兵防 奈良～平安 77 蒻F生台畑遺跡 自然堤防 奈良～平安

富沢遺跡 後背湿地 軍守将毛斧ツ望染五
(曇
嬰 lれrを T写魯v娑 78 八 ツロ遺跡 自然堤防 奈良～平安・中世

泉崎浦遺跡 自然堤防・後背湿地 縄文 (後期 )。 弥生 。古墳 。平安 乗馬遺跡 自然堤防 奈良～平安

教塚古墳 後背湿地 古墳 舞台上遺跡 自然堤防 奈良～平安

山口遺跡 自然堤防・ 後背湿地 熊野新宮社宿坊跡 沖積錐 中世

下ノ内遺跡 自然堤防 縄文・ 弥生・ 古墳・奈良・平安 砂押古墳 段丘 古墳

伊古田遺跡 自然堤防 縄文 (後期 )・ 古墳・奈良・平安 二塚古墳 後背湿地 古墳

五反田石棺墓 自然堤防 古墳 一塚古墳 後背湿地 古墳

41 五反田古墳 自然堤防 古壌 金岡八幡古墳 後背湿地 古墳

大野田古墳群 自然堤防 古墳 吾日社古墳 自然堤防 古墳

43 六反田遺跡 自然堤防 鹿落土手 (杉土手 ) 丘陵・段丘 江戸

44 袋東遺跡 自然堤防 古墳・平安 下ノ内浦遺跡 自然堤防 縄文～弥生～平安

第 1図 周辺の遺跡及び地名表



第 1章 富沢遺跡の概要

第 2節 過去の調査 と
1 これまでの調査成果

本調査の経過

富沢地区は、名取川支流の魚川流域に発達した自然堤防上では遺跡の発見が早く、昭和50年代前半から六反田遺

跡。泉崎浦遺跡・山口遺跡などで発掘調査が行われ、縄文時代以降の集落に関係する遺構や遺物が発見されていた。

これに対して、水田となっていた後背湿地は、遺跡として認識されていなかったが、昭和57年に山口遺跡の自然堤

防から後背湿地にかけての地域において、仙台市内としては始めて水田跡が発見されるとともに、地下鉄建設工事

に伴う富沢地区の広範な後背湿地の調査が行われ、水田跡が広く分布していることが明らかになった。水田跡の存

在が推定される後背湿地は、昭和58年には「富沢水田遺跡Jと して遺跡登録された。その後、富沢水田遺跡の調査

の進展にともなって、富沢遺跡の水田跡は、弥生時代以降近年まで重層して連続的に営まれていることが明らかに

なった。また、遺跡内の水田跡の検出される地層より下層から縄文時代の遺構
。遺物が発見されることや、居住域

に係わる遺構が発見され、昭和62年には「富沢遺跡」と名称が変更された。

昭和63年の第30次調査では、縄文時代の文化層のさらに下層から、後期旧石器時代の遺構
。遺物 と伴に、当時の

環境を示す樹木遺体・植物化石・昆虫化石・動物のフン等が発見され、注目を集めた。

以上のように、富沢遺跡は後期旧石器時代・縄文時代 。弥生時代以降現在にいたる水田を包蔵する遺跡であるこ

とが明らかになっており、これまでの100次 を超す発掘調査や、周辺の自然堤防部の調査成果によって、各時代の様

相が次第に明らかになりつつある。

|     _ ^… 」

#
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第 2図 宮沢遺跡全体図 (数字は調査次数を示す。)



第 2節 過去の調査と本調査の経過

2 調査の経緯と調査経過
当該地は昭和初期まで水田として利用されていたが、昭和12年に東北特殊鋼株式会社の生産施設建設が行われ、

その後工業用地として現在に至った。近年の周辺地域の都市化に伴い、工場は平成 7年に郊外に施設移転が行われ

た。跡地は、大規模小売店舗や仙台市の (仮称)女性センター等として再開発されることとなった。前者に関する

工事に際しては平成 5・ 6年に「富沢遺跡第86次発掘調査」 (イ山台市文化財調査報告書第220集 )が実施された。後

者については、附属道路部分の調査が平成 8年度に「富沢遺跡第99次発掘調査」 (仙台市文化財調査報告書第221集 )

として実施された。両調査の成果から、本地区には、旧石器時代後期の腐植土層、縄文時代早期後半～前期初頭、

lE3噛い
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第 3図 調査区の位置
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第1章 富沢遺跡の概要

弥生時代以降の数面の水田耕作土層が存在していることが明らかになっていた。 (仮称)女性センター本体に
ついて

は、詳細設計は未定であつたが、周辺環境の整備と、発掘調査による建設計画に支障がでないように、関係部局
と

の調整により、平成 9年から発掘調査に着手することになった。

(仮称)女性センター建設予定地の発掘調査は、富沢遺跡第104次調査として平成 9年 7月から着手した。調査区

は、工場の施設配置図と基礎構造図を参考に、工場施設建設に伴う攪乱が少ないと考えられる敷地の西寄りの「
ス

クラップ置場」であつた地域に設定し、工場建物群の存在した東側部分は掘削土砂の置場とした。

工場建設に伴う整地層 。工場建設直前の水田耕作土層・施設移転に伴う工場解体後の整地層等の表土層 (及び一

部自然堆積層)は重機によって排除し、その後人力によつて水田跡の調査を実施した。平成 9年度の調査は、平成

10年 1月 まで、2600ぱについて主に 4面の水田跡 (平安時代 1・ 弥生時代中期後葉 1・ 弥生時代中期中葉 1・ 弥生

時代中期中葉以前 1)を調査した。

平成10年度は、水田跡の下層の縄文時代の層と、さらにその下の旧石器時代後期の層の調査を実施した。水田跡

の最下層から縄文時代の遺物包含層直上までの約 2mの無遺物層と、縄文時代の遺物包含層と旧石器時代後期の層

の直上までの約1.5mの無遺物層については、それぞれ重機によって除去した。縄文時代及び旧石器時代の調査に際

しては階段状に調査区を狭め壁面の崩落を回避した。縄文時代の層では早期後半の遺物多数と落し穴 1基が発見さ

れた。旧石器時代後期の層では、遺構 。遺物は発見されなかったが、腐植土層と樹木遺体・植物化石・動物のフ
ン

等が出上した。本調査区の調査は平成10年 8月 4日 に終了した。その後、 8月 19日 まで、平安時代水田跡に係わる

条里型土地割と地割畦畔の追跡調査、及び弥生時代中期後葉の水田跡の杭列の性格究明のために、本調査区の北西

部分に 2箇所の小調査区を設定して追加調査を実施した。

北西区
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第 4図 調査状況と調査区の名称



第 2節 過去の調査と本調査の経過

3 調査要項
1)遺 跡 名  富沢遺跡 (仙台市遺跡登録番号 C-301)
2)所 在 地  仙台市太白区長町 7丁目20
3)調 査 理 由  仙台市関係施設 (仮称 仙台市女性センター)建設に伴う事前調査
4)調 査 面 積  約2680m2

5)調 査 期 間  平成 9年度 平成 9年 7月 7日～平成10年 1月 20日

平成10年度 平成 9年 4月 13日～平成10年 8月 19日
6)調 査 主 体  仙台市教育委員会
7)調 査 担 当  仙台市教育委員会文化財課調査第 1係

課  長 佐藤 憲―  主幹兼調査第 1係長 田中 則和
調査職員 平成 9年度  吉岡 恭平  工藤 哲司

平成10年度  工藤 哲司  豊村 幸宏
8)整 理 担 当             吉岡 恭平  工藤 哲司  豊村 幸宏
9)調査参加者 相沢かおる 青山諒子 赤川千広 浅井久美子 安達訓仁 阿部雅子 壱岐豊子 石田公子

伊勢みつ 板橋実 泉美恵子 伊藤貞子 伊藤征子 伊藤寛子 伊藤房江 伊藤雅子
岩井レイ子 植野美登子 江部寛 大友節子 岡まり子 尾形信子 尾形陽子 小嶋登喜子
小野紀美子 小野つや子 日下啓子 小池房子 小林いと子 斉藤由美子 桜井芳子 境一美
佐々木直子 佐藤清治 佐藤静子 佐藤とき子 佐藤麻弥 佐野範男 島津レチ子 庄子範男
白石州 菅井民子 菅田みき子 菅田わくり 鈴木よしゑ 鈴木きぬ子 高橋勝恵 高橋美香
高橋ヨシ子 只野弘子 千田あや子 千田タイ子 封馬悦子 富田是 中里とわ子 根岸ゆみ
蓮沼英子 蓮沼秀子 畠中真知子 牧かね子 益子剛 三浦陽子 宮嶋都 武藤信子
矢口めぐみ 山田やす子 山寺文司 山並明夫 鎗水芳子 横尾由記子 横山美智子
横山美代子 渡辺イチ子

10)調 査 区名  調査区は、南北方向に長軸をもつ長方形の敷地に対して、東西に約41m・ 南北14mの調査区
を5mの間隔をあけて南北に 4本平行に配置した。調査区の名称は、北から「 I区・ H区・ III
区・Ⅳ区」とした。各調査区の間は、北から「 1ベル ト・ 2ベル ト・ 3ベルト」と命名し、土

層観察と排出土砂運搬用の重機を含む作業通路とした。 (第 4図左)

1ベルトと3ベル トについては、水田遺構の最下層より下の層の調査を実施する際に、安全

な作業空間を確保するために、 I区～Ⅳ区の調査が 8割程 (基本層7b層調査)を終了した時点

で、調査を実施したうえで除去した。下層部の水田遺構 (基本層9a～ lo層 )は、 I区 -1ベル

トーH区とⅢ区-3ベルトーⅣ区とをそれぞれ連結させて調査した。
縄文時代の地層の調査区は、先の I区 -1ベルトーH区の地区とⅢ区-3ベル トーIV区の地
区の各中央部に東西23m。南北24mで設定し、前者を「北区」・後者を「南区」と呼んだ。旧石

器時代の地層の調査区も同様の名称とし、北区は東西16m・ 南北18m、 南区は東西14m・ 南北18

mの範囲を調査対象とした。 (第 4図右)

その他、先に記したように条里型土地割の地割畦畔の追跡調査と、弥生時代中期後葉の水田

跡の杭列の性格究明のために I区の北西部分に 2箇所の追加調査区を設定した。2ヵ 所のうち、

条里土地割の地割畦畔の交点の検出を目的とした西側の追加調査区は「北西区」、条里土地割の

延長線と杭列の性格究明を目的とした東側の追加調査区は「北中区Jと した。



11)測 量 基 準

第2章 調査の概要

本調査における現地の遺構等の実測は、敷地の西側南北境界線を基準線 とし、Ⅳ区の南西角

付近に任意の原点 (0)を設定 し、その点から基準線に沿った距離数で行った。ただし、本報

告書では、原点を座標系 Xで測量 した座標値を基に、全て座標系 Xに変換 して示した。

遺構の番号は、遺構の種類別、地区別、層位別に 1か ら順に付番した。したがって、同一番

号の遺構が、同一区の異なる層位、あるいは同一層の異なる地区には存在する場合もある。

12)遺 構 番 号

第 土早 調査の

第 1節 基本層位
本調査区においては、約 6mの厚さの地層を大別32層に分けて調査を実施した。大別層はさらに数層に細別した

層もある。大別層は、調査区のほぼ全域に分布するが、細別層は分布しない部分や、或いは一部分だけに分布する

ものもある。また大別層の中には、土色または土質によって細分可能な層も存在しているが、同じ様な堆積環境の

繰り返しによって生じたと考えられる地層や、数層を一括して捉えた方が層の特徴が把握でき、層の広がりを認識

しやすい場合には、細分を行わずに同一の地層番号とした。

各地層は基本的に、大年寺丘陵の裾部へ続 く北西部から、後背湿地の中央部へと続 く南東部の方向へ下がって傾

斜しながら堆積している。

本地区の地層を概観すると、大きく8段階の変遷が認められる。古い方から見ると、第 1段階は32層から31層で、

河川ないし扇状地性の堆積物に見られるような砂を主とする薄い縞状の堆積層からなり、層の起伏や層中の縞状堆

積層の傾斜や乱れが著しく、不安定な環境で堆積が繰 り返されたようである。

第 2段階は30層の段階で、比較的平坦に腐食土を含む粘土層が堆積する。特に北区では店植上の中から樹木遺体

や大型植物化石・動物のフンが出上しており、第30次調査において旧石器時代後期の遺構・遺物が発見された地層

の延長に相当すると考えられる。葉等の大型植物化石は、薄い粘土層に狭まれて何層にも重なって検出されている

ので、北区については森林が形成されていたものの、度々泥水を被るようなやや低湿な環境にあったようである。

第 3段階は29層から26層で、1～ 1.5mの厚さがある。粘土ないしシルト層からなり、下層ほど堅 く締まっている。

この間の堆積層は層の上下に起伏が認められるが、比較的平坦に堆積している。ただし、これらの層が堆積する間

に何度となく小河川の流路となっており、基本層とした土壊が堆積した,ヒ較的安定した時期と、河川流路となって

いた不安定な時期が繰 り返されたと考えられる。河川流路の窪みには砂礫が厚く堆積している。

第 4段階は25層の段階である。25層は層厚50cmの砂混じりの粘土ないし粘土質シル トからなり、現在はグライ化

しているが、堆積当時は水の影響がなかったようで、ほぼ均質な土壊が厚く堆積している。前段階の変動が終息に

向かい、地盤が安定・乾燥していたと考えられ、縄文時代の遺構と遺物が発見されている。

第 5段階は24層から11層で、この間は約 2mの厚さがあり、黒色の泥炭質粘土と黄褐色の粘土ないし砂礫が縞状

にほぼ水平に堆積している。低湿な環境で、水の影響を多分に受けながら堆積した状況を呈している。これまでの

近隣の調査ではこの間の地層から遺構、遺物はほとんど発見されていない。

第 6段階は4層から10層までの約 lmの泥炭質の地層で、弥生時代中期ころから平安時代まで水田の開拓と放棄

と自然堆積が繰り返されている。

第 7段階は、 3層の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の降下時期で、この火山灰は現在十和田 a火山灰 (To

―a)と 同定され、降下年代は915年 とされている。当時調査区一帯は平安時代にかけて営まれていた 5層水田が一旦

放棄され、 4層堆積後の平安時代に再び 4層を母材として一部で水田が再開発された (第 5図イ層)と ころでの火
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山災害と考えられる。

最終の第 8段階は 1・ 2層で、10世紀以降近年までほぼ連続的に継続した粘土質の水田土壊である。この上には

東北特殊鋼株式会社の施設建設に伴う整地層や、同施設移転後の盛土整地層が被っている。

次に各層の状況を個別に記述する。

1 層 灰色の砂質シル トからなる東北特殊鋼株式会社の施設建設以前の水田耕作土層である。水田部分 (la層 )
と畦畔部 (lb層 )と では多少土性が異なっている。

2 層 黒褐色の粘土からなる水田耕作土で、 3ベルト以南に分布する。部分的に 3層起源の火山灰のプロックや
4a層起源の責褐色粘上のブロックを含む。中国青磁の蓮弁文碗が出上している。

3 層 「灰白色火山灰」と呼ばれる十和田 aに比定される火山灰層で、降下年代は915年 とされる。 2層の分布す
る 3ベルト以南に、ブロック状に攪拌された 2次的堆積状態で残存しているのが一般的で、 1次堆積の状況で残る

のは、Ⅳ区西端の 2層水田の畦畔の下だけである。この部分では5餌前後の層厚がある。

_4a層 北部では黄褐色の砂層であるが、南部に移行するにしたがってにぶい黄橙色の粘土層へと漸移的に変化す
る。自然堆積層で、層厚は20～ 30cmである。

4b層 灰褐色から暗オリーブ褐色の粘土からなる自然堆積層で、黒色や黄褐色の上壊を薄く縞状に含む。層厚は
3～ 8 cmである。平安時代の上師器の不 (第10図 7)が出上している。

4C層 黒褐色ないし黒色の粘土または泥炭質粘土の自然堆積層で、未分解の植物遺体を多く含む。層厚は 5 cm前

後である。平安時代の上師器の甕 (第10図 8)な どが出上している。

5 層 黒褐色ないし黒色の粘土またはシル ト質粘土からなる水田耕作土層である。層の下面は耕作の際の掘削に

よる凹凸が著しい。層厚は20側前後で、層上部は均―に攪拌されているが、掘削の深い部分の層下部は、 6層起源

の泥炭や、 7層起源の褐色粘上のブロックを含む。平安時代の上師器不 (第21図 1)や奈良時代の上師器不 (第 21

図 2)な どが出土している。

6 層 黒色の粘土または泥炭質粘土からなる自然堆積層である。 5層水田土壊の母材として著しい削平を受けて
いるが、 5層水田の畦畔の下部など保存状態の良い部分の層厚は25餌以上あり、層の細分も可能である (第 6図 3

ベルト部)。 層中から弥生時代後期の上器が 2点出土している (第30図 )ので、 6層 はこの時期以降奈良時代頃まで

の長期に渡る堆積層の可能性が高い。

7a層 にぶい黄褐色ないしオリーブ黒色の粘土からなる水田耕作土層と考えられる層である。7b層を母材とし、

層底面に細かな起伏が認められる。層厚は 3～ 5 cmと 薄い。層中から弥生時代中期後葉の上器片が出上している(第

40図 1・ 2)。

7b層 灰黄褐色ないし灰オリーブ色の粘土からなる自然堆積層で、層中に薄い黒色土を縞状に含む。層厚は 3～ 8
cmである。

8 層 植物遺体を多量に含む黒色の粘土からなる自然堆積層で、層厚は10cm前後である。
9a層 黒褐色の粘土からなる水田耕作土層で、層厚は 3～ 8硼である。主に9b層 を母材としている。Ⅲ区北西部
からH区西部にかけての地域では、 8層 と9a層の間には9a層類似の自然堆積層 (第 7図 9x・ 9x/層)が分布してい

る。

9b層 黒褐色ないし黒色の粘土層で、にぶい黄褐色の粘上の薄い層を縞状に含む自然堆積層であるが、そのほと
んどは9a層の耕作土として浸食されている。層厚は、残存状態の良いところでは 5 cmあ る。

10a層 黒色の粘土層からなる水田耕作土層で、層厚は10～15側である。底面の凹凸は著しく、深い所は11層に達
している。

10b層  黒色ないし黒褐色の泥炭質粘土または粘土からなる自然堆積層で、10a層水田耕作上の主な母材となって
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いる。このために著しい浸食を受けているが、保存状態の良いところでは層厚が15cmま たはそれ以上残存する。ま

た、10a層水田の畦畔が存在した部分には縞状の堆積層の高まりとして残存している場合もある (第 9図 。図版―

17～ 18)。

1l a層 黒色の泥炭質粘土層の自然堆積層で、層厚は 5 cm前後である。調査区南部では同層の下部に責褐色の粘土

層を霜降り状に含んでいる (1la′層)。

1l b層 暗灰責色から黒褐色の粘土層の自然堆積層で、層厚は 3～ 8帥である。

1l C層 黒色粘土からなる自然堆積層である。調査区南半部では 5～ 8 cmの層厚で分布するが、北部に移行するに

したがって薄くなる。

12 層 I区からH区の北半部にかけてはオリーブ褐色の砂礫層であるが、H区の南半部からⅢ区北端部にかけて

は、にぶい黄褐色のシルト質粘土層へと徐々に変化し、同時に薄くなってⅢ区中央以南には分布していない。層厚

はH区の北部で20cm前後ある。急激かつ大量の土砂の流入による自然堆積層と考えられる。

13a層  オリーブ灰色の砂層でH区の北東部より北部に分布する。層厚は厚いところで25側前後ある。12層 と同様

に大量の上砂の流入による自然堆積層と考えられる。

13b層 黄灰色からオリーブ灰色を基調とする粘土層で、黒色粘上の薄い層を縞状に換む自然堆積層である。層厚

は35～45側あり、灰色系の粘土と黒色の粘上が交互に堆積するような環境が長く続いたことがわかる。

14 層 黒色の泥炭質粘土ないし粘土からなる自然堆積層で、層厚は南部で20cm前後、北部で20cm前後である。

15 層 灰色から暗オリーブ灰色を基調とする粘土層で、13b層同様に黒色粘上の薄い層を縞状に換む自然堆積層

である。層厚は南部で15cm前後、北部で30cm前後である。

16 層 黒色粘上の自然堆積層で、層厚は南部で 5～ 10側である。南部では風化した礫を疎らに含む。

17 層 黒褐色から灰色のシルト質粘土ないし粘土層で、層厚は10～15側である。南半部では18層が起源と考えら

れる風化した礫を多く含んでいる。

18 層 南部では暗灰黄色の砂礫層で、層厚は厚い所で60cm前後あるが、北部では灰色の粘土層へと変化し、層厚

も15cm前後と薄くなる。12層や13b層 と同様の性格の堆積層と考えられる。

19 層 オリーブ灰色から灰色を基調とする粘土ないしシルト質粘土層で、黒色粘土層が上下に帯状に分布する。

層厚は15～20mである。

20 層 深みのある黒色の粘土層で、層厚は3～ 10cmである。

21 層 南部では黒色、北部では灰色の粘土層で、層厚は 3～ 10cmで ある。

22 層 黒色の粘土層で、層厚は南部では20cm前後あるが、北部では 5 cm前後と薄くなる。

23 層 20層同様に深みのある黒色の粘土層で、層厚は3～ 10cmである。

24 層 黒褐色から黒色のシルト質粘土ないし粘土層で、層厚は10～20cmで ある。層中には第 3章第 2節の火山灰

分析結果に示した十和田中板テフラ (降下年代5,500年前)のブロックが含まれている。

25a層 暗オリーブ灰色から灰色の砂を含む粘土層で、層厚は南部では20～ 30cm、 北部で20～25cmで ある。南区で

は、層中から縄文土器・石器・礫が出土している。

25b層 暗オリーブ灰色から黄灰色の粘土層であるが、25a層 より暗く、砂や風化礫の含まれる割合が多くなる。層

厚は南区では25～ 45硼、北区で20～25cmである。南区の層上面から落し穴が発見された。北区では同層が26a層から

掘り込まれている河川跡内に堆積し、さらに河川がほぼ埋まった段階で25a層が覆つている。層中からは縄文土器・

石器・礫が出上している。

26a層 緑灰色から明緑灰色の粘土層で、層厚は南区では10～20cm、 北区で25～40cmで ある。層上面から掘り込ま

れている河川跡である。
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第 1表 土層注記表

層位 地区 土 色 土 質 そ 他 堆積状況
99次 Ш区

時  代

南 75Y4/1 灰    色 砂 質 シ ル ト 特殊鋼用地造成以前の水田耕作土 水   田
1

現  代

2
南 10YR2/2 黒 褐 色 粘 土 一部に灰白色火山層 (3層 )及び4a層起源の灰黄褐色中 水   田

3

中～近世

3
商 10YR8/2 灰  白  色 火  山  灰 10世紀初め降下 自  然

平  安

4

南 10YR4/2 にぶい黄橙色 粘 土 自  然
25Y5/3黄 褐 色 砂 径 5～ 40mmの砂礫 を含む

南 7 5YR4/2灰  褐 色 粘 土 黒負の泥炭管土を縞状に含む 自  然
2 5GY4/1暗 オリーブ灰 粘 土 全体 に植物遺体 を含む 黒色土・黄褐色土の薄層を編状に含む

南 10YR2/2 黒  褐 色 粘 土 全体に植物遺体 を含む にぶい黄橙色上を縞状に含む 自  然
6?

】ヒ 5Y2/1  黒    色 泥 庚 質 粘 土 全体に植物遺体を多 く含む 部分的に未分解の植物遺体と粘上が縞状に堆積

5
南 10YR3/2 黒 褐 色 シル ト質粘土 植物遺体を含む 下部に 6層起源の黒色泥炭質粘土 と 7層起源の褐 1色上のプロック含む 水   田
】ヒ 10YR2/1 黒    色 粘 土 部分的に層の下部に 6層のプロックを含む 平  安

6
南 10YR1 7/1黒    色 泥 庚 質 粘 土 未分解の植物遺体を多量に含む 自  然

9a・ b

10YR2/1 黒    色 粘 土 植物遺体を多 く含む (弥生後期 )

南 10YR5/3 イこぶい黄褐色 粘 土 黒色泥炭を少量含む 水   田
5Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 炭化物粒を含む 部分的に層下部に凹凸あり 弥生中期後

7b
南 10YR5/2灰 黄 褐 色 粘 土 黒色泥炭を縞状に含む 植物遺体を含む 自  然

10b

5Y4/2  灰オリーブ色 粘 土 黒色粘土及び黄褐色粘土 と互層状に堆積 全体に植物遺体 を含む

8
南 7 5YR17/県     色 粘 土 植物遺体を多量に含む 自  然

11

25Y2/1 黒    色 粘 土 全体的に植物遺体を多量に含む

南 10YR3/1 黒  褐 色 粘 土 植物遺体を含む 水   割
12

25Y3/1 黒 褐 色 粘 土
弥生中期中

9b
南 5YR3/1黒 褐 色 粘 土 植物遺体を含む にぶい責褐色土を縞状に含む 自  然
10YR1 7/1黒    色 粘 土

南 10YR17/1黒    色 粘 土 植物遺体 を含む 水   田
13

loYR1 7/1黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を含む 弥生中期中

南 25Y2/1 黒    色 泥 炭 質 粘 土 全体 に植物遺体を多量に含む 黒色粘上を縞状に含む 自  然
10YR3/1 黒 褐 色 粘 土 褐灰色粘土と黒色粘上の薄層を縞状に含む

南 10YR1 7/1黒    色 泥 炭 質 粘 上 全体に植物遺体 を多量に含む 自  然
15

25Y2/1 黒    色 泥 炭 質 粘 土 全体に植物遺体を多量に含む
南 25Y2/1 黒    色 粘 土 全体に植物遺体を多量に含む 黄褐色粘上を霜降状に含む 自  然
耳ヒ

南 25Y5/2暗 灰 黄 色 粘 土 全体に植物遺体を多量に含む 黒色粘上を縞状に含む 自  然
17

耳ヒ 5Y2/1  黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を多量に含む

南 5Y2/1  黒    色 粘 土 全体に植物遺体を多量に含む 自  然

南 25Y6/3 にぶい黄色 ンル ト質粘土 植物遺体を少量含む 北部にのみ分布する 自  然
25Y4/3 オリープ褐色 砂 礫 径 5～ 60a tnの礫 を層上部に多量に含む

南 分布せず 自  然
2 5GY5/1オ リーブ灰色 砂 層上部にオリーブ灰色粘土・黒色粘土を縞状に含む 全体に植物遺体を含む

13b
南 25Y4/1黄 灰 色 粘 土 黒色粘土と互層状に堆積 全体に植物遺体を多量に含む 自  然
2 5CY5/1オ リーブ灰色 粘 土 黒色粘土 と互層状に堆積 全体に植物遺体を多量に含む

14
南 5Y2/1  黒 色 泥 炭 質 粘 土 全体に植物遺体を多量に含む 自  然
10YR1 7/1黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を多量に含む

南 75Y4/1 灰    色 粘 土 全体に植物遺体を多量に含む 黒色粘土を狭在する 自  然
5GY4/1 暗オリーブ灰色 粘 土 暗灰色粘土 と互層状に堆積 粘性強い

16
南 10YR2/1 黒     色 ンル ト質粘土 令体 に植物遺体を多量に含む 全体に細砂 礫 (径 1～ 6 1nm)を 含む 自  然
75Y2/1 黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を含む 粘性強い

17
25Y3/1 黒 褐 色 シル ト質粘上 全体に植物遺体 を多量に含む 全体に細砂 礫 (径 1～10oldI)を 含む 自  然
75Y4/1 灰    色 粘 土 全体に植物遺体を含む 粘性強い

南 25Y4/2暗 灰 黄 色 砂 礫 層上部に植物遺体を含む 層下部に風化礫を含む 自  然
75Y5/1 灰    色 シル ト質粘土 全体に植物遺体 を多量に含む

南 2 5GY5/1オ リーブ灰色 粘 土 全体に植物遺体を含む 黒色粘土と互層状に堆積 自  然
1ヒ 10Y4/1 灰    色 シルト質粘土 全体に植物遺体を多量に含む 北端部では径 1～ 6 mIの 砂礫を含む

南 5Y2/1  黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を含む 自  然
耳色 75Y2/1 黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を含む

南 25Y2/1 黒    色 粘 土 全体 に植物遺体を含む 自  然
封ヒ 75Y4/1 灰    色 粘 土 全体に植物遺体を含む 北端部では径05～ 5mの砂礫を含堂
南 25Y2/1 黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を含む 粘性強い 自  然
】ヒ 10Y2/1  黒    色 粘 土 全体 に植物遺体 を含む

南 5Y2/1  黒    色 粘 土 全体 に植物遺体を含む 自  然
5Y2/1  黒    色 粘 土 全体に植物遺体 を含む

南 25Y3/1 黒 褐 色 粘 土 全体に植物遺体 を含む 火山灰 (   )の プロックを含む 剣片・礫出圭 自  然
75Y2/1 黒    色 粘 土 全体に植物遺体を含む 火山灰 (   )の ブロックを含む

南 2 5GY4/1暗オリーブ灰色 粘 土 炭化物を含む 縄文土器・石器・礫多数出土 選物包含層

75Y4/1 灰    色 粘 土 砂 を含む 上面で村根跡検出 縄文早期

25b
南 5GY4/1 暗オリーブ灰色 シル ト質粘土 径 1～ 6mの 砂礫 を含む 縄文土器・ 石器・ 礫出土 選物包含層

25Y4/1黄 灰 色 粘土質シル ト 灰化物粒を含む 縄文早期

商 loGY6/1 緑 灰 色 粘 土

10G7/1 明 緑 灰 色 粘 上

南 10GY6/1 緑 灰 色 粘 土 然

10G6/1緑 灰 色 粘 土

南 10GY7/1明 緑 灰 色 粘 土 しまり強い 自  然
10G7/1 明 緑 灰 色 粘 土 しまり強い

27
南 7 5GY5/1緑  灰 色 粘 土 層下部に緑灰色の砂を含む しまり強 く硬▼ 自  然
5G6/1  緑  灰  色 ンル ト箇粘土 緑灰色の砂を含む 炭化物粒をわずかに含む しまり強 く硬ヤ
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26b層 緑灰色の粘土層で、層厚は南区では20cm前後、北区で10～ 30cmである。北区では同層から掘 り込まれてい

る河川跡が確認されている。

26C層 明緑灰色の粘土層で、層厚は南区では10～ 20cm、 北区で10朗前後である。締まりが強い。
27 層 緑灰色の粘土ないしシル ト質粘土層で、締まりが強く硬い。層厚は南区では30～ 60cm、 北区で50cm前後で

ある。

28 層 緑の濃い緑灰色粘土層で、締まりが非常に強く硬い。層厚は南区では10cm前後ご北区で10～ 30側である。
29 層 南区で明灰色、北区で暗い灰黄色の粘土層で、締まりが強く硬い。層厚は南区では 2～ 8 cm、 ゴヒ区で 5 cm

前後である。

30 層 腐植上を含む黒褐色の粘土層である。南区の南部は腐植土の含まれる割合が少なく、緑灰色に近い色調を

呈するが、南区の北東部から北側は腐植上の含まれる割合が多 くなる。層厚は10～15cmである。北区は単一の上層

ではなく、薄い粘土層が幾重にも重複しており、その間から植物の葉・毬果・動物のフン等が発見されるほか、こ

れらの層に覆われるように樹木の幹や根も出上している。南区の30層上面には亀甲状のヒビ割れが観察され、ヒビ

の断面はV字状になり29層が落ち込んでいる。

31a層 南区では緑灰色の粘土質シル ト、北区では灰オリーブ色の粘土で、同色の砂を縞状に含む。稀に腐植上を
レンズ状のブロックとして含んでいる。層厚は20～ 40側である。

31b層 緑灰色の砂質粘土または粘土質シルトで、同色の砂を多様な方向で縞状に含む。層厚は20～50伽である。
32 層 緑灰色の礫混じりの砂層で、80cm以上の層厚がある。砂は不均質で堆積の傾斜方向も多様であり、河川内
の堆積物に似た状況を呈している。湧水がある。

第 2節 水田跡の調査
1 2層水田跡 (中世以降)
2層は 3ベル ト南端からⅣ区にかけて残存しているが、 3ベル ト以北の地域には存在していない (第 6図 )。 ただ

し、 1層水田の畦畔の下部に 2層相当層が残存している (第 8図)ので、 2層水田跡が 3ベルト以北の調査区にも

広がっていたものと理解される。残存部でも、近年までの水田層である 1層の耕作に伴う削平を受け、畦畔は確認

できなかった。

2層水田跡の耕作土は、黒褐色の粘土層を基調とし、均―な土壊であるが、部分的に3層及び 4層起源の上壊を

ブロック状に含む部分がある(2b層 )。 出土遺物としては層中から、13～ 14世紀頃の中国青磁の碗の破片やロクロ使

用上師器の郷など (第10図 3・ 6)が出土している。

層位 地 区 土 色 土    質 そ の 他 堆積状況
99次 III区

時  代
南 10GY5/1 緑 灰 色 粘 土 しまり強く硬し

自  然
33

5G6/1  緑 灰 色 粘 土 しまり強 く硬い 砂を全体的にブロック状 に含む
南 5G7/1 明 緑 灰 色 粘 土 しまり強 く硬い 炭化物粒 を少量含む

自  然25Y5/2暗 灰 黄 色 粘 土 植物遺体を多量に含む 灰化物粒を多量に含む
南 10YR2/2 黒 褐 色 粘 土 腐植土層 植物遺体 を含むが分解が進み元の形状は残存 しな立

自   然
34

10YR3/2 黒 褐 色 粘 土 腐植土層 植物遺体 (樹幹・樹根・案 。毬果)を多量 に含む 十日石器

南 7 5GY6/1緑  灰 色 粘土質シル ト 腐植土をブロック状に部分的に含む 炭化物粒 を含む 砂を含む
自   然

35-
5Y4/2  灰オリーブ色 粘 土 炭化物粒を含む 砂 を含む

南 7 5GY5/1緑  灰 色 砂 質 粘 土 粘性 。しまりとも弱い
自  然7 5GY6/1緑  灰 色 粘土質シル ト 緑灰色の砂が狭在する

南 10GY6/1 緑 灰 色 砂 径 1～30mBの 砂礫を縞状に含み水成堆積の状況を示す
自  然5G6/1  緑  灰 色 砂 径 1～30duの 砂礫 を含む 水成堆積の状況を示す

河川跡
南 5Y6/1  灰    色 砂 26a層上面から確認される 緑灰色粘土径 1～25mの砂礫を縞状に含む

自   然1 5GY5/1オ リーブ灰色 砂 植物遺体 を少量含む 径 1～ 30mmの砂礫を含む 暗灰黄色粘土を含む

イ
南 10YR6/2灰 黄 褐 色 粘土買シル ト 5層起源の黒褐色粘上のブロックを少量含む

水   田

南 10GY6/1 緑 灰 色 砂 木炭粒 をわずかに含む
自  然

南 10CY6/1 緑 灰 色 粘 土 緑灰色の砂をプロック状に含む
自   然
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2 イ層水田跡 (平安時代)
Ⅳ区東壁面を精査したところ、 2層の畦畔が存在したと考えられる部分

の下に灰白色火山灰 (3層)が降下したままの堆積状態で残り (カ ラー図

版⑩)、 この 3層 と5層 とに鋏まれて、2層 に類似するが、5層 とは異なる

水田土壊が確認された。この層については、基本層とは別に「イ層」と層

番を付した。イ層は、 2層 と識別できないで掘り下げたため、分布範囲は

不明であり、4a層。4b層 。4c層 とは直接重複はないが、 4層起源の褐色系

の上壊をブロック状に含んでいることから、4a層～4c層 より新しいと判

層No 土   色 土  質 そ  の  他
10YR5/3 1こぶい黄褐色 粘 上 質 砂 現代の水田畦畔
10YR2/2 黒褐色 粘 土 質 VJ2 下部に2b層をプロック状に含む

10YR6/2 灰黄褐色 砂質シル ト 灰白色火山灰をまだらに含む

w/(東 )

盛土

第 7図  III区北壁水田層断面図

、ん/      、Ψ″́       、//

1la      0          1m

第 8図  1～ 2層畦畔断面図 (‖ 区南壁)

10 0rn

層No 土   色 土  質 そ  の  他
10YR5/3 1こぶい黄褐色 粘土質砂

9x 10YR3/1 黒褐色 粘  土 植物遺体を多 く含む  自然堆積
10YR3/2 黒褐也 粘  土 植物遺体を含む    自然堆積
10YR2/1 黒 負 粘   十 植物遺体を多量に含む 自然堆積
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断される。したがってイ層は、4a層堆積後、 3層火山灰が降下する間の水田耕作土層と考えられる。イ層を2層堆

積層と誤認してⅣ区の掘り下げを行っている途中で、 2層水田跡の耕作により攪乱を受けているが、灰白色火山灰

がほぼ長方形に落ち込んだような状況で検出された部分がある (図版 1-2)が 、これはイ層水田の区画に関係が

あると考えられる。

イ層は、 2層 と識別しないで調査を行ったので、イ層として取り上げた遺物はない。

3 4層出土遺物 (平安時代)
4層からは、土師器・須恵器と木製品が出土している。土師器はロクロを使用し、内面黒色処理された不 (第 10

図 7)と、ロクロの使用された小型の甕 (第 10図 8)のほか、破片が数点出土している。須恵器は、回転糸切り無

調整の底部片が 2点 (第 10図 4・ 5)出上している。木製品は、縦3.lcm、 横2.5cm、 厚さ2.2cmの長方体を呈するも

の (第 10図 9)が 4c層から出上しているが、用途は不明である。

5層水田跡 (奈良時代～平安時代)

1)水田の構成と概要
① 水田の構成
5層水田跡は、北西から南東方向に流下する水路状遺構 (SX-1)と その南北両側に広がる水田からなり、水路

の南岸の畦畔の下部からは、南東方向と南方向に分流する古い時期の水路と考えられる溝跡も検出されている。こ

れらの本調査区で検出された水田跡は、隣接の第99次調査と、追加調査として行った北西区・北中区の調査成果か

ら、条里型土地割の 1つの大区画 (坪)の中に収まるものであると判断される。したがって、各遺構は坪内の小区

画と水路を構成している。

② 検出。遺存状況
Ⅳ区の中央より北側の 5層水田跡の上面には、下から順に、植物遺体の薄層を縞状に含む4c層・粘土質の4b層・

砂質の4a層からなる自然堆積層が、畦畔部分も含め、10～40cmの厚さで厚く覆っている。したがつて、水田面の保

存状態は極めて良好である。ただし、Ⅳ区南部。東部、3ベルト東端部は、イ層水田跡及び 2層水田跡の耕作によっ

て上部を削平されている。また、 I区北東部は近年の整地の際に削平を受けている。

9a層水田跡擬似畦畔 B
10a層水田跡擬似畦畔 B

層No 土   色 土  質 そ  の  他
10YR4/2 灰黄褐色 粘  土 部分的に黒色上の薄層を袂む        目然PE横

5Y3/1  オリープ黒色 粘  土 黒角上と黄褐色の薄層を上部・下部に含む  自然雄積

第 9図 水田跡の畦畔と擬似畦畔 (1ベルト西壁)
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③ 耕作土
耕作土は基本層 5層で、黒褐色から黒色を呈するシルト質粘土または粘土層である。層厚は平均的には15cm前後

であるが、部分的に25～30cmに達するところもある。底面の凹凸は著しく、 6層を深く掘り込んでおり、深い所で

は7a層 。7b層 も削平している。耕作土はほぼ均―に攪拌されているが、耕作深度が深い部分の下部の上層は、 6層

の泥炭質土壊や 7層がブロック状になって堆積している部分がある。

④ 水田域
本調査区内は、削平及び攪乱を受けたために畦畔が残存していない部分にも、 5層が分布していることから、全

域に水田遺構が広がっていたと考えられる。

2)水田遺構の状況
① 畦 畔

5層の水田跡では、本調査区でNo l～50ま でと追加調査区で配51～ 52ま での畦畔を検出した (第 H・ 12・ 15図 )。

咎２ 殻
5

７

３

一
[:::]□

霞
姉

Ocm

≡
レ

底部ヘラ削り 下端ヘラ削り

第10図  1～4c層出土遺物

番号 ≧録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 別・ 器 種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

L-243 北中区 4c層中 不 明 31 25 22 全面加工 31-1
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このうち北西区から北中区にかけて検出された畦畔51及び I区東壁で確認された畦畔断面を結ぶ線 (第 15図)は、

直線的に約50mに渡って続くと推定される。軸方向は真東西より約3°南に振れているが、第99次調査で確認されてい

る畦畔とともに、富沢地区で復元されている真北を基準とした条里型土地割 (太田
。平間 :1991)の 東西区画畦畔

(N3)の推定位置とほば一致している。また北中区は、条里型土地割の区画畦畔の復元交点位置に当たり、南北区

画畦畔 (E2)の推定線上に位置し、第99次調査Ⅲ区で検出された南北方向の大畦の延長上にあるが、一部検出され

た南北畦畔52は西に21°振れている。北中区・北西区で検出された区画畦畔は、他の畦畔と比較した場合、幅に
つい

ては、極端に広く作られておらず、一般的な畦畔よりやや広い程度で、他の畦畔の方が広い場合もある。ただし畦

畔の高さについてみると、一般的な畦畔の信の 7～23.5cmも ある。比高差のある地域にあっては、地割の区画畦畔

でも幅より高さが優先される場合があつた可能性もある。

条里型土地割の区画畦畔以外の畦畔についてみると、等高線に直交する南北方向の畦畔は、20～45mに渡つて直

線的に長く続いているが、等高線に平行する東西畦畔は短く不連続なものが多く、連続的に繋がつて
いる場合は、

畦畔28～29の ように蛇行して形成されいる。また、畦畔の方向は、地割の区画畦畔に比
べると、真南北または真東

西方向よりも振れの大きなものが多く、振れの方角もまちまちである。丘陵部に近い当該地は、北西部と南東部の

比高差が比較的大きいために、傾斜の制約によつて畦畔の方向と長さが制約されていたものと考えられる。

畦畔の交点は、T字状に交わる所が大多数で、十字に交わるのは稀である。十字に交わる場合も、厳密には直交

せず、東西・南北のどちらか (畦 17と 19。 20)、 あるいは両方がずれて交差 (畦 1・ 4と 10。 11)し ているのが一般

的である。

5層下部から6層上面にかけて検出された擬似畦畔 Bは、第11図に図示した通りであるが、イ.5層上面で検出

された畦畔の位置とほぼ同位置で検出される場合と、口。若干ずれて検出される場合、
ハ。上面とは無関係の位置

で検出される場合がある。イは、長期間その位置で畦畔が継続的に形成されたことを、
口は、水田が継続的に営ま

れるなかで何らかの事情により畦畔の位置が多少変化したこと、ハは、水田の経営に変化が生じるなどしたために

畦畔の位置を改変したことを示していると考えられる。

今回の調査で検出された畦畔を形成する土層は、 3種類に分けることができる。第 1は大多数の小区画を作って

いる畦畔の場合で、周辺の耕作土と区別できない土壊が盛り上げられて畦畔が築かれているものである (第 9。 17

図、図版17-2・ 3)。 第 2は、北西区から西中区で検出された条里型土地割の区画畦畔にみられるもので、 5層 と

類似はしているが若干土性が異なる土壊を、畦畔の芯となるように数層盛り上げて作られている畦畔 (第 13図下
・

第14図、図版 5-5)である。この場合、畦畔の下部は、 6層が完全に攪拌されない状態でブロック状の堆積層 (第

13図口・ハ、第14図5b)と なっている。第 3は、やはり条里型土地割の区画畦畔の延長にある I区東壁の断面で検

出された畦畔に見られるもので、 5層の耕作土の上にさらに別の上壊を盛り上げて畦畔を作つている場合 (第 16図 )

である。

畦畔の上面は、ほとんどの場合、4c層 。4b層・4a層によって順に覆われているが、畦畔が高い場合には4c層が

欠如し、4b層以降の堆積層により覆われている (第 17図 )。

② 水田区画
調査面積の割に水田 1面の大きさのわかるものまたは推定復元できるものは少ない。また、現在大きな区画とし

て検出されているのも、水田面の比高差と擬似畦畔 Bの存在によって、本来はさらに分割されていたと推定される

場合もある。こうした状況のなかで、面積の復元ができる水田は、⑨～⑫、⑭～⑩、④～①、①の12面がある。最

大は⑨で約110.3m2でぁる。⑭o①も大きな区画が推定されるが、100m2を超える区画は少ないようである。水路(SX―

1)際になると区画は小さくなり、最小の①の■.9∬をはじめ、20m2以下の区画がまとまって存在する。他の区画

は30～54∬のものであるが、50m2前後が平均的な区画であろう。

17
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北西区

第 2章 調査の概要
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水田の区画の平面形は方形ないし長方形を基調としているが、①のように』形や、④ o①のような台形の区画も

存在する。長方形の区画の場合は、③・⑩・⑩のように南北方向に長軸をもつものと、①ように東西方向に長軸を

もつものがあるが、水田面の傾斜方向との関係は明らかでない。

③ 水田面の標高と傾斜
全体的な地形の傾斜は、北半部では北から南方向に傾斜し、中央から南部にかけては北西から南東方向に下がっ

て傾斜している。標高は10,37～ 9.61mで、勾配は76cm/65m(平均1.lcln/m)で ある。

水田全体の給排水は、全体の傾斜によって北から南方向及び西から東方向に流れるように基本的には行われてい

たと見られるが、一部には区画⑩→④・区画⑫→①のように逆方向の場合もある。

区画内の傾斜は、水田面全体の傾斜と同様に、ほとんどの区画が北から南方向または北西から南東方向に下る。

ただし、区画⑩は、北東から南西方向に下がっている。区画内の比高差は、四辺の畦畔がわかる区画12面について

みると、 4～ 12cmま である。そのうち比高差が10cmを超すものが 6区画ある。区画面積の大小と比高差の大小は正

比例せずに、むしろ区画の小さい④～①・①の比高差が大きい。このことについては、先に記したように当該地が

傾斜地に立地していることに起因し、傾斜の比較的きつい部分では、区画を小さくしてもなお比高差が大きくなっ

たものと解釈される。また、同じ地域であっても比較的傾斜の緩い部分では、区画⑨のような大きな区画を作るこ

とがができたと考えられる。

④ 水 口

明確な水回は5ヵ所で確認された。畦畔17北端の水日は区画④から区画⑫へ東流する。畦畔27・ 23・ 24・ 17の南

端の水回は東西に隣接して並ぶ各水田区画の、南東角付近から南西角に直線的に東流するように並んでいる。

畦畔24南端の水口の底面は、給水元の区画④の上面と同じ高さであるが、他の水口底面は給水元の水田面より数

cm高 くなっており、水がすべて隣の区画に抜けず、貯水できる状態になっている。

⑤ 水田面の状況
5層上面は、植物遺体を多く含む数ミリの薄層が縞状に堆積している4c層 に覆われていたが、上面で遺構や起耕

による凹凸などは確認されず、滑らかな状態であった。

3)関連遺構の状況
① 溝 跡

北中区



第 2表 5a層水田跡畦畔計測表

No 方 向 長さ(m) 上端幅 (cln) 下端幅 (cm) 局さ(cm) 備 考

l N-3° 一E 48以上 35～ 43(38) 78- 83 55-80

2 N-4° 一W 46以上 42- 76^ツ  82 6 0- 7 5

3 (N-39°一 Aヽr) 22以上 45^ツ 75

4 N-4°一 Vヽ 175以上 35- 63( 52) 73- 91 5 5^ツ 10 0

5 N― ■
°一 Vヽ 157 48～ 89(63) 4「J-117 3 0- 8 5

6 N-5°一 Vヽ 162以上 45～ 64(50) 76-104 2 5～ 10 5

7 N-1°一E 66以上 18-Z 39- 43 2 5- 4 5

8 N-8°一W 10_1以上 317- 52- 86 15-75

9 N-10° 一 Vヽ 53以 上 25- 30( 33) 54- 74 4 5- 6 0

N-81° 一E 21以上 (48) 4 5- 6 0

N-67° 一E 38～ 59(51) 74⌒▼ 90 5 0′ シヽ 7 0

N-88° 一W 51- 81- 98( 4 5- 6 5

N-82° 一E 6_7以上 51ヽシ 73- 4 0- 9 0

N-87° 一W 45以 上 2 5ヽツ10 0

N-82° 一E 32以上 5 0-11 0

N-87° 一 Vヽ 103以上 19- 23 37- 60 1.5- 3 5

N-5° 一E 39-101 70-134 5 0-7 8_5 南端と北端に/1ヽ 国あり

N-80° 一E 11_1 42^V 74 80- 98 3 5ヽシ10 0

N-90° 一E 39～ 70(57) 57～ 95 3 5ヽシ 7 0

N-85° 一WV 95以上 41- 58 7117- 83 4 0- 7 5

N-3° 一E 46以上 44Z― 68-102 30-70

N― 1 一 E 46ハV 64 75- 89 4 0- 6 0

N-3° 一 Vヽ 244以上 42- 63 68^シ  86 3 5ヽマ 7 5 南端に水口

N-5°一 Vヽ 53^ヤ 100 82⌒▼116 2 5ヽシ 9 5 南端に水口

N-88° 一W 137以上 40- 63 66-ヤ  96 4 5´ シヽ 9 0

N-87° 一 Vヽ 45-/ 50 69- 79 4 0- 8 0

N-1°一E 128 43- 58 70- 80 4.5- 6_5

N-85° 一E 242以上 45-/192 104-7223 4 0-11_5

N-84° 一E 49-136 83-1601 3 「D7~ 9 5

N-6°一E 4.9以上 30- 41 50- 661 1 0´ シヽ 5 0

N-23° 一W 43- 57 62- 80( 68) 30-80

N-8°一E 63 26- 52 56- 25-90

N-18° 一E 52 26- 33( 29) 56ヽシ 6 2 5-/ 8_5

N-10° 一E 67 2 117- 4 5

N-19° 一E 70～ 96(86) 107-123 4 0-11 5

N-20° 一E 57以上 33- 67 78- 20-70

N-14° 一E 98以上 64- 92 107ヘツ110 15´▼75

N-81° 一W 192以上 29-/ 98 7 2 0ハヤ 5,0 SX-1の上堤 と共通

N-10° 一E 27 32- 68 57- 82 3_0-50

N-88°一W 5.5 28^ヤ  52 41- 77 2 0- 9 0

N-77°一 Vヽ 5_1以上 46´▼ 88 70-113 1 5-7 9 0

N-23° 一E 46- 58 73/- 83 7 0- 8 5

N-6° 一E 27以上 54- 80 80-107 20-50

N-76° 一W 298以上 47- 76 108^ヤ 125 30～ 9_0

N-76° 一 Vヽ 122以上 63-/ 76 95ヽシ 99 7 5ヽシ 9 5

N-24° 一W 56- 96 108-140 2 11- 7 5

N-25° 一E 31- 80-100

N-79° 一 Vヽ 58以上 92-117 136-170 4 0- 5 0

N-77° 一W 43以上 58- 84 81- 15～ 40

N-9°一W 47以上 47～106(?) 80-138 ?) 5_5^ヤ 13_5

N-87° 一M「 24 以上 45～ 98(50) 125^ツ 153 7 0-23 5

N-21° 一 Vヽ 2 以上 20～ 60(40) 75- 84 11 0-715 0

N-88° 一W 以上 40～ 50(45) 120´ ツヽ140 17 3ヽマ23 3 北西区～北中区 5層東西畦畔

第 2節 水田跡の調査

SD-1溝跡 SD-1は、大きく2時期の変遷がある (第11図 )。 最初は溝の両側に土手状の畦畔を伴う水路の段

階である(第 18図 )。 全体としては北西から南東方向に流れているが、Ⅳ区の北西部で南方向に支流が分かれてY字

に分岐している。本流は、上面幅100～ 138cm、 底面幅34～ 68cm、 深さ40cm前後で、北岸側に畦畔が残る。北西端と



第 3表 5a層水田跡水田区画計測表

No 標 高 (m) 比高差 (cm) 傾斜方向 東辺(m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 面積 (∬ ) 備 考

① (10 37ヽツ10.28) ヽ 43以上 l,7以上 ?

② (1037～ 10 ↓ 43以上 50以上

③ (1031)～ ↓ 08以 上 45以 上 57

④ (10_25～ 1001) ↓ 9_3以上

⑤ -10 18 ↓ 92以上 4,0以上 48以上

⑥ -10.15 ↓ 53以上 94以上 61以上 ?

⑦ 10 30 , 25以 上

⑥ (1033～1025) ↓ 24以上 17以上

⑨ 10 32ヽシ10 25 7 14_9 110 3

⑩ 10 30´ ツヽ10 19 ↓ (110) (122) (33) ( 47 )

① 10 06´ ヤヽ 9 98 8 (35) 12 8 (135) ( 47 )

⑫ 10 14-10 10 4 (81) 47 (5,9) (45)

⑥ 10 22-▼ 58以上 24以上 ?

⑭ 10 26-ヤ 10 17 9 (60) (69) (46)

⑮ 10 20-10 14 6 ヽ (113) ( 54 )

⑩ 1016-1012 4

@ (1004～ 996) 10,7以上 ?

⑩ 10 10 ? 37以上 26以上 ?

⑩ (1007～ 997) 95以上 84以上

⑩ (1017～1003) ↓ 18以上 54以上

⑪ (1013～ 100,4) 14以上 62

② (1013～1010) 3) 12以上 22以上

④ (999～ 992) 32以上 31以上

② (1008～1005) 3) 45以上 43以上 35 9

⑮ (10.08～ 1001) 7) 68以上 44以上

④ (1004～ 994) ヽ

② (1002～ 994) 42以 上 45以上 52以上

④ ( 9 97- 9 87) (47) (56) (42) 東西両区画より低位

④ 10 06^V 9_95 11 ↓ 52 19

⑩ 10 03-7 9 93 ヽ 22 2_7

① 9 98- 9 86 ↓ 1,9 東西両区画より低位

⑫ (1004～ 988) ↓ 38以上

③ (9_98～ 986) 46以上 ?

⑭ ( 9,98- 9 74) 85以上

① 9 93′ シヽ 9 83 27 47

① (982～ 977) ヽ 21以上 28以上 7

⑦ (984～ 980) 9 21以 上

⑩ (997～ 981) 37以上 32以上

⑩ ( 9 89- 9 86) (3) 08以上 38以上

⑩ (990～ 961) (29) ↓

(封ヒ)

10 5m
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o                   2n

層Na 土   色 土質 そ  の  他

25Y5/3 黄褐色 砂 径 3～ 60側の礫を含む              自然堆積

25Y3/1 黒褐色 粘土 灰色砂を含む 植物遺体を含む          自然堆積

10YR3/1 黒褐色 粘土 植秘遺体を含む 炭化物粒を少量含む       自然堆積

25Y3/1 黒褐色 粘土 植物遺体を多量に含む 層下部に黒色粘上を含む  水日作土
5Y3/1  オリーブ黒色 植物遺体を含む 炭化物粒をわずかに含む     畦畔積士
75Y3/1 オリーブ黒色 粘土 灰オリーブ色粘土を層下部にブロック状に含む   瞳畔積士

層No 土   色 土賓 そ  の  他

5Y3/2  オリーブ黒色 粘主 灰オリーブ色粘土・黒色粘■を全体にブロック状に含む    畦畔債土
10YR1 7/1黒  色 粘土 植物遺体を多量に含む

5Y4/1   灰 色 粘土 値物遺体を含む 炭化物粒を少量含む       水日作土?
5Y3/1  オリープ黒色 粘土 灰オリープ色粘土・黒色粘土を縞状に合む      自然堆積
25Y2/1 黒 色 粘土 植物遺体を多量に含む              自然堆積

第13図 北西区土層断面
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層No 土 色 土質 そ  の  他
25Y5/3 黄褐色 砂 径 5～ 40111tの礫を含む              自然堆積

2 5CY4/1暗 オリーブ灰色 粘土 植物遺体を含む 炭化物粒を含む         自然堆積
5Y2/1  黒 色 粘士 植物遺体を含む                 自然堆桜

10YR2/1 黒 色 粘土 植物遺体を含む 全体的に均質な上壌       水田作土
25Y3/1 黒褐色 植物遺体を含むが均質的な上壊          畦畔積士
10YR3/1 黒褐色 粘士 植物遺体を含む                 畦畔積土

5Y3/1  オリーノ黒色 粘土 植物遺体 を含む                 畦畔積土

25Y2/1 黒 色 粘士 10YR17/1黒 色粘上を全体にブロック状に含む   水田作土

層Ne 色 上質 そ  の  他
10YR2/1 黒 色 粘上 植物遺体を含む                 自然堆横

5Y3/1  オリーブ黒色 粘土 植修遺体を含む 炭化物粒を含む        水田作土 ?
5Y4/2  灰オリーノ色 粘土 黒色粘土と黄褐色粘土を縞状に含む        自然堆横

8 25Y2/1 黒 色 粘圭 植物遺体を含む                 自然堆機

10YR17/1黒  色 粘土 植物遺体を含む                水田作土 ?

10YR17/1黒  色 粘土 植物遺体を含む                 水日作土

5Y2/1  黒 色 粘土 値物遺体を含む                 自然堆積

5Y2/1  黒 色 粘土 植物遺体を含む                 自然堆標

第15図 追加調査区と本調査区北部の 5層検出遺構



南東端の比高差は21cmである。支

流は本流との接続部分では上面幅

が 2m前後あるが、南下するに

従って細 くなり、南半部では上面

幅50～60甑、深さ15cm前後となる。

本・支流接続部 は、北側でも

SX-1遺構 と繋がるように一部

が切れている。切れている部分の

中央は、本流と直交する方向で土

手状に高い部分があり、この高ま

りはSX-1の 中央に岬状に張り

出している。この接続部分からは

特に多 くの杭が検出さてお り、

SX-1と SD-1と の間に杭 を

伴う何らかの施設が存在した可能

性が考えられる。

堆積土は、本流部は 2層に大別

され、上部のla・ lb層 は、基本層

5層 に類似した黒色粘土層で埋め

戻された状況を呈している。この

1層は、単に溝を埋め戻しただけ

でなく、田面より高く盛り上げて、

畦畔及び SX-1の上手の機能の

強化を図っていると考えられる。

底部付近に堆積する 2層は、砂を

多く含み、水成の自然堆積層と観

察される。支流の堆積土は基本層

の 5層 に類似している土層が 1層

であるが、人為的なものか自然堆

積なのか判然としない。

2時期目は、人為的に濤が埋め

第 2章 調査の概要

第16図  !区東壁 5層畦畔断面

〈I区西壁〉

10a層水田跡擬似畦畔 B

層No 土   色 土質 そ   の   他
5 10YR2/3 黒褐色 粘土

5″ 10YR3/3 暗褐色 粘土

イ 10YR5/1 褐灰色 粘土 黒色上をブロック状に含む 植物遺体を含む

くH区西壁〉

〈Ⅲ区西壁〉

層NQ 土    色 土   賓 そ   の   他
4c′ 10YR3/1 黒褐色 艦上質シル ト 値物遺体を含む             自然堆積

10YR1/2黒  色 泥炭質粘土 層中に灰黄褐色粘土層を狭む       自然堆積

第17図  5層畦畔断面図



多R7杭137算

ツ/う
//     /
/    (

'杭

6杭>/~~＼＼＼
/          ＼

第 2節 水田跡の調査

A
引 lo lom

7杭 19

7杭 3

70

ざ8杭 3

第18図  5層 SD-1遺物・杭出土状況

♯挽幼
SX-1

生

＼翌生 /

意

ポ

＼

0               5m

A′   B
卜 引 lo lom

0

戻されて同位置に畦畔が作られた後、畦畔の頂部に自然沈下と人の往来によって浅い凹地ができ、溝状になった段

階である (第 11図黒)。 この段階は、支流は交点付近が凹んでいるだけで、南半部は畦の高まり (畦畔50)と変わっ

ている。凹地は幅50～ 90cmで南西側ほど細 くなっている。前段階で北側の上手が切れて SX-1と 繋がり、杭が多数

存在した部分は、畦の高まりが連続している。凹地の深さは、北西部で14側、南東部で 2 cm程である。堆積土は上

下 2層に分けられる。上層 (A層)は暗灰責色粘土、下層 (B層 )は黒色泥炭質粘上であるが、前者は当該地にお

ける基本層4b層、後者は基本層4c層 に相当する。

SD-1か らの出土遺物は、土師器邪 (第21図 2)。 田下駄部材 (第22図 2～ 4)。加工痕跡のある材 (第24図)が

ある。土師器不は最初の水路段階の 2層から出上している。非ロクロの製品で、日縁部がわずかに屈曲する偏平な

半球形の丸底不で、内面は黒色処理されている。国分寺下層式に相当し、奈良時代のものと考えられる。この上器

は、水路の初期年代を示す可能性とともに、 5層水田跡の開始年代を示す可能性をもつ資料として注目される。

10YR7/4 にぶい黄橙色 灰オリーブ色の砂嵌 色粘土質シルトを縞状に含む

箱物測本の鷲層と灰資色ン′レトの薄層を縞状に含む植物遺体を少量含む       基本層 5層 に類似
未分解の植物遺体を多く含む 斜面部に分布 自然堆積
未分解の植物遺体をわすかに含む

未分解の植物遺体を少量含む

25Y2れ 黒 色 未分解の植吻遺体を含む     基本層4c層 に類似 未分解の植物urIを少量含む

植物遺体を少量含む       基本層 5層 に類似 灰オリーブ色粘■ 黒色粘土を斑状に含む   人為的撹拌?

10YR2/1黒  色 暗灰黄色上のプロックを含む 下部に黒褐色泥炭質土(6層 ?)のプロックを含む   耕作上
7a 7b層 起源のオリーノ黒色上のノロックを含む 人為的撹拌

第19図  Ⅳ区 5層 SD-1断面図
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B
卜 1010m

基 Ha
基1lb
基Hc
基1ld

田下駄部材には、足板 (第22図 2)。 枠材 (3)・ 横桟 (4)が各 1点ある。足板は両端と片側の側面を欠損して

いる。残存部で全長39.5cm、 幅8.5cm、 厚さ1.9cmを計る。木取りは斜めで両面は割面のままである。端部
と中央に

方形の穿孔及びその痕跡が 4ヵ 所にある。中央の穴の配置から、足を固定するための穴は4個 (4孔式)で、枠 と

の固定方法は紐結合型と考えられる。枠材は片方の端部が欠損する。残存長は40.6cmである。断面形
は蒲鉾型を呈

し、曲面が外側を向き、幅4.3cm、 厚さ3.6cmを計る。側面には4.5～5.2cmの 間隔で、 1辺が1.0～ 1.6cmの 方形
の横

桟をいれる孔が 7ヵ 所に開けられている。両端を除く5個の孔に、横桟のホゾの一部とそれを固定するため
の楔が

残っている。楔の入れ方は様々で、 1本から3本差し込まれているものまである。残存して
いる端部の近 くには、

1番端と2番目の横桟の孔の間に横桟と直交する方向に、縦2.4cm、 横1.4cmの長軸方向に長い方形の孔が開けられ

ているが、これの用途については不明である。横桟は片側を欠損する。残存部は長さ24.Ocmあ り、幅
2 cm前後、厚

さ1.5cm前後を計る。断面形は橋円形に近い形態である。残存する端部は、引状に 1辺 1.2～1.3甑の方形に加
工され

ている。

加工痕跡のある材には、先端に切断のためと考えられる加工痕跡のある丸材と半裁丸材と分割材
がある。丸材に

は先端加工が 1面 1段のもの (第24図 1・ 2)と 2面 1段のもの (3)がある。半裁丸材は割面側を 2面多段力日工

したもの (4)が出上している。分割材 (L-192・ 193)は 2点出土しているが、割面だけで他の加工は認められ

ず、人為的なものかどうか判断できない。

② その他の遺構
SX-1水路状遺構 SX-1は 、Ⅲ区南西端部からⅣ区南東部にかけて、北西から南東方向にのびて検出された。

軸方向はN-76° 一Wである。北岸は、水田の小区画を形成する畦畔と共通する土手から底部まで直線的に傾斜して

層 NQ 上   色 上   質 そ  の  他 層 Ne 土   色 土  質 そ  の  他

基本層4a 10YR7/4 にぶい黄橙色 砂 灰オリー利 と灰色粘土質ンルトを縞状に含む   自然堆積 10YR1 7/1黒  色 泥炭質粘土 未分解の植物遺体を多く含む       自然堆桜

4b 5Y4/1  灰 色 粘   上 黒色の末分解の摺物赳4と灰黄色ンルトの言層を締閃玲む自然堆積 25Y2/1 黒 色 粘   土 未分解の植物遺体を少量含む      水田耕作土

25Y2/1 黒 色 泥炭質粘土 未分解の植物遺体を多量に含む      自然堆桜 25Y17/1黒  色 粘   土 未分解の植物遺体を多く含む      水田耕作土

SX-1 25Y3/1 黒褐色 粘    土 未分解の植物遺体をわずかに含む     自然堆涸 5Y2/1 黒 色 泥炭質粘土 植物遺体を縞状に多量に含む       自然堆積

5Y2/1  黒 色 粘   ■ 未分解の植物遺体を少量含む       自然堆積 5Y17/1 黒 色 粘    土 植物遺体を含む             自然堆積

5Y4/2  灰オリーブ色 粘    土 来分解の植物遺体を少量含む       自然堆積 25Y5/3 黄褐色 粘    土 自然鑑桜

5Y3/2  オリーブ黒色 粘   上 灰オリーブ色粘土・黒色粘上を斑状に含む 人為的撹拌 ld 25Y17/1黒  色 粘    土 植物遺体を多く含む           自然堆積

基本層 5 iOY3/1 黒褐色 粘   土 ?a・ 狗層起源の黒色土をプロック状に含む状に含む 米国耕作土 5Y5/2  灰オリーノ色 粘   上 黒色土の薄層を縞状に含む        自然堆積

10Y2/1 黒 色 粘    上 7a ?b層起源のオリーブ黒色■をアロッタ状に含む    耕作上下部 25Y4/2 暗灰黄色 粘   土 基本層4b層 に対応            自然堆嶺

tOYR2/1 黒 色 粘    土 自然堆懐 25Y2/1 黒 色 泥炭質粘土 基本層4c層 に対応            自然堆積

7 5YR2/1黒  色 泥炭質粘土 未分解の植物遺体を多量に縞状に含む   自然堆積 10YR2/1 黒 色 粘    土 植物遺体を少量含む           自然堆積

25Y4/2 暗灰黄色 粘   土 植物遺体を含む            水日耕作上 10YR2れ 黒 色 粘    上 暗灰黄色上のプロックを含む       自然堆積

25Y4/2 暗灰黄色 粘    ■ 黒色粘土の薄層を締伏に含む       自然堆積 10YR2/1 黒 色 粘   土 粗砂を多く含む             自然推積

第20図 Ⅳ区 SX-1断面図
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種  別・ :黒  種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

4 し―ユ 区 5層 木醜 5 木製品 (皿 ) 佳
Ｌ
心
銃 高台有 り 白本            トチノキ 31-2

5 と-2 区 5層 木No 8 木製品 (皿 ) 復元260 復元202 高台有り 自木            トチノキ 31-3
6 L-3 区 5層 木聴 7 木製品 (皿 ) 復元240 復元184 高台有り 白木            トチノキ 31-4
7 L-5 区 5層上涵 木配 1 木製品 (不明 ) 25 31 紡垂形 狭 り有 リ           アカマツ 31-6
8 L-10 区 5層 木 hlo 6 木製品 (由物精円盤 ) (132) 24 51 桜皮残存 樹脂付着 紅ロ        ヒノキ 31-

第21図  5層出土土師器・弥生土器・木製品

いるが、南岸の西半部は 1度緩やかに下がってからやや急に下がって底面にいたる。上面の幅は、検出部の西半部

は 7～7.5mであるが、Ⅳ区中央東寄りのところで4.5m前後に狭まり、さらに東端部分では60cm程に狭くなる。上

場と底面の間の深さは、西端部では85cm前後あるが、Ⅳ区中央東寄りの狭まる部分では45cm程になり、東端部では

3 cmと なっている。底面の標高は、西端部が9.10m、 中央部が9.05m、 東端部が9.68mで、西半部の底面は平坦ない

し東側が若干下がっているが、東部の幅が狭まった部分では60cm以上も底面が上がっている。

南岸の西部には、2カ所に岬状の突出部があり、この部分で水路の幅が狭まっている。突出部は約 6m離れてい
る。東寄りの突出部は、対岸の斜面の一部が対となるように突出している。

SX-1が、東部で 1段高くなった部分では、丸木の杭が多数検出されている。この部分についても、杭を使用し
た何らかの施設が存在した可能性がある。

SX-1の横断面形は緩やかな舟底状を呈す。堆積土は大別すると上下 2層に分けられる(第20図 )。 上部は基本層

8

20cln

師器・ 弥生土器〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺艦層 取上番号 種  別 器 種 器  高 口 径 底  径 (外 面) 特     徴  (内  面) 写真図版
1 D-4 3´�レト 5層 ロクロ土師器 不 底部回転糸切後手持ヘラ削り 黒色処理 24-8
2 C-1 IV区 SD― ] 2層 非ロクロ土師器 杯 (37) ナデ後ヘラミガキ ヘラ削 り 黒色処理 24-9
3 B-7 3´Wレト SX-1 3層 弥生土器 牽 縄文 24-13
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遠橋 選構層 取上番号 種  別 ・ 器  種 全 長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

ユ L-227 3^Wレト SX 4層 kNo13、  1 木製品 (大足部材 ) (388) (81) 5 穿孔有 り 柾 目板 大足部材 ?   ヒノキ 柾目 31-7

2 L-197 IV区 SD― 2層 木No 9 木製品 (有孔板材 ) (395) (82) 9 4孔有 リ            カ ヤ 柾目 31-8

3 L-196 IV区 SD 2層 木No 4 木製品 (大足側板 4 25 6 カ  ヤ 31-9

4 L-191 IV区 2層 ANo 3 木製品 (大足部材 21 5 ほぞ突起有 り 削 り出し角材    モミ属 31-10

5 L-119 Ⅱ区 5層 木 No 3 未製品 (大足部材 5 ほぞ突起有 り 削 り出し角材    カ ヤ 31-■

6 L-120 H区 5層 木 NIo 5 木製品 (大足部材 (215, ほぞ突起有 り 削 り出し角材    カ ヤ

第22図  5層 SD-1・ SX-1出土田下駄部材

4a層 。4b層 。4c層が水田面と同様に存在し、4aか ら4c層 を合わせた厚さは中央部で45cmほ どある。下部は水路個

有の堆積層で、 4層に分けられる。 1層 は黒褐色の粘土層、 2層 は黒色の粘土層、 3層 は灰オリーブ色の粘土、 4

層はオリーブ黒色の粘土層からなり、 1か ら4層 までを合わせた層厚は45～ 55cmである。最下層の 4層は、プロッ

ク状の堆積層となっており、水路の改修等何らかの攪乱を受けている可能性が考えられる。

SX-1か らの出土遺物には弥生土器片 (第21図 3)、 木製品の田下駄部材 (第22図 1)、 板状の木製品の部材と各

種の材 (第25図)がある。弥生土器は甕の体部の破片で、縄文 (LR)が施されている。

田下駄部材は3孔の紐結合型の足板で、片方の端部と側面の端を欠損している。残存部は、全長38.8側、幅8.lcm、

厚さ1.5cmを計る。孔は鼻緒の孔は長円形ないし隅丸長方形を呈し、二等辺三角形に並ぶ。枠材との結合の孔は、残

存端部では 2孔が横に並ぶ。

他に木製品が 4点出土している。第25図 1は、長方形の板状の製品で、残存長34.4硼、幅8.Ocm、 厚さ2.6cmを計

る。片側の端部に略方形の孔が開けられている。 2は全長33.2c14、 幅4.2cm、 厚さ0.8cmの板で、片側の端部は1.8cm
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 違構層 取上番号 種  別 ・ 器  種 全 長 最大幅 特 徴 写真図版

1 L-225 3´Wレト 5層 木No l 材  (角材 ) (327) 19 片端欠損 片側面欠損 32-1
2 L I区 5層 木 No l 木製品 (不明 ) 15 中央に穿7し有 り 板目 32-2
3 L― 皿区 5層 材  (板材 ) (308) 10 柾 目 32-3
L IV区 5層 水No 2 材  (板材 ) (194) ナナメ 32-5

5 L I区 5層 末 No 9 材 分割材 ) (35 5) 4 2 27 32-4
6 L-220 1´鸞レト 5層 木 NQ l 材 分割材 ) (691) 79 柾 目板状

7 L 区 5層 木No 4 材 丸材 ) (340) 25 先端加工 1面 1段)           心持丸 32-6
8 L 区 5層 木 No 7 材 丸材 ) 41 4 24 32-9
9 L 区 5層 木No 8 材 丸材 ) (1358) 32 32-11
L― 区 5層 木Noll 材 丸材 ) (597) 37 先端加工 2面多段)樹 皮付 き      心持丸 32-10

第23図  5層出土木製品・材
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の幅で 1段低 く加工されている。また片面には刃物によ

る細 く直線的な傷が多数確認できる。 3は長さ31.6cm・

幅1.8cm・ 厚さ1.2cmの棒状の製品で、一方の端部がやや

尖り、他方の端部は片側に肥大している。4は残存長27.3

cm、 幅3.2伽、厚さ0.5cmの 薄板で、片方の端部近 くに両

側から三角形の切り欠きがあり、その部分の長軸上には

小さな円孔が開けられている。

材には、板状の小片 (第25図 5。 6)、 全面にカロエのあ

る芯持ち材 (7)、 先端に加工のある丸材 (8・ 9・ 10他

L-215)、」形に木取りされた丸材 (11)がある。

4)出土遺物と杭材
遺構以外の 5層からの出土遺物には土師器と木製品が

ある。また SD-1の分岐部周辺と、SX-1の東部から

多数の杭材が出土している。

① 土師器
図化できる土師器は、ロクロを使用し、内面黒色処理

された邪が 1点出上している(第21図 1)。 底部は回転糸

切 りの後に縁辺部が丁寧にヘラ削り調整されている。

② 木製品。材
木製品は、本皿 3点 と (第21図 4～ 6)と、曲物の底

板 1点 (第21図 8)、 田下駄部材 2点 (第22図 5・ 6)、

不明木製品 3点 (第21図 7、 第23図 1・ 2)が出上して

いる。木皿はいずれも I区から出上した破片である。削

り出しの輪高台をもつ白木の製品で、回径は24～ 25cm、

器高約 3 cm、 高台径18.4～ 20.2cmである。 4と 6は同一

個体の破片の可能性が高い。

第21図 8は、曲物に附属する底板 (ないし蓋板)の楕

円盤と考えられる破片である。側面の直線の部分から端

部の曲面に移行する部分に小さな孔が開けられ、この孔

に通した綴じ皮の一部が残存している。

田下駄部材 2点は、横桟の破片で、第22図 5は残存長

16.7cm、 6は 21.5cmである。共に片方の端部を欠損して

いる。残存する端部は、両側面から削られて、断面形が

楕円形ないし隅丸長方形の引状の突起となっている。軸

部は 5が幅2.lcm・ 厚さ1.5cm、 6は幅1.5cm。 厚さ1.6cm
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番号 登録番号 出上区 基本層 出土遺構 還構層 取上番号 種 別・器 種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

1 L-195 IV区 SD 2層 木No 7 材 丸材 ) (179) 20 19 先端加工 (1面 1段 ?)          心持丸

2 L-194 IV区 SD― 2層 木No 8 材 丸材 ) 39 38 先端加工 (1面多段)上 端部切断痕     心持丸 32-7
3 L-239 IV区 SD 2層 木 No 5 材 丸材 ) 37 32 先端加工 (2面2段 )切 断角 23°        心持丸
4 L-190 IV区 SD 2層 木 No 6 材 半栽丸材 ) (282) 31 先端加工 (3面多段)           心持丸 32-9

第24図  5層 SD-1出 土木材
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第 2章 調査の概要

第25図観察表

〈木製品・ 材〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種  別 ・ 器  種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写夏図版

L-198 Ⅳ 区 SD― 2層 木No 2 木製品 (有孔板材) 26 1孔有 リ             モ ミ属 板 目 33-2

2 L-206 IV区 2層 木No12 木製品 (不明 ) 33 2 33-3

3 L-207 IV区 2層 木No 4 木製品 (不明 ) 18 12 角棒状 ク  リ 33-4

4 L-200 Ⅳ 区 底面 木No7・ 8 木製品 (容器側板 ?) 32 05 穿孔有り 挟り有リ         モミ属 柾目 33-5

5 L-228 3rゃレト 4層 木No15 材 (板材 ) 56 07 両端欠損                ナナメ 33-1

L-201 IV区 3層 木No 2 材  (木片 ) (87) 1 4 加工痕有 り 加工で出た剣片 33-6

L-202 IV区 2層 木No l 材  (不明 ) (30) 33 全面に加工有 り              心持 33-7

8 し-203 モV区 2層 本No 3 材  (丸材 ) (785) 18 15 先端加工 (1面1段)            心持丸

9 L-204 IV区 4層 木No 9 材  (丸材 ) 34 先端加工 (2面 多段)枝 打痕有 り     心持丸 33-10

L-205 IV区 SX― 3層 木No 5 材  (丸材 ) 33-8

11 L-199 IV区 SX 未No 6 材  (丸材 : 40 40 33-9

を計り、断面形は隅丸の菱形を呈す。端部以外の表面は、割面がそのまま残っているが、形態としては 5層 SD-1

出上の横桟と類似する。

不明木製品第21図 7は、長さ8.9cm、 申央の直径3.lcmの偏平な卵形の木製品である。芯を避けて木取りし、丁寧

に加工して作られている。片側の木回は溝状に浅く扶られ、側面の中央部には側面に絡むようにS字状の深い溝が

彫られている。端部の溝や、側面の溝に紐を掛けて使用したものと推定されるが、用途は不明である。

第23図 1は、全長32.7cm。 残存幅2.3cm。 厚さ1.9側の板状の製品で、中央よりやや片側の木口に寄った位置に直

径約2.5側の円孔が開けられている。

第23図 2は、全長23.9cm。 幅8.6cm・ 厚さ1.5cmの板状の製品で、両側面に挟りがある。また両端部は斜めに切り

落とされている。

材には板材 (第23図 3・ 4・ 他 L-131)、 分割材 (第23図 5。 6・ 他 L-132・ 226)、 両端に 1面 1段の切断痕

のある丸材 (第23図 7)、 2面から各 1段の切断痕のある丸材 (第23図 9)、 3面から各 1段の切断痕のある丸材 (第

23図 8)、 多面から多段の切断痕のある丸材 (第23図 10)等が出土している。

③ 杭 材
5層で検出された杭材は、上層から打ち込まれたものが含まれている可能性もあるが、多くはSD-1お よび

SX-1東部に集中しているので、これらについては、各遺構に関係していると考えられる。ここでは、SX-1以外

と、SX-1関連と考えられる杭とに分けて、その特徴を記述する。

SX-1関連以外の杭は、水田面から検出されたものを含め34点ある。これらは、形態と先端のカロエによって、数

種類に分けることができる。木取りで分けると、割杭と半裁丸杭・心持の丸杭とに 3分される (第 26・ 27図 )。 割杭

には、先端を尖らすための加工のあるもの(第26図 1)、 先端に加工がなくやや尖った部分をそのまま杭先としてい

るもの (第26図 2～ 4他 L-13・ 21・ 123・ 154・ 156)が ある。半裁丸杭も、先端を尖らすための加工のあるもの (第

26図 6)と先端に加工がなく尖った部分をそのまま杭先としているもの (第26図 5)があるが、共に 1点ずつある

だけである。丸杭は前 2者に比べて数が多い。丸杭を先端加工でみると、 1面 1段のもの(第26図 7)、 1面 2段の

もの (第26図 8～ 11他 L-155)、 1面多段のもの (第27図 1・ 2)、 多面多段のもの (第27図 3～ 6他 L-14・ 127・

133)、 折れ面をそのまま杭先としているもの (第27図 7)、 その他先端の形態の不明な芯持ち丸杭 (L-17・ 19。 23・

153・ 161)がある。

SX-1関連の杭は全て芯持ちの丸杭である。他の 5層の丸杭と同様に分類すると、1面 1段のもの(第28図 1～ 5

他 L-216・ 217)、 1面多段のもの (第28図 6)、 2面 1段のもの (第28図 7)、 その他先端の形態の不明な芯持ち丸

杭 (L-215)がある。

以上のように 5層から検出された杭は、丸杭が優先し、丸杭では 1面からのみの加工 (切断)に よるものが多数

を占める。また、丸杭は、樹皮が付いたままの状態で使われているものがほとんどである。

5)水田跡と遺構の年代
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 月1・ 器 種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

1 L-152 IV区 5層 杭 No 8 杭 (割杭 ) (402) 先端加工 (4面1段 )

2 L-236 3′Wレト 5層 杭NoA 杭  (割杭 ) (809) ク  リ 38-2
3 L-158 IV区 5層 杭 No 4 杭  (割杭 ) 64 切断痕有 り

L-237 3′Wレト 5層 杭聴 1 杭  (割杭 ) (616) 板状 38-3
5 L-240 IV区 5層 杭Nell 杭  (半裁丸杭 ) (686) 先端焼痕               心持半丸 38-4
6 L-222 1´章レト 5層 杭No l 杭  (半裁丸杭 ) (106) 先端加工 多面多段)         心持半丸 38-7
L-15 [区 5層 杭血 4 杭  (丸杭 ) (714) 先端加工 面1段)           心持丸 37-10

8 L-163 Ⅳ 区 5層 杭No X 杭 (丸杭 ) (733) 先瑞加工 面多段 ) 心持丸 38-1
9 L-20 I区 5層 杭No 8 杭  (丸杭 ) (153) 21 先端加工 面2段 ?)          心持丸 37-5
10 L-126 II区 5層 杭No 3 杭  (丸杭 ) と73 24 先端加工 面2段 )切 断角 26°        心持丸 37-13
11 し-159 IV区 5層 杭No 5 杭  (丸杭 ) 118) 20 先端加工 (1面2段)           ′b持丸 38-5

第26図  5層検出杭 (1)
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遺構層 取上番号 種 別 。器 種

杭 (丸杭)

全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

番号 登録番号 出土区 基本層 也土遺構

(276) 53 50 先端加工 (1面 多段 ?)樹 皮付着      心持丸 36-7
1 L-162 IV区 5層 杭No10

L-157 IV区 5層 杭配 2 杭 丸杭 ) (287) 42

L-126 II区 5層 州一純
杭 丸杭 ) 14 0 58 先端加工 (多面多段)樹 皮付着      心持丸 38-6

杭 丸杭 ) (643) 31 37-H
4 L-151 IV区 5層

先端加工 (多面多段)樹 皮付着      心持丸 37-3
5 L-16 I区 媚

一媚

杭No 3 20 3 24 21

杭 No 2 杭 丸杭 )
18 先端加工 (3面多段)切 断角8'樹皮付着  心持丸 37-8

6 L-124 H区 37-6
L-223 1′Wレト 5層 杭No 2 杭  (丸杭 ) 22

8 し-18 I区 5層 杭 No 6 杭  (丸杭 ) 25 5 2 折れ面を先端に転用           心持丸 37-4

第27図  5層検出杭 (2)

① 水田跡の年代
5層水田跡の年代決定に係わる出土資料は少ないが、第21図 1の上師器不が平安時代のものであり、

5層水田跡

を覆う4層の上に西暦915年降下とされる火山灰層が堆積していることから、10世紀初頭以前
に下限を求めることが

可台とである。上限については、 5層 SD-1溝の下部 2層から国分寺下層式上師器不 (第21図 2)力
S出土しているこ

とから、 8世紀後半にまで逆上る可合〕隆が考えられる。なお、4c層 は植物遺体を多量に含む薄層を縞状
に数層含ん

でおり、これが枯れて倒れた植物に起因するものであれば、何らかの原因で水田
が放棄された後、湿地性の状況で

火山灰降下まで数年が経過していたものと推定される。

② 遺構の年代
5層 SD-1は、先に記したように国分寺下層式上師器邪が出上しているので、8世紀後半には存在し、その後埋

め戻されて畦畔に改変されているが、その改変年代については不明である。

5層 SX-1は 、SD-1と の掘削時期の前後関係、共存関係は不明であるが、廃止時期は人為的に埋められて畦

畔化された SD-1よ りも新しいと考えられる。また SX-1は 、4層堆積時にかなり埋まってはいたものの、なお
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺糖 遺構層 取上番号 種 別・器 種 全 長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版
l L-2H Ⅳ 区 杭No10 杭  (丸抗 ) (353) 先端加工 (1面1段)           サ心持丸
2 L-219 IV区 杭 No 6 杭  (丸杭 ) (534) 45 先端加工 (1面1段)樹 皮付着       ′b持丸 37-9
3 L-212 Ⅳ 区 杭N08 杭 丸杭 ) (730) 35 先端方ロエ (1面1段 ?)樹 皮付着  ク リ 心持丸
4 L-213 IV区 杭 NQ 3 杭 丸杭 ) (547) 41 先端加工 (1面1段)樹 皮付着  ヤナギ属 心持丸 37-14
5 L-210 IV区 杭No12 杭 丸杭 ) 先端加工 (1面1段)           ′b持丸
6 L-209 Ⅳ 区 SX 杭NoH 杭 丸杭 ) (492) 35 先端加工 (1面多段)枝 打痕有 リ サクラ属 心持丸 37-2
L-214 Ⅳ 区 SX 杭 No 2 杭 丸杭 ) (681) 5 5 37-12

第28図  5層 SX-1検出杭
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も50cm前後の深さがあるので、 5層水田が機能していた

時期には存続し、 5層水田跡の廃棄と同時に廃されたも

のと推定される。

5 6層出上遺物 (弥生時代後期)
基本層 6層 は、 5層水田跡の耕作に伴う掘削によって

削平を受けているが、残りの良い部分では、層厚が20cm

程ある。 5層水田跡が 6層 を主な母材として形成された

とすれば、6層の層厚は20～30cmは あったと推定される。

この 6層 は、黒色の泥炭質粘上を主体とする自然堆積の

上層として、大別して 1層にまとめたが、残りの良い部

分では、上部にやや明るい泥炭層が残存している。

6層中からは、弥生土器が 2個体 (第 30図 )と木製品

3点、材 2点、礫石器 1点が出土している (第31図 )。 第29図  3ベルト6層土器出土状況

① 弥生土器
第30図 1は、 3ベル トから口縁部を下にして伏せた状態で出土した。周辺部からは木炭片も検出されている (第

29図 )。 器高25.7cm、 口径20.2cmを計る。底部から外傾しながら直線的に立ち上がり、肩部から頸部にかけて括れ、

肩部径より径の大きな幅の広い口縁部となり、日縁部は緩やかに外反する。口縁端部には、低い山形の突起が連続

して造られている。外面は、無節の撚糸文 (r)に より、体部斜位、肩部横位、日縁部下半斜位、口縁部上半横位に

施文されている。内面はヘラナデ調整されている。土器の胎土には多量の概殻が混入され、内面及び剣離面には彩

しい数の柳痕が観察できる (図版25-1)。

2は、Ⅱ区から出土した大型の甕の体部で、残存部の高さは36.1餌、体部最大径は中程にあり34.5cmを 計る。調

整は、外面下半がヘラケズリ後ナデ、上半がナデ、内面底部から体部下端がナデ、体部下半が横位ヘラナデ、体部

上半が縦位ヘラナデによる。この上器にも胎上に多量の柳殻が混入されている。

1の土器は、富沢遺跡第24次調査Ⅷ c層出土 B-1に、器形・口縁形態 。地文以外の装飾性の欠如といった特徴

が類似している。第24次調査VII c層 の上器については、前後層の関係から弥生時代後期の広義の天王山式の中でも

新しい段階の踏瀬大山式に類似するものと位置付けられている(太田 :1988)。 従って、ここでは 1の上器について

は、広義の天王山式の新しい段階のものと理解したい。 2については、 1と 同様に柳殻が多量に混入されているこ

とから、ほぼ同時期のものと判断される。

② 木製品。材
木製品は、ミシンの糸巻の形をした製品 2点 と (第31図 2・ 3)板状の製品 (第31図 4)がある。 2・ 3は土圧

によってやや偏平に変形しているが、本来の横断面は各部とも円形であつたと推定される。芯持ちの丸材を輪切り

にし、両端を残して中央部の全周を削って、両端より中央部を細 く加工している。削り残された両端部の径は同一

ではなく片方がやや小さい。両方の木回面は多少腐食が進んでいるが、特に力日工は認められない。大きさは、 2が

全長22.7cm、 中央部長径10.8cm・ 短径8.6cm。 幅9.5cm、 大きい方の端部の長径16.6cm・ 短径11.8cm以上
。幅5.5硼、

小さい方の端部の長径15.Ocm・短径11.6cm以上・幅6.3cm、 段差は 2～ 3 cmを計る。3は全長24.7cm、 中央部長径12.7

cm・ 短径11.4cm。 幅10.9cm、 大きい方の端部の長径76.5cm・ 短径15.2cm。 幅7.9cm、 小さい方の端部の長径16.9cm。

短径12.8cm以上・幅4.8cm、 段差は 2～2.5 cmを 計る。 3の段差部に荒い力日工痕跡が認められるが、完成品か未製品

か不明である。用途も不明である。

3ベルト6層上器No l
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∪

第30図  6層出土弥生土器

く弥生土器〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遵騰層 取上番号 種 月J 撃 種 器 高 口  径 底 径 (外 面) 特     徴  (内 面 ) 写真図版

I B-1 3´Wレト 6層 土器配 1 弥生土器 整 撚系文 胎土中に粗殻混入 25-1
B-2 ■区 6層 土器血 1 弥生土器 甕 (35 9) ヘラナデ ヘラナデ 胎土中に柳殻混入 25-2
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第31図  6層出土石器 。木製品類
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第31図観察表

く石器〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺槽 通騰層 取上番号 種  別 ・ 器  種 全  長 最大IB 厚 さ 重  量 特 徴 写真図版
ユ K-1 [区 6層 凹石 728 2 縁辺に剣離痕        石英安山岩 27-1
〈木製品・イ〉
番号 登録番号 出土区 基本層 出土選構 遺構層 取上番号 種 別・器 種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版
2 L-4 I区 6層 木血 2 木製品 (不明 ) 22 7 11 8 糸巻状 ク リ 34-3
3 L-118 H区 6層 木N96 木製品 (不明 ) 17 5 糸巻状 ク リ 34-4
4 L-235 3´�レト 6層 木Ne l 材  (板材 ) 穿子し有 ,                 クリ 31-1

4は全長74.5cm、 最大幅36.8cm、 厚さ2.Ocmの長方形の平板な板である。中央部に大きな孔と、中央付近の片側の

木口に寄ったところにだヽさな不整形の孔が開いているが、この孔は、意図的に開けられた孔の周囲が腐食したもの

か、全体の腐食によって生じたものか明らかでない。単独の製品のほか、木製品の部材や建築材の可能性もある。

材としては全面に割面のある分割材が 2点出上している (L-25・ 234)。

6層では、この他に杭が 2点検出されている (L-219:心持丸杭・先端加工不明、L-128:心持丸杭・先端 1面

からのカロエ)力 、ゞこれらの杭については、 5層から打ち込まれた可能性が高い。

6 7a層水田跡 (弥生時代中期後葉)
1)水田の構成と概要
① 水田の構成
7a層水田跡では、大畦とこれに交差または平行する比較的小型の畦、大畦に直交してのび、両岸に杭列を伴う溝

跡 (IIItt SD-1)、 大畦に直交もしくは平行方向の杭列 (IH区杭列 1・ 2)、 大畦に直交方向の材木列 (I区材木列)、

土坑 3基が検出されている。また、7a層を除去した7b層上面では擬似畦畔 Bや小規模な濤跡 (mtt SD-1・北中

区SD-1)が検出されている。

② 検出・遺存状況
7a層水田跡は、自然堆積層である6層に覆われているために、5層水田跡の深耕の直接的な影響を受けたのは一

部に過ぎないが、全体的に遺構の遺存状況はよくなかった。このため、調査区の北部 (I区～H区)では大型の畦

と比較的小型の畦を検出することができたが、最小区画を形成する畦畔は検出することができなかった。

③ 耕作土
7a層水田跡の耕作土は、基本層7b層を母材として形成されたにぶい責褐色ないしオリーブ黒色の粘土層である。

7a層は均―な土壊で、縞状に堆積した7b層 とは対象的である。層厚は 3～ 5 cmと 薄く、多くの部分は 3 cm程である。

層下面の凹凸は緩く、しかも凹部の深度も浅い。耕作により形成されたと考えられる凹部は、層厚が 3～ 8 cmの 7b

層内に収まっており、耕作深度が 8層・9a層に達するまで深くなることはない。

④ 水田域
7a層は、調査区全面に分布していることから、遺構の希薄な部分や北東部のような攪乱の著しい部分を含めて、

調査区全体が水田域となっていたものと推定される。

2)水田遺構の状況
① 畦 畔

痕跡程度の畦畔や擬似畦畔 Bを含めて 7条の畦畔が検出された。畦畔 6と 畦畔 7は湾曲しながら連続する可能性

がある。

畦畔の規模からみると、畦畔 1・ 3は大畦に分類されるもので、それぞれ10a層水田跡畦畔 1・ 8と 9a層水田跡

畦畔 1・ 3を 9b層、 8層・7b層を挟んで踏襲している。平均的な幅は、上面で120～ 150cmあ る。基本的には等高線

に直交する方向にのびており、真東西方向に対して15～ 25°振れている。
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くI区北壁〉

〈H区南壁〉

7層畦畔

9層畦畔

10層旺畔

10層擬似畦畔 B
0                     1rn

層No 土   色 土  質 そ  の  他
7 5YR3/1黒褐色 粘    土 遺物遺体を含む              自然堆積 ?

10bl 10YR1 7/1黒 色 粘    土 遺物遺体を含む               自然堆積

10b2 10YR2/1 黒 色 粘 土 遺物遺体を含む               自然堆積

10YR2/2 黒褐色 粘 上 遺物遺体を多 く含む             自然堆積

第33図  7・ 9・ 10層畦畔断面

畦畔 2・ 4・ 5。 6-7は 中規模の畦畔と考えられるものである。畦畔 2は、畦畔 1・ 3の中間よりやや北寄り

に位置し、畦畔 1・ 3と 同方向にのび北端は I tt SD-1の 杭列と繋がるところで切れている。畦畔 4も 畦畔 1・ 3

と同方向にのび、この部分での畦畔 1・ 3間のほぼ1/軒目当の位置にあたる。畦畔 5・ 6-7は大畦 1・ 3と 交差す

る方向で、等高線とは概ね平行するようにのびている。

なお、 I区から1ベル トにかけて検出された材木列は、後に詳述するが、畦畔 1・ 3間 と直交する方向で、 I区

SD-1と 畦畔 6-7の中間付近に位置していることから、畦畔に関係する施設として、同方向にのびる畦畔の存在

を示しているものと推定される。

畦畔を形成する土壊は、畦畔の規模にかかわらず基本層7a層 と同じである。

② 水田区画
7a層水田跡では、大。中の規模の区画に係わると考えられる畦畔は検出されたが、水田跡の最終区画を示すよう

な畦畔は検出できなかった。畦畔 1・ 3は水田域を大きく区画するための畦畔と考えられ、その間隔は21～25m以

上ある。

大畦の間には畦畔 2・ 6・ 7の ような中規模の畦畔や、 I tt SD-1溝 とその杭列、材木列のような水田区画に関

係すると考えられる遺構がある。さらに、畦畔 6と Ш区杭列 1を結んだライン上の畦畔 1と 畦畔 3の間にも中規模

の区画をする畦畔が存在したとすると、これらの遺構により、中規模の水田区画を推定することができる。中規模

の区画は、長方形ないし正方形の 4面が推定復元され (第32図 )。 復元される中区画の規模は、100～ 180ポ程度にな
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〈北中区 SD-1〉
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第35図 北中区 7層検出遺構と本調査区北部 7層の遺構

SK-3

|
Y=+3.9901m

A′

引 990m

F~~iド
θ9θ 塙

層NQ 土 色 土  質 そ  の  他
1 25Y4/2 暗灰黄色 砂 径 1～ 5 Ettの粗砂を含む

2 10YR1 7/1黒  負 粘 土 植物遺体を少量含む

〈北中区 SD-2〉

層No 土 色 上  質 そ  の  他
l 25Y4/1 黄灰色 括 上

2 25Y4/1 黄灰色 粘 土 7a層に類似し識別困難

10YR1 7/1黒 色 土 植物遺体を含む

10YR1 7/1黒 色 粘 土 植物遺体を含む

(10b) 5Y2/1  黒 色 粘 土 植物遺体を含む

11 5Y2/1  黒 色 粘 土 植物遺体を含む

5Y5/2  灰オリープ色 砂 上部に灰色粘上を含む

層No 土 色 土 質 そ  の  他
1 75Y3/1 オリープ黒色 粘 土 値物遺体を多く含む

2 5Y3/2  オリーブ黒色 粘 土 7b層紀源の灰昔負紺上のプロックを含む 植物遺体を含む

第36図  lII区7a tt SD-1断面図
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る。

中区画内には、さらにこれを

区切る畦畔が存在したと考えら

れるが、そのような畦畔は残存

せず、最終区画規模については

不明である。

なお、Ⅳ区北西部に、擬似畦

畔 Bに よって囲まれた不整形

の区画があり、この付近の最小

区画を示す可能性がある。この

区画の面積は約 8m2を計る。

③ 水田面の標高と傾斜
水田面の標高は、北端部が最

も高 く10.12mあ り、南 端 で

9.40mである。調査区の北半部

では北西から南東方向に傾斜

し、南半部では北から南方向に

傾斜している。勾配は72cln/68m

で、平均は1.lc14/mで あるが、

H区の南西部やⅣ区の南西部で

は平均より強い勾配を示してい

る。

区画内の傾斜は、区画の明ら

かな水田がないために不明であ

るが、先に推定した中区画につ

いてみると、全体の傾斜方向及

び大畦畔の方向と同様に北西か

ら南東方向に傾斜している。

④ 水口と水田面の状況

ヾ
や

、ヽ望生 一士

0                             2m

第38図

第37図 Ⅲ区7a層杭列実測図

戸

戸ヽ

ヾ
｀`
Nc 5

Nα 4

$｀
Nd 7

Nc 8も
ｏ

憫Ｄ

Ｇ

ヽ
No10

ざ

／
Ｍ

最小区画の畦畔が検出されていないの

で、水口については不明である。また検出

された大畦畔および中区画と考えられる畦

畔についても水日は検出されなかった。

7a層水田跡は、自然堆積層である6層に

覆われていたために、後世の人為的な攪乱

を受けてはいなかったが、何らかの事情で

最小区画の畦畔及び中区画の畦畔は失わ

れ、下層の大畦の盛 り上がりの影響を強く

受けた大畦だけが残り、他の部分は平坦と

I区7a層材木列実測図―
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なっている。

3)関連遺構の状況
① 溝 跡

I区・SD-1溝跡 I区の北東部

(北中区esD-2)で 、等高線に沿

うように南東側に弦がくるように弧

状に緩やかに湾曲して検出された

(第34図 )。北東側の延長は北中区の

SD-2へ と続 く(第35図 )。 南西側は

I区の南西角付近で浅くなって消滅

する。大畦畔 1と の交点は、調査着

手段階に掘削した排水溝により破壊

され、調査できなかった。溝の両岸

には、護岸または畦畔の盛上の際の

土留めとして機能したと考えられる

杭列を伴う。清に伴う杭は 6層中な

いし7a層で検出されたが、溝の肩の

SK-2 SK-3

ザ

鰻 )勢
下 B′

乳1020m

Y
0                                            2コ n

層No 上    色 土 質 そ  の  他
SK-11 10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質粘土 基本層 6・ 7・ 10・ 11層 のプロックを含む

2 10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質 粘 土 基本層 6層の大きなプロック含む
3 10YR2/1  黒 色 泥 炭 質 粘 上 基本層11層上部のシル ト層のプロックを含む

SK 21 10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質 粘 土

10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質粘 土 基本層 6層起源の植物遺体を多 く含む
3 10YR2/1  黒 色 泥 炭 質粘 土

SK-31 10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質 粘 土 基本層7b層のプロックを含む
2 10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質 粘 土 基本層 6層起源の植物遺体を多く含む
3 10YR1 7/1 黒 色 泥 炭 質 粘 土 基本層 9,10。 11層起源のブロックを含む

第39図  1区7a層土坑実測図

検出面は7b層上面である。溝の堆積土は7a層に酷似しており、7a層が流入して埋まったものと判断される。した

がって溝の本来の掘り込み面は、溝の掘削時における7a層上面と考えられる。

溝の幅は一定しておらず広狭の差が著しく、壁面の平面ラインに凹凸がある。上面の幅は13～70cmあ る。断面形

は浅い舟底形を呈し、深さは 2～ 12cmあ り底面にも凹凸がある。南西端と北中区の検出部北東端の底面には、底面

の凹凸以上の高低差は認められない。溝の底面からは、長さ70cm前後を中心に、長さ20～100cm程度の木材が多数出

上している。材は後述する杭材と同様に、ただ割り裂いただけで加工のされていない分割材である。杭列とともに

溝の護岸施設として機能していた材が、水田の廃棄後に溝に落ちたものである可能性が考えられる。溝からはほか

第4表 7a層水田跡畦畔計測表

約1020m ド

SK-1

4(2)→

No 方 向 長さ(m) 上端幅 (cm) 下端幅 (cln) 高さ(cln) 備 考

1 N-75°一W 27以上 78～ 148(120) 113-203(160) 0,7～ 2_8 大畦 :9a層 。10a層畦畔と同位置
2 N-71°一W 11以上 20～ 70(50) ＋

一

3 N-64°一W 20以上 125～258(150) 168～274(210) 0.5-5 5 大畦 :9a層 。10a層畦畔と同位置
3′ N-51° 一W 14以上 50～130(120) 大畦 3の擬似畦畔B
4 N-69° 一W 5以上 35～ 90(80)

5 (N-3° 一 Vヽ) 1.5以上 l  ^ヤ 3

(N-13° 一E) 1以上 (115) l  -2.5

7 N-18° 一W 10以上 36～ 48(40) 50～ 70(58) 1  ^ヤ 3

I tt SD-1 N-28°一E
I区材列 N-22°一E
皿区抗列 1 N-21° 一E

Ⅲ区杭テ」2 N-69° 一 Vヽ

第 5表 7a層水田跡水田区画計測表

No 標 高(m) 比高差 (clm) 傾斜方向 東辺 (m) 西辺(m) 南辺 (m) 北辺(m) 面積 (m2) 考備

① (10.05～ 987) (15_5) 15)
② (10.02～ 9,83)

③ (996～ 9.81) ヽ

④ (989～ 9.79) ヽ
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に石器が 1点出土している。

I tt SD-1及び北中区SD-2に伴う杭は、I tt SD-1側で55本、北中区 SD-2側で13本、合計68本検出され

た。清の北西側の岸と南東側の岸を比べると北西側22本に対して南東側は46本で 2倍以上の密度である。杭は基本

的に片側 1列であるが、 I区南東側の杭19・ 68、 杭21・ 71、 杭22・ 23、 杭24・ 25、 北西側の杭59・ 60や、北中区南

東側の抗 2・ 4、 杭 3・ 5の ように溝に直交して 2本が並ぶところもある。杭列の間隔は、 I区の北側で広く間隔

が空いた部分を除いて計ると、溝の北西側が最小30cm・ 最大105cm。 平均59cmで、溝の南東側が最小10cln・最大67cm・

平均30cmである。溝を換んでの杭の間隔は、溝の幅の影響を受けて、広い部分と狭い部分があり、広い部分で80cln、

狭い部分で43clnを 計るが、平均的間隔は60cm前後である。杭の残存部の長さは、数clnか ら60cm程のものまであるが、

平均的には20～40cmと比較的短いものが多い。7b層上面から杭の先端までの深度は、10cm程度 と浅いものから

30～40cmの深さまで刺され、先端が比較的固い土層の12層に達しているものもある。杭の傾きについてみると、杭

の列方向については一部を除き目立った傾斜は認められないが、溝を横断する方向で観察すると、溝の中軸方向に

抗の上端が倒れこむように傾斜する傾向が認められる。

溝に附属する杭列の材料は、いずれも分割材である。加工の観察される杭は少なく、割り裂いて作られた杭であ

る。加工のあるものも、木材を切断するときの加工痕跡 (切断痕)以外のカロエは認められない (第 43・ 44図 )。

III区・SD-1清跡 Ⅲ区北西部の7b層上面で検出された。方向は N-5°一Eで、畦畔 4と 畦畔3′の間に約60°の角度

で斜めに位置している。溝の上面幅は25～ 48cmで、検出面からの深さは 6～ 9 cmである。断面形は浅いU字形を呈

す。堆積土は 2層に分けられ、上層は7a層に類似したオリーブ黒色粘土層で、下層は7b層起源の灰黄色粘上のブ

ロックを含むオリーブ黒色粘土層である (第36図 )。

北中区。SD-1溝跡 北中区の南西角部を斜めに横切って7b層上面で検出された (第35図 )。 方向はN-45° 一Wで

のび、I tt SD-1と 直交する方向にあるが、交点は排水側溝により破壊され、調査できなかった。上面の幅は31～ 42

cmで、断面形は不整形な舟底状を呈する。堆積土は 2層に分けられ、上層は暗灰黄色の粗砂層で、下層は黒色粘土

層である。上部の砂層については水成堆積層と考えられる。

② 杭 列

III区・杭列 l Ⅲ区の北西部で N-21° 一Eの方向で直線的に 1列に並ぶ杭が10本検出された。検出面は7a層上面で

ある。検出部分の全長は7.lmである。杭列の北東方向の延長は大畦 1に直交する畦畔 6に繋がり、南西方向の延長

はⅣ区北西部で擬似畦畔 Bに よって区画が推定された水田面の、北西を区画する畦畔痕跡に繋がっている (第 32

図)。 各杭の間隔は51～ 129cmまであり、平均は79cmであるが、大部分は50～80cmの間隔で打ち込まれている。杭に

伴う横方向の材は検出されなかった。杭の傾きについてみると、列の方向にそれぞれ個別的に傾き、直立するもの

は少ない。これに対して、列と直交する方向についてみると、上端が山側の北西側にやや傾いている傾向が観察で

きる。杭の材は、現存部の長さが18～50cmの割材を使用している。材は割り裂いただけで特に加工は認められない

(第 43・ 44図 )。

Ⅲ区。杭列 2 111区の中央部で、 3本の杭 (Ⅲ区 7層杭 1～ 3)力 検ゞ出された。検出された範囲の全長は10.2mで

ある。杭 1-2間は8.3m、 杭 2-3間 は1.9m離れているが、3本の杭は直線的にN-69° 一Wの方向で、Ⅲ区杭列

1に直交するように直線的に 1列に並ぶことから、杭列であったと考えられる。杭 3か らⅢ区杭列 1ま での距離は

6.7mである。この杭列の杭材も、他の7a層の杭列と同様に材を割り裂いただけで特に加工のない分割材を用いてい

る (第45図 )。

③ 材木列
材木列は、I区の中央南部から1ベルトの北部にかけて、7a層中で検出された (第38図 )。 材の並ぶ軸方向は、N―

22° 一Eである。材は小片を含めて13点出土している。このうち 1点は木製品の可能性がある(第41図 1)。 木材は約

―

‐
　

　

　

　

　

　

　

．



第 2節 水田跡の調査

0                          20clm

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 】J 器 種 器 高 回 径 底 径 (外 面) 特     徴  (内 面) 写真図版

1 B-3 III区 7a層 弥生土器 壺 ? 平行沈線文 (線間 2 nH) 24-11
2 B-6 I[ヌこ SK-2 底面 弥生土器 甕 or壷 縄文(LR) ナデ 24-12
〈石器〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出土選騰 遺構層 取上番号 種 別・器 種 全  長 最大幅 厚  さ 重  量 特 徴 写真図版

3 K-2 I区 7層 石器 NQ l 不 明 14 1 独鈷石形            粘板岩 27-2

第40図  7層出土土器・石器

5.5mに渡り、幅20cmの範囲に直線的に並んでいる。材木列の南半側からは、長さが340cm程の長い芯持ちの丸材が

2本 と長さ139cmの分割材 1本が重ねられた状態で出土した。反対の北半側は長さ25～ 145cln程の丸材や半裁丸材が

配置されている (第42図 )。 この材木列については、大畦 1・ 3に直交する方向で配置されていることから、水田を

中規模に区画する際に、畦畔の沈下防止のために設置されたものと考えられる。

④ 土 坑

土坑は I区中央北側の大畦 1の周辺から3基発見された。

SK-1土坑 大畦 1の上面で検出された。平面形は長軸52cm・ 短軸47cmの不整な円形を呈す。確認面からの深さは
43cmで、断面形は不整なV字状を呈する。堆積土は黒色の泥炭質粘上で、含有物により3層に細分できる。

SK-2土坑 大畦 1の北東側の裾部で検出された。平面形は直径約50cmの 円形を呈す。確認面からの深さは44cmで、
断面形はU字状を呈する。堆積土は黒色の泥炭質粘上で 3層に細分できる。底面から弥生土器の甕または壷の口縁

部の破片が出上している。

SK-3土坑 大畦 1の南西側の裾部で検出された。平面形は長軸90cm・短軸66cmの楕円形を呈す。確認面からの深
さは35cmで、断面形は舟底状を呈する。堆積土は黒色の泥炭質粘上で、含有物により3層に細分できる。

4)出土遺物
① 弥生土器
Ⅲ区7a層中から1点 とI tt SK-2底面から1点の 2点の破片が出上している (第40図 1・ 2)。 1は壷の肩部付

近の破片で、条間の狭い二本同時施文具により、横位と斜位の平行沈線文が描かれている。十三塚式ないし崎山囲

式に相当すると考えられ、弥生時代中期後葉に位置づけられる。

2は、頸部から口縁部にかけての破片で、口縁部外面は縄文 (RL)力 施ゞされ、頸部と口縁部の境には 2条の綾絡

文が巡る。綾絡文より下はナデ調整されている。

② 石 器
石器は、 I tt SD-1底面から形態・用途の不明のものが 1点出土している。 (第40図 3)片側の端部を欠損して

＼

Σ」こせ廿と吟イウ打″万
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いるが、残存部の全長14.1硼 。最大幅6,9cm。 厚さ2.6cmを 計る。残存する端部は片方の側面に寄っている。また中

央部の両側面には突起が形成されており、保存の良い面では 2カ 所、反対の側面では lヵ 所に突起が確認できる。

2カ 所ある突起の中間で左右に折 り返すと、全体 として独鈷石に似た形状 となる。石器表面には、研磨の後に剣離

調整・敲打調整の痕があり、石斧のような石器の完成品を再加工した可含Z性 も考えられる。

③ 木製品・材
7a層からは、全体の形状が分かり用途の明らかな木製品は出上していない。木製品の断片ないし未製品の可能性

のあるものは 3点出上している (第41図 1～ 3)。

木製品 第41図 1は残存長8.lcm・ 残存幅2.6cm・ 残存厚4.8cmの 木片で、残存部中央に斜めに開けられた隅丸方形の

孔がある。木取 りは孔の方向に対して板目となっている。斧の頭部または鍬の着柄隆起に類似する形態を呈して
い

るが、斧の頭部とした場合、孔の角度が約50°あり、鋭角的過ぎるようである。また鍬の着柄隆起とした場合は、孔

の角度は問題ないが、木取りが板目である点で疑間がもたれる。

2は残存長20.3cm。 幅5.Ocm・ 厚さ0.7側の柾目の板材である。片方の端部は片側の側面に向かつて湾曲し、先端

に向かって徐々に薄くなっている。股鍬の刃部破片の可能性があるが、腐食が進んでいるので断定はできず、他の

板材とも考えられる。

3は幹と枝の部分を利用して角が鈍角のL字状になるように木取りした材である。全長は151.5cmを計る。幹に当

たる部分は断面が扇形になるように2方向から割られ、長さ52.7cm・ 幅5.5cm前後を計る。枝の部分は長さが約100

cmで、直径は 3 cm前後である。幹を割る際の加工以外のカロエが認められないことから、何らかの木製品の未製品ま

たは何らかの材と考えられる。未製品の場合の種別としては、仙台市中在家南遺跡において「打棒」とした木製品

(工藤 :1996)と 同じ用途のもので、形態としては群馬県新保遺跡や同新保田中前遺跡 (注 1)か ら出上している

ものに類似している。

材 材は主に I tt SD-1・ 北中区 SD-2・ I区材木列から出上したものである (第 41・ 42図 )。 製作工程の違いに

よって、径の大きな原材を縦に割り裂いて作られた「分割材」 (第41図 4～12・ 第42図 1～ 5他 )、 比較的径の小さ

な材を縦に 2分割した「半裁丸材」 (第42図 6～ 7他 )、 径の大小に係わらず原木を切断しただけの芯のある「丸材」

(第 42図 8～12他)の 3種類に分類される。

分害」材は32点出土している。断面の形状により分類すると、断面形が方形を呈する角材状のもの (第41図 4～ 7

他 L-89・ 93・ 94・ 262・ 264)、 断面形が三角形を呈し、頂点の一つが芯の方向にあるミカン割のもの (第41図 8～ 12

他 L-35・ 108。 113・ 117・ 260・ 266)、 その他一定の形態をとらない分割材 (第42図 1～ 5他 L-88・ 100。 110。 112・

221・ 259)に分けることができる。角材やミカン割材は長さが50cmを超える比較的長い材が存在するが、一定の形

態をとらない分割材は30cm以下の短い材だけである。

半裁丸材は 5点出上している (第42図 6～ 7他 L-28・ 36・ 91)。 半裁丸材には、両端部に切断又はカロ正の痕跡が

あるものはない。

丸材は 6点出上している (第42図 8～ 12他 L-26)。  I区材木列から出上した 3mを超す材 (L-116)の 下端部

には多面多段の切断痕が認められるが、他に加工痕跡の残るものはない。

半裁丸材 。丸材は、先に記したように I区の材木列から出土したものがほとんどで、材木列以外 としては I区

SD-1か ら半裁丸材 2点 (L-36・ 91)、 丸材 1点 (第42図10)が出上しただけで、出土材の大部分を分割材が占め

る。材全体に占める各材の割合は分割材74%、 半裁丸材12%、 丸材14%で、材木列からの出土品を除 く分割材の割

合はさらに高 くなる。

④ 杭 材
7a層検出の杭は、大きく2つ に分けて考えることができる。 1つ はⅢ区以北の調査区で検出されたもので、 I区
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7a層杭12・ 14の 2本を除くといずれも杭列として検出されたものである。もう1つは、3ベルトの西部の 5層 SX―

1の岸部で検出されたものである。前者は7a層水田跡に伴うものであるが、後者は7a・ 7b層で検出されているが 5

層水田跡に伴う可能性が高いものである。

7a層水田跡に伴う杭は83点ある。主なものを第43～45図に示した。杭についても材と同じような基準で分類する

と、分割材による割杭と丸杭に分けられる。83点のうち割杭は81点、丸杭が 2点で、割抗が97%を占めている。 2

点の丸杭は I区の SD-1溝に伴う南東側の杭列と、 I区の北東部杭12か ら出上したものである。
分割材による割杭は、 I tt SD-1溝杭列・北中区SD-2杭列・Ⅲ区抗列 1・ Ⅲ区杭列 2に共通して存在してい
るので、これらを合わせると、断面形の差異を主として以下のように分類できる。なお、〔 〕内には、各分類の遺
構毎の出土点数を記した。

断面形が板状に偏平なもので木取りが柾目ないしナナメのもの。

(19点 第43図 1～ 10。 第45図 1他 L-74・ 79・ 85。 137・ 138・ 139。 144・ 255)

〔I ttS D-1・ 北中区SD-2杭列 12点〕
〔Ⅲ区杭列 1

〔Ⅲ区杭列 2

6点〕

1点〕

1点〕

0点〕

断面形が方形ないし方形に近い角材状のもの。

(10点 第43図 13～ 17・ 第45図 2・ 3他 L-65・ 246・ 251)

〔I ttS D-1・ 北中区SD-2杭列 8点〕
〔Ⅲ区杭列 1

〔Ш区杭列 2

断面形が板状に偏平なもので木取りが板目のもの。

(7点 第43図■～12他 L-56・ 75・ 76・ 248・ 254)

〔IttS D-1・ 北中区SD-2杭 列 6点〕
〔Ⅲ区杭列 1

〔Ⅲ区杭列 2

0点〕

2点〕

〔Ш区杭列 1

〔Ⅲ区杭列 2

0点〕

0点〕

2点〕

0点〕

断面形が三角形を呈し、頂点の一つが芯の方向にあるミカン割のもの。

(24点 第44図 1～11他 L-42・ 43・ 52・ 55・ 66。 78・ 80・ 81・ 83・ 86・ 104・ 249・ 254)
〔IttS D-1・ 北中区SD-2杭列 24点〕

断面形は方形ないし台形を基調とするが部位による変化があり、全体 として細い棒状のもの。

(15点 第44図 12～18他 L-50・ 53・ 67・ 84・ 101・ 103・ 247・ 257)

〔I ttS D-1・ 北中区SD-2杭列 13点〕
〔Ⅲ区杭列 1

〔Ш区杭列 2

その他上記の分類に当てはまらないもの。

(5点 第44図 19～20他 L-44・ 61・ 63)

〔I ttS D-1・ 北中区SD-2杭列 5点〕
〔Ⅲ区杭列l             o点 〕
〔Ⅲ区杭列2             o点 〕
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I tt SD-1・ 北中区SD-2杭列、Ⅲ区杭列 1・ 2の割杭は以上のように分類される。割杭の加工は、先端に切

断の痕跡の残っているものが数点ある (第43図 1・ 2・ 13、 第44図 1・ 2・ 12)が、それ以外のカロエとしては分割

した際の割り裂きの痕跡だけのものが全てで、分割後に先端に加工の施されているものはな
い。この点は各分類に

共通している。

遺構毎の傾向をみると、 I tt SD-1・ 北中区SD-2杭列の杭は、丸杭が 1本あるが、大多数は割杭によって形

成され、割杭の形態もミカン割り材の杭を中心として多彩な割杭が使用されて
いる。一方Ⅲ区杭列 1に はミカン割

り材の杭は含まれず、柾目または板目の板状の杭が多用されている。このような遺構毎の差に
ついては、イ :杭列

の構築年代の違い、ハ :杭列の構築者の違い、二 :遺構の構造及び目的の違い、およびこれらの複合的違
い等の事

項が考えられる。

杭列以外から出土した割杭は、 I区北東部から出土したものがある(第45図 4)。 この杭はやや偏平な角材状
の杭

で、先端が片面から加工されて尖つている。

7a層水田跡に伴う2点の丸杭は、いずれも芯持ちの丸杭で、 I tt SD-1溝杭列のもの (第44図 21)|ま、先端に切

断痕跡と観察される加工がある。 I区北東部から出土したもの (第45図 5)は、先端は摩滅して丸みをおびており、

加工の有無は確認できない。

3ベルトの 5層に関係する杭は第46図に示した。 5層水田跡に記したと同様に芯持の丸杭と半裁丸杭があり、大

部分は丸杭である。丸杭には 1面から1段のカロエによって切断されたもの (第46図 1～10他 L-175。
183・ 230)、 1

面から多段の加工によつて切断されたもの (第46図 11)、 2面から 1段の加工によって切断されたもの (第46図

12～ 14)、 先端加工の不明なもの (第46図 15～16他 L-171・ 173・ 178・ 181)が ある。

5)水田跡と遺構の年代
① 水田跡の年代
7a層水田跡の年代決定に係わる資料としては、Ⅲ区7a層から出上した弥生土器片が 1点 (第40図 1)があるだけ

である。この上器については既に記したように、十二塚式ないし崎山囲式に相当し、弥生時代中期後葉
に位置づけ

られる。 1点の上器片だけで年代を決定することには不安もあるが、 6層中から弥生時代後期の上器が 2個体出上

していることや、下層の10a層からも弥生土器と考えられる土器片が出土していることから、7a層を弥生時代中期

後葉に位置づけても大きな矛盾はないものと思われる。

② 遺構の年代
7a層上面検出の遺構のうち、水田跡に関係する I tt SD-1溝 跡

。同抗列・北中区SD-2溝跡・同杭アUoⅢ区杭

列 1・Ш区杭列 2については、7a層水田跡と同様に弥生時代中期後棄と推定される。また、7b層上面で検出された

Шtt SD-1・ 北中区SD-1に ついては、年代決定資料はないが、土層の堆積状況と前後層の推定年代から弥生時

代中期後葉頃と考えられる。

I tt SK-1～ 3の上坑は、大畦上またはその裾部で比較的接近して検出され、相互に関連性または同一目的で掘

られた遺構の可能性がある。これらの遺構の年代については、7a層上面で検出されること、堆積土中に 6層起源の

泥炭質粘上が含まれていること、SK-2出土土器片を6層 と同様の弥生時代後期に位置づけてもおかしくないこと

を考慮すると、 6層から掘り込まれた弥生時代後期の遺構と考えられる。

7 8層出上遺物
基本層 8層は、黒色の泥炭質の上壊からなる自然堆積層であるが、層中から石器 1点 と、上層から打ち込まれた

杭が 5点出上している。
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第41図  7層出土材 (1)
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 別・器 種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

l L-48 I区 7層 本NQ24 材  (分割材 ) (120) 13 切断角 12° 36-10

2 L-165 Ⅳ 区 7a層 ANQ 3 材  (不明 ) (230) 先端加工 (2面段)表 面削痕有 り 36-6
3 L-267 北中区 7層 SD-2 材NQ 9 材  (分割材 ) 21 焼痕有 り 36-9
4 L-259 北中区 7層 SD-2 材No 2 材 分割材 ) (364) 25 ミカン割 36-5
5 L-lH 区 7層 ANQ37 材 分割材 ) (170, 36-7
6 L-30 区 7層 材木列 木血47 材 半裁丸材 ) (301) 心持半丸 36-4
7 L-31 区 7層 材木列 木Ne45 材 半裁丸材 ) (372) 片端焼痕有り             心持半丸 36-8
8 L-32 区 7層 材木列 木配42 材 丸材 ) (217) 両端焼痕有 り              心持丸 36-3
9 L-27 区 7層 材木列 木No48 材 丸材 ) 27 27 ク リ 心持丸 36-2
L-37 区 7嬉 木血32 材 丸材 ) (509) ∬痕有り 片端焼反有り        心持丸 36-1

11 L-115 区 7層 材木列 木配 51 材 丸材 ) (3408) 11 0 91 加工不明            ク リ 心持丸
L-116 区 7層 材木列 木血39 材 丸材 ) (3436)

第42図  7層出土材 (2)
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 選構層 取上番号 全  長 最大ws 厚  さ 特 徴 写真図版

L-41 〔区 7層 SD-1 杭No57 杭  (割杭 ) (359) 20 切断痕有 り 切断角 71°       クリ ミカン割 39-1
2 L-96 I区 7層 SD-1 杭No54 杭  (割杭 ) (388) 61 24 切断痕有り 切断角67°      クリ ミカン割 39-9
3 L-145 III区 7a層 Ⅲ区抗列 I 抗Noll 杭  (割杭 ) (319) 14 板 状 ク リ 39-2
4 L-95 1区 7層 SD-1 抗No63 杭  (割杭 ) (264) 13 板 状 ク リ 39-3
5 L-87 [区 7層 SD-1 杭No52 杭  (割杭) (190) 0 75 板 状 ク リ 39-8
6 L-245 北中区 7層 SD-2 抗 No 2 杭 割杭 ) 3 広端部 を杭先 とする       クリ 39-5
L-147 III区 7a層 Ⅲ区杭列と 抗聴 7 杭 割杭 ) (381) 板 状 ク リ 39-11

8 L-57 区 7層 SD-1 杭No31 杭 割杭 ) (476) 2 クリ ミカン割 39-10
9 L-92 I区 7層 SD-1 抗NQ67 杭 割杭 ) (520) 7 ク リ 39-12

L-138 III区 7a層 Ⅲ区杭列 1 杭血 6 杭 割杭 ) (405) 37 ク リ 39-16

11 L-146 皿区 7a層 Iu区杭列 I 抗No12 杭 割杭) (388) 板 状 ク リ 39-13

12 L-51 I区 7層 抗No20 杭 割杭 ) (361) ク リ 39-6
L-250 北中区 7層 SD― 抗 No 7 杭 割杭) (368) 35 切断痕有 り 切断角 65°  切断部 を杭先 とする クリ 39-15
L-59 区 7層 SD 抗NQ56 杭 角杭 ) 39-14

15 L-60 区 7層 杭No37 杭 角杭 ) (356) 切断痕有 り 切断角 70°       クリ 39-7
L-45 区 7層 SD 杭No66 杭 角杭 ) (347) 27 ク リ 40-11

17 L-62 区 7層 杭配 71 杭 角杭 ) (240) 16 39-4

第43図  I・ III・ 北中区 7層杭列・杭 (1)
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番号 登録番号 出上区 基本層 出土遺構 鷺騰層 取上番号 種 別・器 種 全 長 最大幅 厚 さ 特 徴 写真図版

1 L-46 [EXI 7層 SD― 杭No64 杭   (割杭 ) (352) クリ ミカン割 40-13
L-39 [区 7層 杭No62 杭  (割杭 ) (259) 31 切断痕有 り 切断角 71°      クリ ミカン割 40-3

3 L-244 北中区 7層 胡 ― 杭配 1 杭  (割杭 ) (384) ク リ 40-14

4 L-97 区 7層 SD― 杭N蒟8 杭  (割杭 ) (310) クリ ミカン割 40-7
5 L-38 区 7層 SD― 杭No48 杭  (割杭) 32 3 35 クリ ミカン割 40-9
L-70 区 7層 SD― 杭詭24 杭  (割杭) (385) 42-1

7 L-82 区 7層 杭No39 杭  (割杭) (435) 14 クリ ミカン割 40-10
L-77 区 7層 SD― 杭No26 杭   (割杭 ) クリ ミカン割 40-16
L-47 区 7層 杭No53 杭   (割抗 ) (338) クリ ミカン割 40-15
L-72 区 7層 SD― 杭No16 杭   (割抗 ) (317) 27 ミカン割 40-12

11 L-252 北中区 7層 SD― 杭 No 9 杭  (割杭 ) (299) 広端 を杭先 とする        クリ ミカン割 40-2
12 L-253 北中区 7層 SD― 杭No10 杭  (割杭) 23 2 31 2 2 切断痕有 り 切断角57° 広端を杭先とする  クリ 40-8
13 L-54 I区 7層 SD― 杭No19 杭   (割杭 ) (360) 2 2 ク リ 40-4
14 L-143 III区 7a層 皿区杭列 1 杭血 4 杭  (割杭) (330) 2 2 17 ク リ 42-3
L-90 I区 7層 SD-1 杭No34 杭   (割杭 ) (361) 33 クリ 42-2
L-94 I区 7層 SD-1 杭No59 杭   (割杭 ) (149) コナラ節  ミカン割 40-1

17 L-64 I区 7層 SD-1 杭配60 杭   (割杭 ) (203) クリ ミカン割 40-5
L-142 Ш区 7a層 Ш区杭列 1 杭Ne10 杭   (角杭 ?) (248) 25 18 タ リ 40-6
L-99 I区 7層 SD-1 杭No38 杭  (割杭) (271) 31 12 ク リ 42-9
L-73 I区 7層 SD-1 杭No32 杭   (割杭〉 (308) 27 ク リ

21 し-106 区 7層 SD-1 枕Nd69 杭   (丸 .杭 ) 29 1 27 2 7 切断痕有 り 切断角 35° ムラサキシキブ属 心持丸 42-8

第44図  I・ ‖I・ 北中区 7層杭列・杭 (2)
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土選構 選構層 取上番号 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

I L-140 III区 7a層 ⅡI区杭列2 抗配 3 杭  (割杭) (20 1) 43 17 ク リ 42-10
2 L-148 Ш区 7a層 Ⅱ上区杭列2 杭No I 杭  (割杭) (355) 32 焼痕有リ             クリ 42-5
3 L-136 III区 7a層 m区杭列2 抗 No 2 杭  (角 杭 ) (279) 37 先端焼痕有 リ           クリ 42-11
L-40 I区 7層 SD-1 抗No12 杭  (角 杭 ) (33 9) 55 20 先端加工有り 切断角11・      クリ 42-4

5 L-22 I区 7層 SD-1 杭No14 杭   (丸杭 ) 28 心持丸 42-13

第45図  1・ III区 7層杭

① 石 器

8層から出上した石器にはⅢ区から出上した縦長の不定型石器がある (第47図 1)。 長さ6.4cm。 幅4.3伽・最大厚

0.9cmを計り、末端側の両側辺の両面に二次加工が施され、尖頭部を形成している。

② 杭 材
8層検出の杭材には、Ⅲ区から出土した分割材による割杭 (第47図 2)と、Ⅳ区から出上した芯持ちの丸杭 (第

47図 3～ 6)がある。 2はやや厚いが柾目の板状の割杭で、7a層Ⅲ区杭列 1の杭材と共通する。 3～ 6は 5層水田

跡に関係するSX-1や SD-1に関係する杭と共通性が認められることから、5層から打ち込まれた杭の先端の残

存部の可能性が考えられる。

8 9a層水田跡 (弥生時代中期中葉～後葉)
1)水田の構成と概要
① 水田の構成
9a層水田跡では、大型の畦畔 (畦 1・ 3・ 3′・ 6・ 7・ 8・ 11)と 中型の畦畔 (2・ 5・ 8。 9。 10・ 14・ 15)、

小型の畦畔 (4・ 12・ 13)及び溝跡 (H tt SD-1)力 検ゞ出されている。

② 検出・遺存状況
9a層は自然堆積層である 8層及び7b層に覆われており、上層の水田の耕作による攪乱は受けていないが、大畦畔

1・ 3・ 3′ と中型の畦畔 2を除くと、遺存状況は良好と言えない。また、畦畔12の ような小型の畦畔が検出されてい

るが、水田区画⑥は北東部と南西部では20cmの比高差があることから、区画⑥内はさらに小さな区画に分けられ、
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番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺橋 遺構層 取上番号 種 別・器 種 全  長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

1 L-176 IV区 7a層 杭No13 杭 丸杭 ) (130) 8 先端加工 (1面1段 ?)切 断角 13°      心持丸 1

2 L-169 IV区 7a層 杭No 6 杭 丸杭) (145) 20 0 先端加工 (1面1段 )切 断角 8°       心持丸 7

3 L-179 IV区 7a層 杭No 4 杭 丸杭 ) 22 0 先端加工 I 面2段)切 断角 21° 樹皮付着  心持丸
L-233 3′Wレト 7b層 ? 杭醜 4 杭 丸杭 ) (223) 4 先端加工 (1面2段)切 断角 22・ 樹皮付着  心持丸 2

5 L-174 IV区 7a層 杭No12 杭 丸杭 ) (190) 6 先端加工 (1面多段)切 断角 12°       心持丸 -8

L-182 Ⅳ区 7b層 杭配19 杭 丸杭 ) (254) 8 先端加工 (1面1段)切 断角15°       心持丸
7 L-232 3´Wレト あ 層 杭 No 3 杭 丸杭 ) (236) 21 9 先端加工 (1面1段)切 断角 21°       心持丸 3

L-170 Ⅳ医 7a層 杭聴10 杭 丸杭) 15 2 6 先端加工 (1面1段)切 断角135°       心持丸 9

L-167 IV丞 7a層 杭No 7 杭 丸杭 ) 17 5 先端加工 (1面1段)切 断角7°       心持丸
10 L-231 3´�レト 7a層 杭NQ l 杭 丸杭 ) (295) 9 先端加工 (1面1段 ?)切 断角 19°      心持丸 4

11 L-172 Ⅳ区 7a層 杭No l 杭 丸杭 ) 8 先端加工 (2面多段)切 断角 19°      心持丸

L-168 Ⅳ区 7a層 杭h2 杭 丸杭 ) 27 7 先端加工 2面1段 )切 断角 7°       心持丸 5

L-177 Ⅳ区 7b層 杭No18 杭 丸杭 ) (337) 22 5 先端加工 2面1段 ?)切 断角29° 樹皮付着 心持丸 -15

L-180 Ⅳ区 7b層 杭h14 杭 丸杭 ) (280) 9 先端力H工 2面1段 )           心持丸

15 L-166 IV区 7a層 杭NoH 杭 丸杭 ) (419) ( 先端加工 1面1段)切 断痕有り?枝打痕有り心持丸 6

L-184 Ⅳ区 7b層 杭NQ17 杭 半裁丸杭 ) (192) 27 5 樹皮付着               心持半丸

第46図 Ⅳ区・ 3ベル ト7層杭
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〈石器〉

番号 登録番号 出土 EXI 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 別・ 器 種 全 長 最大幅 厚  さ 重  量 特 徴 写真図版

I K-3 ШI区 8層 石器配 ユ 不定形石器 84 18 19 1 尖頭部有 り          珪質頁差 28-1

番号 登録番号 出土区 基本層 記土遺機 遺構層 取上番号 種  別・ 三[ 種 全 長 最大幅 厚  さ 特 徴 写真図版

2 L 皿区 8層 杭No l 杭  (割杭 ) 43 42-6
3 L Ⅳ 区 8層 抗No 4 杭  (丸杭 ) 22 22 先端加工 (1面 1段 ?)樹 度付着      心持丸 42-14
4 L Ⅳ 区 8層 杭No 2 杭  (丸杭 ) 38 先端焼痕有 り              心持丸 42-12

5 L IV区 8層 抗No 3 杭  (丸杭 ) 27 折れ面 を先端に転用 樹皮付着      心持丸 42-7
6 L― Ⅳ 区 8層 杭No l 杭  (丸杭 ) (324) 28 折れ面を先端に転用 枝打痕有 り     心持丸

第47図  8層出土石器・杭

そのための小畦畔が存在したと考えられる。しかし、小畦畔は残存していないことから、区画⑥をはじめ9a層水田

跡全面の小区画畦畔は既に流出等により遺存していないと判断された。

③ 耕作土
9a層水田跡の耕作土は、植物遺体を多量に含む均質な黒褐色の粘土層である。層厚は 3～ 8側であるが、 5 cm程

度のところが大部分である。9b層・10a層 を母材としており、9b層は畦畔の直下にあたる部分だけが残存している

ような状態である。層底面には僅かな凹凸がある。

④ 水田域
大畦畔 1の北東側には9a層・9b層 とも分布しないことから、水田域外となっていたと考えられる。また大畦畔 1

と大畦畔 3-3ア に挟まれた地域には、水田耕作土となっていた9a層か自然堆積層の9b層か区別できない 9層相当層

が分布している (第 7図9x層・9xア層)。 この層については、9b層に類似し、自然堆積層と観察されたが、Ⅲ区北壁

断面では9a層の上に被さるような堆積状況で観察された。これについては、大畦畔 1と大畦畔 3-3/に換まれた地

域は、9b層堆積後、基本的に非耕作域となっていたが、大畦畔 3-3′より南東側が水田として開発された時に、10

a層畦畔の上に9a層が盛られ、9a層水田耕作期間中にその上に9b層類似層が堆積したことによるものと解釈した

ヤゝ。

以上の状況から、9a層の水田域は大畦畔 3-3ア より南西側の地域であったと考えられる。また、大畦畔 1と 大畦

畔 3-3′間の地域が非耕作域であったために、 I区北西部で10a層水田跡の小畦畔の高まり(擬似畦畔 A)が 9層上

面で確認できたものと考えられる。

2)水田遺構の状況
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① 畦 畔

畦畔は、10a層畦畔の高まり (擬似畦畔 A)である畦畔 1・ 2を含めて15条検出された。既に述べたように、畦畔

は幅の差により、大型のもの (幅150cmを超す畦)、 中型のもの (100cm前後の畦)、 小型のもの (50cm前後及びそれ

以下の畦)に分けられる。各畦畔は地形の傾斜方向を基準として等高線に直交または平行に位置し、方形を基調と

した区画を形成している。

大形の畦畔 3-3′・ 6。 7・ 8は、ともに等高線に直交して作られている。このうち畦畔 3-3′は、48m以上に渡っ

て長くのび、周辺地域の区画の機軸になっているが、他は接近しながら平行して存在し、中小の畦畔に接続してい

るので機軸的な畦畔とは考え難い。等高線に平行する大型の畦畔■も、中小の畦畔に接続しているので機軸的な畦

畔であるかどうか不明である。

畦畔 4を除く中小の畦畔は、大畦畔 3-3′のような機軸畦畔による大区画を、中規模に区画する畦畔ないし小区画

を形成する畦畔と考えられる。なお、水田区画③ o①を除く地区は、小区画を形成する小畦畔は失われて検出でき

なかった。

小型の畦畔 4は、他の畦畔と方向性を異にし、大畦畔 3に鋭角的に接する。高まりの南側には、これに沿うよう

に細い溝 (IItt SD-1)が存在する。これらの遺構については、個別的なものではなく、9a層上面において SD―

1を掘り下げて出た上を、掘り溝の直ぐ北側に積んでいくことにより形成されたものと考えられ、その後に水田が

耕作されなかったために残ったと推察される。したがって他の畦畔とは異なる遺構と考えられる。

畦畔を形成する土壊は、基本的に9a層を盛り上げているが、畦畔 3は、10a層の畦畔 (第49図 :畦畔 8)を芯と

してその上に9a層を盛り上げている。このため畦畔 3は 10a層段階の畦畔よりも幅が広くなっている。

② 水田区画
1区画が完全に明らかなものはない。区画⑥と区画③は、検出部からある程度の大きさが推定できる。区画⑥は

比高差が20cmあ ることから中規模の区画と考えられる。平面形は台形に近い長方形で面積は約130m2ぁ る。比高差か

らすると最低でも、この区画内をさらに4～ 6分割して小区画を形成しないと、必要な水位を確保できず、水田と

して利用ができないものと思われる。

区画③は、長方形の区画で、比高差は5 cm程度である。推定面積は約29m2程度と比較的小規模であることから、

1つの小区画の可能性もあるが、本調査9a層 と同一面と考えられる第99次調査においては、1区画が1.7m2程度の区

画が連続して検出されているので、区画⑥を含めて、9a層水田跡全域がかなり小さな水田区画に区分されていたと

考えられる。

なお、Ⅳ区東端部で、9b層が畦畔の痕跡 (擬似畦畔 B)と して遺存する。畦畔の痕跡の区画は、 1辺が2.5～ 3m

の区画を形成している。

③ 水田面の標高と傾斜
水田面の標高は、北西部が最も高く9.83mあ る。全体として北から南方向に下がっており、Ⅳ区南端中央で標高

は9。 19mである。勾配は64cm/49mで、平均1.3cm/mで ある。

区画内の傾斜は、中規模の区画でみると、区画の長軸が傾斜方向と同一なもの (区画⑤o① )、 区画の長軸が傾斜

方向と直交するもの (区画③)、 区画の長軸が傾斜方向に対して斜めなもの (区画⑥)などがあり、統一性はない。

④ 水口と水田面の状況
畦畔12の南西端部が切れているが、水口であったのか、保存状態が悪いために切れているのか不明である。その

他の畦畔についても水日の状況については不明である。

9a層水田は、自然堆積層の 8層・7b層に覆われ、上層の水田耕作の影響も受けていないことは既に述べた通りで

あるが、最小区画を形成していたと考えられる畦畔は既に無くなっており、中規模と考えられる区画が検出され、
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第 6表 9a層水田跡畦畔計測表

No 方 向 長さ(m) 上端幅 (cm) 下端幅 (cln) 高さ(c14) 備 考

l N-74° 一 Aヽ/ 27以上 95～ 143(120) 161～ 202(180) 3 0^ヤ  8 0 10層水田大畦畔痕跡

2 N-65° 一W 36以上 37～ 54(45) 60～ 77(72) 0 5´ ヤヽ 4.0 10層水田大畦畔痕跡

3 N-66° 一W 26以上 47-145( 95) 93-250(210 2 0-11.5 大畦 (10層水田大畦畔踏襲 )

N-49° 一W 14以上 102-148(120) 130-182(170 2 0^V 6.0 大畦 3～ 3′で48m以上

4 N-84° 一W 12以上 20～ 47(33) 40～ 60(54 0 5- 4_5

5 N-58° 一W 8以上 54～ 85(68) 83～106(90 1 0- 1 5

6 N-46° 一 Aヽ「 7以上 190～ 263(245 210～288(270 05-2,0 大畦
7 N-51° 一 Vヽ 9以上 118-218(185 183～ 240(220 05ヽレ2.5 大 畦

8 N-65° 一 Vヽ 7以上 88-156(120 113-179(150 3_5^▼  4 0 大畦

9 N-61° 一 Vヽ 9以上 40～ 93(65 58～■7(90 1_0^ψ  3 0

N-35°一E 16以上 59～ 90(70 79～ 122(100 1 0- 1 5 大畦

N-40° 一E 3以上 (225 1 0⌒V 2 0 大畦

N-48° 一E 13′
―Ψ 37( 22 40- 65 1 5- 3 5

13 (N-21° 一E) 1以上 20-2.5

(N-22° 一E) 1以上 0 5- 2.0

(N-28° 一E) 8以上 62～ 130(90) 90-Ψ 153 1 0- 4.5

第 2章 調査の概要

その上面は若干の傾斜があるものの、比較的平坦な面となっていた。

3)関 連遺構の状況
9a層上面で検出された遺構としては、畦畔以外には畦畔④とした高まりの南側に沿って検出された濤状の遺構

(SD-1)があるだけである。

SD-1溝跡 H区西部の畦畔④の南側で全長約20mに渡って検出された。上面の幅は38～60cm、 水田面からの深さ

1～ 3 cm、 畦畔④からの深さ2.5～3.5cmを計る。堆積土は基本層 8層に類似する。

4)出上遺物
9a層からの出土遺物は極めて少なく、Ⅲ区から出上した外面に縄文が施され、内面に炭化物が付着した土器の小

片が 1点あるだけである。

5)水田跡 と遺構の年代
① 水田跡の年代
9a層は出土遺物が少なく、直接年代を決定できる資料がない。隣接の調査区の資料により年代的位置付けを行う

と、隣接の第99次調査区では、本調査の9a層に相当する12a層から出上した弥生土器を桝形囲式に比定し、この年

代を12a層 の時期としている (佐藤・五十嵐 :1997)。 また第99次調査では、同調査の12a層 を、第17調査7c層 に対

応させている。第17調査の7c層は、第15次調査1la層 に対応されており(吉岡 :1989)、 第15次調査■a層からは、

第 7表 9a層水田跡水田区画計測表

No 標 高(m) 比較差 (cln) 傾斜方向 東辺(m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 面積 (∬ ) 備 考

① (1000～ 980) し 27'ス」ヒ 9a・ 9b層非分布域

② (998～ 965) ヽ 48,火 J三 27以上 非耕作域

③ (986～ 9.51) (37) 48以上 48以上 非耕作域

④ (9_83～ 9,73)

⑤ (9.80～ 951) 10以上 大区画 ?

⑥ 9 63^▼ 9 43 ↓ 中区画 (さ らに4～ 6分割)

⑦ (958～ 9_54) 8以上

⑥ (9.51～ 9.46) (7) 小区画 ?

◎ 小区画 ?

⑩ (953～   ) ↓ 172 大区画 ?

⑪ (949～ 9.34) ヽ 2 6以上 6以上

⑫ (9.43～ 9_34) ヽ 6以上 5以上

④ (9.32～ 919) 8以上 9以上

⑭
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桝形囲式の大型の壺が 1個体出上しているが、第99次調査の12a層が第17次調査の7a層 に対応するか明確な判断は

できない。ここでは、上下層 との関係から、9a層水田跡の年代を弥生時代中期中葉～後葉 と位置付けておく。

② 遺構の年代
9a層上面で検出された畦畔状の高まりと溝状の遺構の年代については、弥生時代中期の水田跡を切っており、十

三塚式期の水田である7a層 に覆われ、その間に7b層・8層を換んでいることから、十三塚式期以前の弥生時代中期

の遺構と考えられる。

9 10a層水田跡 (弥生時代中期中葉頃)
1)水田の構成と概要
① 水田の構成
10a層水田跡では、大規模な区画を形成する大型の畦畔と、それを中区画する畦畔、さらに中区画を小区画に区分

する畦畔という規模の異なる3種類の畦畔と、溝状の遺構が 2条検出された。

② 検出。遺存状態
10a層水田跡は、 I区北東部を除く調査区のほぼ全域で検出されている。畦畔 8よ り北東側の地域は、9a層水田

跡の段階では非耕作域となっていたために、耕作による攪乱を受けておらず、層上面の遺存状態は良好である。特

にその西半部では水田の最小区画を形成する小型の畦畔も残存している。これに対して、畦畔 8よ り南西側の地域

は、9a層水田跡の段階に耕作域となっていたために、耕作による攪乱を受けており、大畦は比較的よく残っている

が、それ以外の畦畔の残 りは良くない。また、畦畔 1の北東側の地域は、10a層 は分布しているが、7a層水田跡の

浸食を受けているために、畦畔等の遺構は検出されていない。

③ 耕作上
10a層水田跡の耕作土は、基本層10a層で、未分解の植物遺体を含む黒色の粘土層である。層厚は10～ 15cmあ り7

a層水田跡や9a層水田跡と比べると厚い耕作土層となっている。10b層 の黒色ないし黒褐色の泥炭質粘土を主な母

材としているが、耕作による掘削が深い部分では11層 も浸食している。層下部には10b層が十分にこなれないでブ

ロック状に堆積している部分もある。底面には著しい凹凸が観察される。

④ 水田域
調査区のほぼ全域で10a層が検出されているので、全面に水田が存在した可能性が高いものと考えられる。

2)水田遺構の状況
① 畦 畔

大。中・小規模の畦畔を合わせて14条の畦畔が検出されている。畦畔 7と畦畔7′、畦畔 8と 畦畔8′は、H区以北と

Ⅲ区では若干方向がずれているが、一連の畦畔と考えられる。地形の傾斜方向と同一方向の畦は比較的良く残 り、

11条検出できたが、傾斜に直交する等高線方向の畦畔は3条検出されただけで、前者と,ヒ較すると残りが悪い。

畦畔 1・ 11は幅が150cmを超す大型の畦畔で、地形の傾斜方向に沿ってほぼ平行してのびている。両畦畔の間隔は

58mである。10a層水田を大きく区画する畦畔と考えられるが、この間隔が大区画を画するものではない。

畦畔 7-7′ 。畦畔 8-8′・畦畔14は、幅が70～ 100cm程度の中規模の畦畔である。畦畔 7-7′ と畦畔 8-8′は 3～ 8

mの間隔で、大畦畔 1と ■の中間をほぼ平行して傾斜方向にのびている。両畦畔は、直線的に45m以上に渡って続
いていること、畦畔 8-8アが9a層水田跡の段階になると水田域の北東を区切る畦畔として、拡幅・再利用されてい

ることから、大畦畔同様に大区画を形成する畦畔の可能性がある。この場合、両方の間隔が接近している理由につ

いては理解できない。ここでは、畦畔の連続性を重視して、畦畔 7-7′ と畦畔 8-8′については、大畦に準じて大区

画を区分するための畦畔として理解したい。畦畔14は畦畔8ア と畦畔11に直交するようにのびる畦畔で、大区画内を等
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高線方向に中程度の区画に区分するための畦畔と考えられる。

畦畔 2～ 6・ 12～ 13と 9。 10-10ア は幅50cm前後の小規模な畦畔である。畦畔 2～ 6は、大畦畔 1と 中規模畦畔 7

の17mの間に、約 2m間隔で水田面の傾斜方法に平行して並んでいる。方向性は統一的で、5条の方向のずれは 3°

以内である。畦畔 6と 畦畔 7の間は約 4mあ り、畦畔 2～ 6の間隔から推察すると、この間にもう 1条の畦畔が傾

斜方向に存在した可能性が考えられる。これに対して、等高線方向の畦畔12と畦畔13は、等高線の方向を意識した

ためか、3～ 5mしか離れていないにも関わらず、15° もずれている。畦畔12と畦畔13の北西と南東側には、それぞ

れ 3～ 5mの間隔で等高線の方向の畦畔が存在したと推定されるが、検出できなかった。

畦畔10-10′ は、畦畔8/か ら約19m、 畦畔11か ら12～ 7mの位置に、畦畔8ア とほぼ同方向にのびている。この畦畔

については、この地域に小規模の畦畔が、この条だけであることから、元々小規模の畦畔であつたこと以外に、中

規模の畦畔であつたものが何らかの浸食作用により、小規模畦畔と同程度の大きさになって残って
いる可能性につ

いても考慮しなければならない。

畦畔を形成する土壊は、基本的に基本層10a層 の水田土壌と同一である。畦畔の存在する場所の直下には、10a層

水田土壊の主な母材である10b層が凸状に残存 (擬似畦畔 B)しているところもある。

② 水田区画
畦畔 1・ 畦畔 7-7′・畦畔 8-8′・畦畔11の ような大

。中規模の畦畔で分けられた大区画を想定すると、傾斜方向

の畦畔の間隔は畦畔 1と 畦畔 7-7アで約20m、 畦畔 8-8′ と畦畔11で約30mで ある。等高線方向の大区画について

は、畦畔14は中区画の畦畔である可能性の方が強いので、調査区の範囲内で間隔は確認できなかった。

中規模の区画については不明な点が多いが、M⑤区画は西辺18.8mで傾斜方向の長さ31m以上の範囲が想定さ

れる。他の中区画については等高線方向の中区画の畦畔が不明のため、その規模を推定することができな
い。

小区画については、 I区の西部に比較的良く残存している。幅は先に述べたように傾斜方向の畦畔によつて2m

前後に区切られ、これを等高線方向に 3～ 5mの長さで区切ることを基本としている。4辺のわかる水田区画は区

画 S⑦ o③ o③で、それぞれ7.1∬・6.8ぜ・ 6.3m2、 平均6.71n2を計る。

③ 水田面の標高と傾斜
10a層水田跡の標高は、 I区北東部が高く9.99mあ り、Ⅳ区南西部が低く9.15mである。水田面の全体的な傾斜

は、調査区北半部では北西から南東方向に下がつて傾斜し、調査区南半部は北から南に傾斜する傾向にある。勾配

は84側/72mで、平均は1 2cm/mで ある。

I区西部の小区画の水田跡の傾斜をみると、区画S①～S④と区画S⑤～S⑨は、それぞれS①からS④方向・

S⑤からS③方向に下がる。同時に、区画S①はS⑥、区画S②はS⑦ oS⑩方向、区画S③はS③・S①方向、

区画S④はS③ oS⑫方向へと傾斜している。

④ 水口と水田面の状況
畦畔 8よ り北東側の地域は、9a層の水田耕作の影響を受けていないために、水田上面は比較的良く保存されてい

たが、畦畔以外の遺構は検出されなかった。畦畔 8よ り南西側の地域は、9a層の水田耕作の影響を受け、水田面の

上面が多少削平を受けている。

水口状の畦畔の切れ目は、 I区西部の小区画水田の区画 S③の南東角・区画 S④の東辺中央付近・区画 S⑦の北

東角・区画 S①の南東角で検出されているが、これが水口として機能していたのか、単に畦畔の遺存状態が悪かっ

ただけであるのかは不明である。

大型の畦畔と中型の畦畔にともなう水口は検出されなかった。

3)関連遺構の状況
10a層上面検出遺構としては、H区とⅣ区で清状の遺構が検出されている。
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第 8表 10a層水田跡畦畔計測表

No 方 向 長さ(m) 上端幅 (clll) 下端幅 (cm) 高さ(cm) 備 考

l N-74° 一W 27以上 140^ラ 187(180) 152～ 198(190) 0 ⌒▼25 大 畦

2 N-64° 一W 55以上 18～ 52(30) 36- 1 0- 2 0 小 畦

3 N-63° 一W 105以上 17- 33´ ―ヽ l ll-2 3 0 イヽ畦

4 N-65° 一W 17以上 211-/ 38^ヤ 77( 64 0 57- 2 5 イヽ畦

5 N-64° 一 Aヽr 19以上 142- 32～ 75(55 0 5- 2 5 4ヽ畦

6 N-66° 一W 14_5以上 30- 49- 60( 54 0 5´ ウヽ 3 5 小 畦

7 N-66° 一W 31以上 40- 80～ 98(80) 15～ 45 大畦

7′ N-61° 一 Aヽ′ 5以上 (90～ 98 大畦の擬似畦畔 B

8 N-64° 一W 26以上 40-76(65) 77-108(104) 10～ 40 大畦

8′ N-48° 一W 135以上 38- 57^シ 0～ 35 大畦

9 (N-49° 一M/) 05以上 小区画畦畔

N-51°一 Vヽ 45以上 23- 43 53Z- 93( 75) 2 5- 3 0 中区画畦畔

N-46°一 Vヽ 105以上 13- 45 32´ 彰ヽ 75 10-35 中区画畦畔

11 N-64° 一W 17以上 138^▼274(200) と68～ 290(224) 1 5- 3 5 大畦

N-18°一E 10以上 12ヽャ 32-/ 52 l ll- 2 5 小 畦

N-33°一E 6以上 22- 33 36- 5 05～ 20 小畦

14 N-38°一E 175以上 15ヽシ 53 397- 83 1 0- 3 0 中区画畦畔

第 2章 調査の概要

‖区・SD-1溝跡 畦畔 8の南西側に、畦畔と平行して長さ約 7mに渡り検出された。畦畔 8か らは0.5～ lm離

れている。溝の上面幅は40～60cmで、深さは 5～ 6 cmあ り、断面形は浅い舟底状を呈す。堆積土は黒色の泥炭質粘

上である。遺物は出土していない。

Ⅳ区 。SD-1溝跡 Ⅳ区の南西部で畦畔11に直交する方向で長さ約3.5mに渡って細かく蛇行して検出された。上

面の幅は15～ 31cmで、深さは4～ 5.5硼あり、断面形は不整な U字形を呈する。等積土は10a層 に類似するが、これ

よりやや明るい黒褐色の粘土層である。

4)出土遺物
10a層からは、弥生土器・石器・木製品が出土している。

① 弥生土器
弥生上器は、図化した 2点 (第53図 1・ 2)以外には、第53図 と同一個体と考えられる破片十数点のほか、縄文

の施された体部の破片が 1点あるだけである。

第 9表 10a層水田跡水田区画計測表

No 標 高(m) 比高差 (cnt) 傾斜方向 東辺 (m) 西辺 (m) 南辺 (m) 北辺 (m) 面積 (∬ ) 備 考

M① 9 99 ⌒▼ 9 78 ↓ 235以上

M② 9 94 - 9 59 298以上 263以上

M⑥ 9 79 ´ヽツ 9 46 ヽ 481以上 461以上

M④ 9 76 - 9 48 19以上 33 5"火 ■

M⑤ 9 56 - 9 24 (32) ↓ 218以上 127以上

M⑥ (9 45)- 9 18 169以上 223以上

M⑦ 9 42 フヽ 9 15 128以上

S① 9 91 - 9 87 ↓ 6以上 35以上

S② 9 94 ´ヽツ 9 84 ヽ 7 67以 上 44以上

S③ 993～ 984 62以上 7_2以上

S④ 9 89 シヽ 9 83 39以上 58以上

S⑤ 9 88 -/(9 86) 2) ヽ 55以上

S⑥ 987～ (985) 2) ヽ 7以上 57以上 58以上

S⑦ 9 85 ´ヽウ 9 83 2 ↓ 14 18 ) (38 ) (45 ) (71 )

S③ 9 84 - 9 8光 3 17 16 ) (37 ) (37 ) (68 )

S③ 9 83 シヽ 9 81 2 18 8 34

S⑩ 9 84 7- (9 80) ヽ 4 4_9以上

S① 983～ (981) ヽ 7 79以上 50以上

S⑫ 982～ (980) (2) ヽ 19 ) 6.4以上 75以 上



〈H区南壁大畦畔〉

第 2節 水田跡の調査

〈I区北壁小畦畔〉

第51図  H区 10層土器出土状況

0                        1m

第50図  10層畦畔断面図

層No 土   色 土  賃 そ  の  他
1 loYR2/1 黒 色 泥 炭 質粘 土 10層起源の黒色泥炭質粘上をプロック状に含む

第52図  I区 10a tt SD-1断 面図

第53図 1は、底部からわずかに外傾しながら立ち上がる甕の体部下半の破片で、残存高は13.6cm、 底径7.9cmを 計

る。体部外面は、縄文 (L(RR)ま たは (RRRR))が施文されるほか、綾絡文が横位方向で不連続的に数段観察さ

れる。綾絡文については、意図的なものか、原体の端部を結んだものが偶然について残ったものか明らかでない。

底部外面には網代痕 (1本越 2本潜 1本送り)がある。内面は磨き調整されている。

2は、口径が28cm前後に復元される甕の、体部上端から口縁部にかけての破片である。体部から口縁部にかけて

は内湾しながら立ち上がり、そのまま口縁となる。日唇部は上から撫でられて平坦になり、外側はわずかに突出し

ている。口唇部の直下まで縄文 (L(RR)P)が施されている。口唇外端部から体部の外面には炭化物が付着してい

る。

② 石 器

石器は 3点出上している(第53図 3～ 5)。 3は、背面に自然面が残っている縦長の剣片で、上端寄りの両側面か

ら快りが入れられて石匙の未製品のような形状の石器である。快りより先端側の側面には 2次加工および微細剣離

が観察できる。

4は、畦畔11の上から出上した柄鎌のような平面形態の石器で、柄にあたる部分が両面からの加工により造り出

されている。刃部は内湾部ではなく、柄鎌の刀背に当たる部分に形成されている。刃部の長さは14.lcmを計る。刃

部付近にはコーングロスとみられる強い光沢が観察でき、イネ科植物の切断に使用されたものと考えられる。

5は、H区南部の畦畔 7と 8の間の水田層中から出上した「大型板状安山岩石器」または単に「板状石器」と呼

ばれる安山岩の剣片を利用した石器で、長さ14.0∽ 。幅8.2cmを計る。長辺の片側に刃部が形成され、前出の石器同

様に刃部周辺に光沢が観察できる。

卜  1 引980m

ー0          1m

H区 10層
土器No l

βど ゴ 輩 ト ネ rッー

10層畦畔
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番号 1登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 月」 器 種 器  高 口 径 底  径 (外 面 ) 特 徴 (内 面 ) 写真図版

1 B-5 I区 10層 上器No l 弥生土器 甕 (185) 77 縄文 (LR)底部網代 ミガキ 24-14

2 B-4 I区 10層 弥生土器 甕 (91) (284)? 縄文(LR, ミガキ 24-15

登録番号番号 出上区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 別・ 器 種 全 長 最大幅 厚  さ 重 量 特 徴 写真図版

3 K-6 I区 10層 石器 hlo l 不定形石器 90 47 20 8 1 二次加工有 り           頁岩 28-2

4 K-4 IV区 石器 No l 板状石器 149 刃部に光沢顕著       石英安山岩 27-3

5 K-5 II区 10層 石器 No l 板状石器 140 15 259 7 刃部に光沢有り       石英安山岩 27-4

第53図 10層出土遺物



第 3節 縄文時代の調査

③ 木製品
10a層出上の木製品としては、鍬が 1点ある。H区南部の畦畔 8の裾部の10a層中から出上したもので、直柄狭鍬
の頭部側の破片である。頭端部は平坦で、全体の平面形は細長い長方形を呈するものと考えられる。舟形の着柄隆

起がついていたようでぁるが、剣がれて欠落している。残存部で長さ26.lcm。幅5.2硼を計る。残存部から幅は 7 cm

前後に復元される。柄穴は長軸方向にやや長い隅丸方形である。素材はクヌギ節で木取りは柾目である。

5)水田跡と遺構の年代
① 水田跡の年代
10a層水田跡の年代に関わる遺物は、第53図に図示した 2点の弥生土器があるが、2点 とも地紋だけの上器である

ため、これで年代を特定することはできない。そこで、周辺調査区との上層の対応関係とその年代によって10a層水

田跡を位置付けることにする。隣接の第99次調査では、本調査区の10a層 と対応する14層から、弥生時代前期の山王

Ⅲ層式相当の上器片とともに、細い 2条の沈線により山形文ないし三角文を付け、磨消縄文または充填縄文手法に

よって文様を描きだした土器の破片が出上している (佐藤・五十嵐 :1977 第32図 2)。 後者の上器については、そ

の時期は言及されていないが、13層出土土器片を「船渡前式や寺下囲式の上器に見られるもの」としたうえで、14

層水田跡について「弥生時代 (桝形囲式期以前)」 としている (佐藤・五十嵐 :1977)。 次に、10a層の上相及びその

上下との関係を比較検討すると、第 5。 7次調査7c層 。第13次調査12a層 。第28次調査1la層 に対応するものと観

察される (各調査の上層断面写真の士ヒ較による)。 これらの10a層 に対応する水田層については、第15次調査1la層

との対応が考えられ、第15次調査1l a層出上の壷や、第 5。 7次調査7c層出上の甕片をもって桝形囲式期の水田跡

に位置づけられている (太田 :1991、 斎野 :1987、 佐藤 :1988、 吉岡 :1989)。 以上のことから、10a層水田跡の年

代については、桝形囲式期以前の可能性を含めて弥生時代中期中頃としておきたい。

② 遺構の年代
10a層上面で検出の 2条の溝跡は、上層との関係から10a層水田跡の年代に極めて近い時期と考えられる。

第 3節 縄文時代の調査 (25a～25b層 :早期後半)
m層以下の地層は、泥炭質の上層を主とする自然堆積層が約 2m続 き、25a。 25b層 に至って粘土ないしシル ト質
の比較的安定した上壊となる。周辺調査区では、本調査の25層に対応する地層から縄文時代早期後半から前期初頭

にかけての遺構・遺物が出上しているので、今回の調査でも25a。 25b層両層の調査を実施し、遺物を包含している

部分と、25b層上面で土坑を 1基検出した。また24層についても、同層に対応する第99次調査の I区 28層・Ⅲ区31層

で火山灰のブロックが検出され、Ш区31層中では条痕文土器が出上しているので調査を行った。その結果、24層で

は火山灰は検出されたが、遺構・遺物は発見されなかった。

なお、11層以下の地層の調査区は、第54図のとおりI区・ 1ベルト・ H区を合わせた中央部を北区、Ш区。3ベ

ルト・Ⅳ区を合わせた中央部を南区とした。
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第 2章 調査の概要

1 包含層と遺物の状況
1)水平分布
25a層 。25b層 は南区・北区とも分

布しているが、遺物が発見されたの

は南区だけである。遺物は25a層 。25

b層の両層に包含されている。南区

でも遺物の分布は西半部に多く、東

に移行するにしたがって遺物は希薄

になる。南区西半部でも特にX=―

197.330 kmラ インより南側で、Y=十

4.0001mラ インより西側の、調査区南

西部に遺物の集中的な分布が認めら

れる。遺物の集中部の南端は25a層

を切る河川跡による浸食を受けて流

失している。

出上した遺物には、土器片73点 と、

礫を含む石器類201点がある。上器片

の分布は、遺物が集中している調査

区南西部でも特に南側に寄った部分

に濃密に分布している(第55図 )。 そ

こから北側に離れるにしたがって土

器片の分布は希薄になる。26層上面

まで調査を行ったが、調査範囲の北

東部では土器片は出土しなかった。

石器類には、石鏃 。二次加工のあ

る剣片・象J片・礫石器および礫等が

ある。石鏃およびその未製品と考え

られる石器は 7点出上し、遺物集中

部よりもその外側 (調査区北部)に

分布している。 2次加工のある剣片

は 5点あり、遺物集中部に3点、周

辺部から2点出上している。象J片は

全面にみられ、南西から北東に移行

するにしたがって分布密度が薄くな

第55図土層注記

る。礫石器および礫は全体的に散らばって分布しているc石器類の接合資料は、象」片で 6組・礫石器および礫で 4

組確認できた。礫石器の接合資料の 1つである石皿 (K-198・ 199。 200:第61図 4)は、遺物集中部の外側の資料

が接合したものであるが、他の 9組は、遺物集中部から出上した資料が接合したものである。

2)垂直分布
遺物は25a層 。25b層両層から出土している。25a層 は暗オリーブ灰色から灰色の砂を含む粘土層で、南区での層

X、 、ゴ9盈韓ο41P

}ヱ 700m

0             2

層No 上    色 土 質 そ  の  他
1 5Y4/1 灰 色 粘 土 小礫を少量含む 粘性あり
2 5Y3/1  オ リーブ黒色 粘 性 小礫及び炭片を少量含む

3 5Y3/1  オリーブ黒色 砂 質 粘 土 木炭のをヽ粒 を多量に含む
4 75Y5/1 灰 色 砂 黒褐色砂質シル トを縞状に含む

5 25Y3/1 黒褐色 砂 質 粘 土

6 75Y5/1 灰 色 砂

7 25Y3/1 黒褐色 粘 土 灰色粘土を霜降状に含む

8 75Y4/1 灰 色 砂 質 シル ト 締まりなし

9 5Y4/1 灰 色 粘 上 質 砂 壁際に灰オ リープ色の砂を多 く含む

75Y5/2 灰オリーブ色 粘 土 質 砂 黄灰色粘土を締伏に含む
5Y4/1 灰 色 砂 質 粘 土 壁際に灰色砂 底面に灰色砂質シル トを含む
75Y5/1 灰 色 砂 灰色の粘土をブロック状に含む

第56図 南区25b tt SK-1実 測図

層No 土   色 土  質 そ  の  他
25Y2/1 黒 色 粘 土 全体的に未分解の植物遺体 を含む

5Y2/1 票 色 粘 土 全体的に未分解の植物遺体 を含む

25Y3/1 黒褐色 粘 土

2 5GY4/1暗オリーブ灰色 粘 土 炭化物を含む 縄文土器・ 石器・ 剰片・礫出土
25b 5GY4/1 暗オリーブ灰色 シル ト質粘土 砂礫 を含む 縄文土器・ 石器・ 剣片・礫出土
10GY6/1 緑灰色 粘 土

河川跡 25Y3/3 暗オリーア灰色 砂

′ミ

1望
ο′ο幼
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〈縄文土器〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出土遺構 遺構層 取上番号 種 月J 器 種 器  高 口 径 底  径 (外 面) 特     徴  (内 面 )
と A-8 南 区 25b層 A-21 縄文土器 深tt 条痕文 条痕文 26-8
2 A-5 南 区 25b層 A-47 縄文土器 深鉢 条痕文 条痕文 26-3
3 A-7 南 区 25b層 A-67 縄文土器 深鉢 条痕文 条痕文 26-7
4 A-6 南 区 25も 層 A-41 縄文土器 深鉢 条痕文 条痕文 26-6
5 A-1 南 区 26b層 A-26 縄文土器 深鉢 釜秦寿騒好

I子
解暮辱守姜熟窃是攀仁 ナデ ? 26-1

6 A-3 南 区 25b層 A-27 縄文土器 深鉢 隆帯・竹管文・連続刺突文 ナデ ? 26-4
A-4 南区 25b層 A-13 縄文土器 深鎌 隆帯・竹管文・連続刺突文 ナデ ? 26-2

8 A-2 南 区 25b層 A-19 縄文土器 深鉢 ナデ? 26-5
9 A-9 南区 25b層 A-38 縄文土器 深鉢 ナデ ナデ? 26-10
A-12 南 区 25層 A-50 縄文土器 深鉢 ナデ ナ デ 26-12
A-1] 南 区 25層 A-20 縄文土器 深鉢 ナ デ ナデ 26-11
A-10 南 区 25層 A-17 縄文土器 深鉢 ナデ ナデ 26-9

第57図 南区25層出土縄文土器
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厚は20～ 30cmである。遺物は層の下半部から出土している。25b層 は、暗オリーブ灰色から貴灰色の粘土層で、砂や

風化した小礫を含む。南区での層厚は25～ 45c14である。遺物は層の上半部から出上している (第55図 )。

3)出土土器
① 出上土器の特徴
土器は73点出土しているが、その大部分は小破片である。保存状態は悪く、土化しているために取り上げの際に

崩壊したものも多い。

'ヒ

較的保存状態の良い破片を第57図に図示した。

出上した土器片は、地紋として内外面に条痕文のあるもの (1類 :第 57図 1～ 4)と、内外面ともに地紋がなく

ナデ調整によるもの (2類 :第57図 5～12)と がある。 1類は、図化したものの他に破片が12点あり、いずれも少

量の繊維を含む。 1類のうち、 1・ 4はやや薄手で条痕の溝が浅い。 2・ 3はやや厚手で条痕の溝は前者に比べる

とやや深い。

2類は、全体に厚手で、ナデ調整された土器の表面でも観察できるほど多量の繊維が混入されている。この類の

破片は46点を数えるが、この中には 1類の器表面が風化して剣がれ、無文となった破片も数えた可能性もある。 2

類には、体部上半と考えられる破片 (5～ 8)、 底部から体部下半の破片 (9)、 体部片 (10～ 12他)がある。 5は

体部外形の傾きの変換点の外面に低い隆帯が巡り、隆帯より上に縦位平行沈線文 。円形竹管文・連続刺突文が施さ

れている。6は、同じく隆帯より上に円形竹管文と連続刺突文がある。7は、隆帯より上に縦位平行沈線文がある。

8は、横位沈線文。円形竹管文 (?)・ 連続刺突文が施されている。 5～ 8は同一個体の可能性もあるが、文様構成

は明らかでない。9は鉢形土器の下半部で、直径 5～ 5.5cm程 の小振りな底部から体部下半が外形しながら直線的に

立ち上がる。器壁は厚く、外面はナデ調整され、内面はナデ調整のほか、 2～ 3条を 1単位とする条痕状の擦痕が

疎らに観察される。底部外面は平坦ではなく、中央部がわずかに膨らんでいる。10～ 12は鉢形土器の体部の破片で、

内外面とも模様は観察できない。

② 出上土器の年代
今回出上した 2種類の上器の年代は、 1類については、その特徴が素山貝塚出上の条痕文土器と共通することか

ら、縄文時代早期後半の素山2a式に位置づけられる。 2類については、類似資料を求められなかったが、胎土中に

多量の繊維が含まれていること、 1類 と混在して出土していること、厚手で底部が平底化していること、沈線文・

竹管文・刺突文などが施されていることを考慮すると、 1類と同期または若千後続する段階という年代的位置づけ

が考えられる。

4)出 土石器
25a。 25b層 から出上した石器は、自然礫を含めて201点 (接合前)あ る。内訳は石鏃及び石鏃の未製品 7点。二次

加工のある剣片 6点・微細剣離痕のある象J片 1点 。その他の剣片154点 。礫石器 4点 (3点 1組を含む)。 その他の

礫30点である。剣片資料には接合資料が 6組含まれる。

① 石 鏃
石鏃は完成品 3点 (第58図 1～ 3)と、未製品と考えられる剣片が 4点 (第58図 4～ 7)あ る。完成品の 3点は

平面形が二等辺三角形を呈するが、側縁がわずかに外側に湾曲している。無≧式の石鏃で、基部は丸みをもって凹

んでいる。表裏面とも丁寧に加工され、素材面は残存しない。 1は先端と脚の片端部を欠損している。幅と長さの

割合が 1:1に近い。 2は基部の扶りが深いもので、幅と長さの割合が 1:2程度である。 3は基部の快りが浅い

もので、片方の脚部を欠損している。幅と長さの割合は2と 同様に1:2程度である。

未製品の 4点は、無茎式を意図した形態を呈し、縁辺部に加工が施されているが、表裏面ともに中央部分は素材

面が大きく残ったままである。また、縁辺部の剣離の角度は鈍角な状態である。 4・ 6の側辺部の片側は折れて欠

損している。



第 3節 縄文時代の調査

＆
出
Ｍ
Ⅳ
一ｈ

⇔

肉
Ａ
ｎ
ｖ

‐２

ハ

側

―――

り

一

ぬ

鶴
鰯

＝

　

　

　

～

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

白

い
ｎ

留
一

λ
鶴

〔

凧

榊

Ｖ

Ａ

＝

＝

＝

Ｖ

◆

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

嶼

〒
鞠

◇

3

8

∩
剛
Ⅵ
Ч

一

（

一

―凪―$姶
7

0

◆

ジ

11

m伊

先端欠損               頁 岩
完形                頁 岩
一部欠損               頁 岩

二次加工有り             買 岩
二次加工有り            玉 髄
二次加工有り             玉 髄

第58図 25層 出土石器 1(鏃・不定形石器)
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第59図 25層出土石器 2(接合資料 1)
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く石器 (石合資料 )〉

番号 登録番号 出土区 黙 層 H土遼籍 選翻冒 取上番号 種 別 。器 種 全 長 最大幅 厚 さ 重 量 特 徴 写真図版

K-64 南区 25b層 中 石器No149 19 34 K-63と 接合             流紋岩 29-4

誌 K-63 南 区 25a層 中 石器No 68 5 11 K-64と 接合            流紋岩 29-4
K-61 南 区 25b層 中 石器� l殉 フレイク 9 K-62と 接合             流紋岩 29-3
K-62 南 区 駆 価 石器NQl13 フレイク 8 K-61 と接台 流紋岩 29-3
K-97 南 区 25a層中 石器醜 50 フレイク 7 18 K-95 K-96と 接合        流紋岩 29-6
K-95 南 区 25a層中 石器醜 23 フレイク 1 31 K-96K-97と 繕合        流紋岩

K-96 南 区 25a層中 石器血 41 フレイク 2 14 K-95 K-97と 概省           淵詭建告
K-91 南区 25a層 石器聴 33 フレイ 21 1 K-92と 接合             流紋岩 29-5
K-92 南 区 25a層 石器醜 44 0 K-91と 接合             流紋岩 29-5

第60図 25層出土石器 3(接合資料 2)
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く石器〉

番号 登録番号 出土区 基本層 出齢 離 魅 需 糧 別・器 種 仝 長 瑯 厚 さ 重 量 特 徴 写真図版

l K-204 南区 15b層 中 石器詭167 礫 (751 200 磨石 凹石      石英安峨 ３０

2 K-195 南 区 ,5b層中 石純 32 鮒 27 磨石 凹石 敵石    石英安山岩 30-2
3 K-197 南 区 石器穐121 礫 720 磨石 凹石       石葵安山岩 30-2

4

【-198 南 区 石劉 は33 石皿 石皿 石英安山岩

K-199 南 区 石器聰 85 石皿 126,9) (2131 54211 石皿          石英安山岩

K-200 南区 オ5b層申 石細 52 石皿 石皿         石英安山岩

第61図 25層出土石器 4(礫石器)
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② 二次加工のある剣片
二次加工のある剣片は 6点 (第58図 8～ 12・ 第59図 la)あ る。 8は、片側の側面に、腹面から背面に向かって刃

が鈍角となるような細かなカロエがある。 9は、両側面に腹面から背面に向かって力日工が施されている。10は、打面

から背面に向かう粗い加工と、側面に背面から腹面に向かう浅く細かな加工がある。また、緩やかに内湾する端部

には微細な剣離が観察される。■は、先端部に腹面から背面に向かう浅く細かな加工があり、やや鈍角的な刃部が

形成されている。12は、両側面の先端部付近に加工があり、右側面の先端付近は、背面から腹面に向かう細かな複

数の加工によってノッチ状に浅く換れている。接合資料でもある第59図 laは、折れ面の角付近に背面から腹面に向

かい浅い調整が 2～ 3回行われ、左側面にはそこから側面上端にかけて細かく、極浅い劉離が行われている。

③ 微細剣離のある剣片
微細劉離のある剣片は、上述した K-15の他 1点 (第59図 lb)の計 2点ある。lbに は、左側面に先端から折れ面

付近まで微細な剰離が観察できる。

④ 礫石器
礫石器には磨石・凹石・敲石及びその複合使用された石がある (第61図 1～ 4)。 礫類は表面の風化が進行してお

り、擦痕等は観察できなくなっている。 1は片面が磨面、側面が敲打面となっている礫の破片である。磨面側の縁

辺近くには浅い凹面もある。 2は、平面形が円形または精円形の偏平な礫で、片面が磨面及び浅い凹面となってい

る。反対面は、端部に剣落があり段差ができているためなのか使用されていない。 3は、側面の一部を欠損する礫

で、短軸方向の断面形が隅丸逆三角形を呈する。上面は平坦で、磨面と浅い不整形の凹面がある。また、磨面と反

対の稜線付近にも浅い凹面が観察される。 4は、 3個の破片が接合した石皿の破片である。平面形は片側の端部幅

が広い楕円形を呈するものと推定される。残存長26.6cln、 残存幅21.2cmを 計る。使用面は片面だけで、横断面形は

使用面の中央が外側に緩やかに外湾して膨らむ。縁は形成されていない。

⑤ 接合資料
剣片の接合資料には、既に報告した第59図 la・ lb(接合資料 1)のほか、 3点が接合したもの (第59図 2a・ 2b・

2c:接合資料 2)、 2～ 3点が接合したもの (第60図 :接合資料 3～ 6)、 他 1組の計 6組がある。

2 遺構の状況
1)発見遺構の概要
縄文時代の遺構は、南区東部の25b層上面から土坑が 1基 (SK-1)検 出されている。西半の上部が重機の掘削

により欠損する。平面形は、南北方向に長軸をもつ略長方形で、断面形は長軸・短軸方向とも∪形を基調とするが、

上部1/3は漏斗状に開いている。大きさは、確認面で長さ1.9m以上・幅1.Om以上、中段で長さ132cm・ 幅76cm、 底

面で長さ106cm。 幅48cmである。深さは108cmあ る。底面の中央は長軸31cm・ 短軸19cmの不整楕円形で、深さ10cm程

に窪んでいる。漏斗状に開いた上部は、壁面上部の自然崩落により広がったもので、土坑本来の大きさは、中段の

規模に近いものであったと推定される。堆積土は12層に細分されたが、いずれも自然堆積層である。遺構の機能と

しては、狩猟用の「落し穴」が考えられる。

2)遺構の年代
SK-1落し穴については、平面及び断面の観察によって掘り込み面を検討した結果、25b層上面から掘り込みで

あることが明らかになった。したがって、この遺構の年代については、25a・ 25b層から出上した土器の年代観によ

り、縄文時代早期後半頃に位置づけることができる。
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第62図 30層上面実測図

第 4節 旧石器時代の調査 は0層 :十日石器時代後期)
縄文時代早期後半から前期初頭頃の遺物包含層の調査終了後、重機によって基本層27層まで、150cmほ どの無遺物

層を除去し、そこからさらに人力による堀り下げを行い、富沢遺跡第30次調査における後期旧石器時代の森林跡及

び石器出土層と対応すると考えられる腐植上を含む基本層30層の検出を行つた。
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第63図 南・北区北壁最下段断面図

1 腐植土層 (30層 )の分布状況
1)南区の状況
南区は、北東部を除いて30層の腐植土は分解が進み、植物質は残存せず黒褐色の粘土化し、部分的に分布してい

る。南区に30層の黒褐色粘土層が分布する標高は、5.85～ 5。 95m付近で、30層上面の標高は北区よりも高い。南区

の東北角付近は、北東方向に下がっており、この部分の30層は層厚が10cm前後あり、わずかに植物質が分解せずに

残っている。30層の上面はほぼ平坦であるが、上面では砂を多く含む粘上が堆積する溝状または不整形の落ち込み

が多数検出された。落ち込みの深さは 5～40cm程である。また、30層上面には亀甲状のヒビ割れが観察できる。

石器・焼土等は発見されなかった。

く南区〉

〈北区〉

層No 土    色 土  質 そ  の  他
5G6/1  緑灰色 砂 明緑灰色粘上を狭在する

27 5G6/1  緑灰色 シル ト質粘土 緑灰色の砂を含み 堅 くしまっている
5G6/1  緑灰色 粘    上 緑灰色の砂をブロック状に含む

25Y5/2 暗灰黄色 粘    土 針葉樹の葉を主とする植物遺体を多量に含む
10YR3/2 黒褐色 粘    土 腐植土層 葉 。毬果・樹木片を多く含む
5Y4/2  灰オリープ 粘    土 植物遺体を含む

7 5GY6/1緑灰色 緑灰色砂を狭在する 植物遺体をわすがに含む
5G6/1  緑灰色 砂 径 1～ 301Eの 砂礫 を含む

33 7 5GY6/1緑灰色 砂 質 粘 上 砂と粘上が互層状となり水成堆積の状況を呈する

河
'H跡
5Y6/1  灰 色 砂 粒径の異なる砂 (礫 )と粘上が互層状に堆積する

10GY6/1 緑灰色 粘    土

10GY6/1 緑灰色 粘    土
loGY7/1 明緑灰色 粘    土 しまり強い

7 5GY5/1緑灰色 粘    土 層下部に緑灰色砂の薄層を含む しまって堅い
10GY6/1 緑灰色 砂

10GY4/1 暗緑灰色 粘    土 しまり強 く堅ヤ

5G7/1  明緑灰色 粘    上 木炭粒を少量含む
10YR2/2 黒褐色 粘    上

10GY6/1 緑灰色 粘    土 層上部に腐植土を含む 緑灰色砂をブロック状に含む
C 2 5GY6/1暗オリー刻文色 シル ト質粘上 層上部に腐植上を含む

7 5GY6/1緑灰色 粘土質シル ト 腐植上をプロック状に含む 砂の薄層を縞状に含む
7 5GY5/1緑灰色 砂 質 粘 土 砂 と粘土層が互層状に堆積する

10GY6/1 緑灰色 砂 径 1～3011tの砂礫を含む

層No 土    色 土  質 そ  の  他
5Y2/1  黒 色 粘    土 植物遺体を含む

25Y3/1 黒褐色 粘    土 火山灰をプロック状に含む

2 5GY4/1暗オリープ灰色 粘    土 縄文土器・ 石器 。礫出上
5GY4/1 暗オリー刻天負 枯     土 縄文土器・ 石器・礫出土
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第64図 北区30層樹木・毬果・フン出土状況
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2)北区の状況
北区の30層は、腐植上の残りが比較的良好で、腐植土・葉 。毬果・樹木片等を含む黒褐色の粘土層が全面に分布

している。層厚は10～ 15cm程度で、葉等の植物遺体を含む腐植土と粘土層が薄い縞状に幾重にも重なって堆積して

いる。北区30層は、富沢遺跡第30次調査の基本層26層に対応するものと考えられる。30層上面の標高は、5.65～5,90

mで南区よりやや低い。層上面は緩やかな起伏があり、北西部が北東から南西方向に尾根状に高くなっており、こ

の尾根から南東方向にわずかに傾斜して下がっている。幹や根などの大型の植物遺体は、調査区の北西側の比較的

高位の地域からの出上が多い (第64図 )。 樹種同定のために資料採取をしたサンプル 1～ 4は、いずれも樹根と考え

られるもので、調査区の北部に放射状に広がっている。また毬果やフンの分布も高位の地域に集中している。フン

は2群検出され、 1群は調査区北辺中央から43個がまとまって出上し、他の 1群は調査区の中央北よりから4個が

疎らに出上した(図版23-4)。 出土したフンはつぶれてやや偏平になっているが球形に近い形状をたもち、繊維質

が残っている。
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調査区の南部からは、サンプル 5・ 6の ような樹幹や葉は出上したが、毬果はほとんど出土しなかった。

北区でも、植物遺体・ フン等の自然遺物以外には、人工遺物は発見されなかった。

2 腐植土層からの出土遺物
北区の腐植土層から出上した自然遺物には、植物関係としては樹幹 。樹根・毬果 。多種の棄等があり、動物関係

としてはフンがある。花粉分析結果、植物の種類等の分析結果については第 3章第 4・ 5・ 6節にそれぞれ記載さ

れている。

動物のフンについては、詳しい分析は行っていないが、形態 。状態としては、富沢遺跡第30次調査において、ニ

ホンジカまたは近縁のシカ属 (Cervus)の ものと同定された資料 (高槻 :1992)に 類似している。
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第 1節 プラント・オパール分析 株)古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si02)が植物の細胞内に蓄積したものであり、植物が枯死した後も

微化石 (プラント・オパール)と なって土壊中に半永久的に残っている。プラント・オパール (植物珪酸体)分析

は、この微化石を遺跡土壊などから検出し、その組成や量を明らかにする方法であり、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている。

富沢遺跡第104次調査では、複数の層準において水田跡が検出された。そこで、これらの遺構における稲作の検証

およびその他の層における稲作の可能性について検討する目的でプラント・オパール分析を行うことになった。

2.試 料
試料採取地点は、A地点 (I区北壁)、 B地点 (I区東壁)、 C地点 (H区西壁)、 D地点 (III区北壁)、 E地点 (IH

区北壁)、 F地点 (Ⅳ区南壁)、 G地点 (Ⅳ区東壁)の 7地点である。 (第 2章第 5。 6・ 7・ ■図参照)

調査の対象となった層準は、la層、2a層、2b層、3b層、4b層、4c層、 5層、 6層、7a層、 7b層、 8層、 9

層、9a層、9b層、10層、10a層、10b層、1la層、1lb層、■c層の各層である。このうち水田跡が検出されたのは、

2a層 (中～近世)、 5層 (平安時代)、 7a層 (弥生時代中期後半)、 9a層 (弥生時代中期中頃)、 10a層 (弥生時代中

期中頃)である。また、la層 は現代の水田耕作土である。なお、分析試料はすべて発掘調査担当者により採取され

たものである。

3.分析法
プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原 :1976)」 をもとに、次の手順で行っ

試料上の絶乾 (105℃ 。24時間)

試料土約 lgを朴量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m,約0.02g)

※電子分析天秤により1万分の lgの精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W。 42KHz・ 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オイキット)中に分散,プレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (棄身にのみ形成される)に由来するプラント・オパール (以下、プラン

ト・オパールと略す)を同定の対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行つた。計数は、ガラスビーズ個数が400以上に

なるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につ

いては、この値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :

105g)を 乗じて、単位面積で層厚 l cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、イネ (赤米)の換算係数は

た

　

１

　

２
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2.94、 ヒエ属 (ヒ エ)は 8.40、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属

(チ シマザサ節・チマキザサ節)は 0.75である。

4.分析結果
検出されたプラント・オパールは、イネ、キビ族 (ヒ エ属型)、 ジュズダマ属、ヨシ属、サヤヌカグサ属、ウシク

サ族 (ススキ属型)、 シバ属、タケ亜科 (ネザサ節型、クマザサ属型、その他)および不明 (未分類)である。これ

らの分類群について定量を行い、その結果を表 1～ 7、 図 1～ 7に示した。なお、おもな分類群については巻末に

顕微鏡写真を示した。

5。 考 察

1)稲作の可含副生について
水田跡の調査 (探査あるいは検証)を行う場合、通常、イネのプラント・オパールが試料 lgあたりおよそ5,000

個以上の密度で検出された場合、稲作跡である可能性が高いと判断される。ただし、仙台平野ではこれまでの調査

事例から判断基準値を3,000個 /gと している。また、当該層においてプラント・オパール密度にピークが認められれ

ば、上層からの混入の危険性は考えにくいことから、密度が基準値に満たなくても稲作が行われていた可能性は高

いと考えられる。以上のことを基準として各層ごとに稲作の可能性について検討を行う。

① la層, 1層 (現代の耕作土)

当該層では、E地点、F地点、G地点の 3地点において試料が採取された。分析の結果、各地点ともイネのプラン

ト・オパールが極めて高い密度 (18,900～ 34,400個/g)で検出された。このことは、現代においては非常に安定し

た稲作が長期間にわたって営まれていたことを示している。

② 2a層 (中～近世の水田層)

2a層はⅣ区のみで堆積が確認されており、F地点とG地点の2地点において試料が採取された。分析の結果、F

地点で4,400個 /g、 G地点では6,300個/gと いずれも高い密度でイネのプラント・オパールが検出された。したがっ

て、プラント・オパール分析の結果においても2a層は耕作層 (稲作跡)と判断される。

③ 5層 (平安時代の水田層)
5層はA～G地点において試料が採取された。分析の結果、すべての試料よリイネのプラント・オパールが検出

された。プラント・オパール密度は、3,400～10,400個/gと ばらつきがあるものの全体に高い値であり、ほぼすべて

の地点でピークを示している。このことから、 5層では調査区の全域に水田が広がっていたと考えられる。

④ 7a層 (弥生時代中期後半の水田層)

7a層はA～F地点において試料が採取された。なお、G地点については7a層の堆積は認められない。分析の結果、

A～Fの各地点よリイネのプラント・オパールが検出された。このうちA地点、C地点、E地点の 3地点では、プラ

ント・オパール密度が3,000個 /g以上の高い値であリピークとなっている。また、D地点とF地点では、密度はそ

れぞれ1,200個 /g、 1,400個 /gと低いもののピークとなっている。以上のことから、7a層 についても水田層であった

と判断される。なお B地点については、密度は1,900個 /gと やや低 く、水田跡の判断基準値である3,000個/gに は達

していない。また、直上の 6層が10,000個/g以上の高密度であることから、上層からの混入である危険性も考えら

れる。したがって、B地点付近についてはあるいは耕作域外であった可能性も考えられる。

⑤ 9a層 , 9層 (弥生時代中期中頃の水田層)

曽該層では、A地点、C地点、D地点、E地点および F地点の 5地点において試料が採取された。なお、B地点

とG地点では該当する土層の堆積は認められない。分析の結果、これらのすべてからイネのプラント・オパールが
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検出された。プラント・オパール密度は、F地点では10,000個/g弱 と非常に高い値である。また、A地点、C地点、

D地点においてもおよそ3,000個/g以上と高い値であリピークとなっている。以上のことから9a層 (9層 )は水田

層であつたと判断される。

⑥ 10a層 ,10層 (弥生時代中期中頃の水田層)

当該層では、A～G地点において試料が採取された。分析の結果、すべての試料よリイネのプラント・オパールが

検出された。このうち、B地点、D地点さらにG地点ではプラント・オパール密度が概ね3,000個 /g以上と高い値

であり、いずれもピークとなっている。また、F地点では密度は1,900個 /gと やや低いもののピークが認められる。

これらのことから、10a層 (10層 )では調査区の全域が水田跡であつた可能性が考えられる。

② その他の層
その他の層では、3b層 (G地点)、 4b層 (A～E地点)、 4c層 (A～E地点)、 6層 (A～C,E,F地点)、 7b層 (D

地点)、 8層 (C～G地点)、 9b層 (D,F,G地点)、 10b層 (F,G地点)、 1la層 (C地点)においてイネのプラン

ト・オパールが検出されている。これらのうち、4c層ではA地点とD地点で5,000個 /g弱、また B地点でも3,000

個/g弱 と高い密度であり、それぞれピークを示している。また、6層ではB地点において14,600個 /gと極めて高い

密度であり、C地点でも3,700個 /gと 高い密度である。さらに、8層のうちC地点、E地点およびF地点では、密

度は2,000個/g弱 とやや低いもののいずれもピークとなっている。以上のことから、A地点、B地点さらにD地点

付近の4c層、B地点とC地点付近の 6層、C地点、E地点およびF地点周辺の 8層についても耕作層であつた可能

性が考えられる。

2)稲作以外の農耕について
プラント・オパール分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオムギ族 (ム

ギ類が含まれる)、 ヒエ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハ トムギが

含まれる)、 オヒシバ属型 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型 (モ ロコシが含まれる)な どがある。本遺跡で

は、これらのうちヒエ属型とジュズダマ属が検出されている。ヒエ属には栽培種のヒエと野生種のイヌビエがある

が、現時点では両者のプラント・オパールを識別するには至っていない (杉山ほか :1988)。 また、ジュズダマ属に

おいても野生種のジュズダマと栽培種のハ トムギがあり、それぞれのプラント・オパールを識別することは困難で

ある。したがつて、これらが検出された層においてヒエやハ トムギが栽培されていた可能性が考えられるが、ある

いは雑車のイヌビエ (タ イヌビエ)も しくはジュズダマである可能性も否定できない。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、未分類等としたものの中にも栽培種に由来するものが含まれ

ている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題 としたい。また、プラント・

オパール分析で同定が可能なものは、イネ科の草本植物にほぼ限定されることから、マメ類、イモ類、野菜類など

は分析の対象から除かれている。

3)プ ラ ン ト・ オパール分析 か ら推定 され る植 生

当調査区では、1lb層から6層 (E地点とG地点では 5層 )にかけてはヨシ属が卓越している。とくに、■a層 と

6層では突出している。一方、 5層 (同 4層)の堆積以降は逆にタケ亜科が優勢となっている。このことから、■

b層から6層あるいは 5層 にかけては、調査区は湿地あるいはそれに近い環境であつたと推定される。とくに■a層

と6層の時期には湿地帯であつたと推定される。なお、最も下位に位置する水田は10a層であることから、初期の水

田は1la層 に広がる湿地を開墾して造成されたと推定される。なお、 5層水田や2a層水田ではヨシ属の検出量が極

めて低 く、タケ亜科が優勢となっていることから、調査区が湿地的環境から比較的乾いた環境に変わつたことが伺

える。このことの要因の一つには、平安時代の荘園の拡大に伴い水利施設や濯漑施設等の整備が進み、水の管理が

施されたことも考えられよう。
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6。 まとめ

富沢遺跡第104次調査においてプラント・オパール分析を行い、検出された水田層における稲作の確認およびその

他の層における稲作跡の探査を試みた。その結果、耕作層である2a層、5層、7a層、9層および10a層 については、

分析を行ったすべての試料よリイネのプラント・オパールが検出されたことから、これらの層において稲作が行わ

れていたことが分析的に確認された。これら以外にも、A地点、B地点さらに D地点付近の4c層、B地点とC地点

付近の 6層、C地点、E地点および F地点付近の 8層においても稲作が行われていた可能性が推察された。

参考文献
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表 1 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (1)

nf・ CDl)
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ヒエ属型     ゑ崩prO》 Jο¢type
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0.′θ θ.OF θ.25 0.′ 7 θ。3δ  θ.′彦 θ.夕θ θ.′σ θ.J」  0.′F O.宥  θ.′∂
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表 2 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (2)

表 3 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (3)
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表4 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (4)
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表 5 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (5)

表 7 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (7)

イ ネ      9ッ 盟w…
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表6 仙台市、宮沢遺跡第 104次調査のプラント・オパール分析結果 (6)
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図 l A地点のプラント・オパール分析結果
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図 2 B地点のプラント・オパール分析結果
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C地点のプラント・オパール分析結果
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図 4 D地点のプラント・オパール分析結果
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図 6 F地点のプラント・オパール分析結果
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第 2節  24層出土火山灰の分析

第 2節 24層出土火山灰の分析 株)古環境研究所

1. はじめに

東北地方中部の仙台市周辺に分布する後期更新世以降に形成された土壊などの地層の中には、蔵王火山をはじめ

十和田火山など東北地方に分布する火山のほか、榛名火山や浅間火山など北関東地方、さらには姶良火山など南九

州地方などの火山から噴出したテフラ (火山砕層物、いわゆる火山灰)が多く分布している。これらのテフラの中

には、理化学的な年代測定をはじめとする多くの手法により噴出年代が明らかにされた示標テフラがある。そこで、

これらを過去の時間と空間の軸として編年を行う火山灰編年学 (テ フロクロノロジー,tephrochronology)を利用

することによって、遺物包含層の堆積年代や遺構の構築年代を知ることができるようになっている。

そこで、富沢遺跡第104次調査区において認められたテフラについても、屈折率測定を行って示標テフラとの同定

を行うことになった。

2.屈折率測定
表 1 宮沢遺跡第 104次調査における屈折率測定結果

1)測定試料と測定方法
示標テフラとの同定精度を向上させるた

めに、位相差法 (新井 :1972)に より屈折

率の測定を行った。測定の対象は、発掘調

査担当者により北区24層から採取された

A、 B2点の試料である。

2)測定結果
屈折率の測定結果を表 1に示す。試料 A

試料 火山ガラス 重鉱物

色調 形態  屈折率(n)

には、透明な軽石型火山ガラスが多く含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)ィま、1.510-1.514である。重鉱物と

しては、カンラン石、角閃石、斜方輝石、単斜輝石がごくわずかに認められる。試料 Bに も透明な軽石型火山ガラ

スが多く含まれている。火山ガラスの屈折率 (n)ィま、1.5101.514で ある。重鉱物としては、斜方輝石や角閃石が

ごくわずかに認められる。

分析の対象となった試料には、透明の軽石型火山ガラスが多く含まれていることや、火山ガラスの屈折率などか

ら、24層は5,500年前に十和田火山から噴出したと考えられている十和田中諏テフラ(TttCu,大池ほか :1996,早

川 :1983,町田ほか :1992)に 同定される可能性が非常に高い。

3.ま とめ
富沢遺跡第104次調査区において24層から採取されたテフラ試料について、屈折率測定を行った。その結果、24層

は十和田中板テフラ (To― Cu,5,500年前)である可能性が非常に高いことが明らかになった。

文献

新井房夫 (1972)斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定―テフロクロノロジーの基礎的研究.第四紀研究,11,p.254
-269.

早川由紀夫 (1983)十和田火山中諏テフラ層の分布,粒度組成,年代.火山,28,p.263273。

町田 洋 。新井房夫 (1992)火山灰アトラス。東京大学出版会,276p。
大池昭二。中川久夫・七崎 修・松山 力・米倉伸之 (1966)馬淵川中・下流沿岸の段丘と火山灰。第四紀研究, 5,p.2935,
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角閃石 .



第 3章 自然科学的分析結果

株)古環境研究所第 3節 30層出土毬果の放射性炭素年代測定

1.試料と方法

No   試 料   試料の種類    前処理・調製      測 定 法

1  北区30層 -1  植物遺体   酸/アルカリ/酸洗浄     AMS法
石墨調製        (加 速器質量分析法 )

2  北区30層 -2  植物遺体   酸/アルカリ/酸洗浄     AMS法
石墨調製        (加 速器質量分析法)

2.測定結果

試料名 程各齢 競務 補r呈行代   暦年代   習屋揖
配 1  19200± 180 -25.2 19200± 180 交点 ――

2σ

lσ

配 2  19180± 190 -26.9 19150± 190 交点―一
2σ

lσ

124855

(2 σ:95%probability, l σ:68%probability)

1)14c年代測定値

試料の
14c/12c比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前 (BP)かを計算した値。14cの半減期は5,568年を用

いた。

2)伊 3c浪J定値

試料の測定
14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)の同位体比から

の千分偏差 (%)で表す。

3)補正14c年代値

δ13c測定値から試料の災素の同位体分別を知り、
14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃度の変動を補正することにより、暦年代 (西暦)を算出した。補正に

は年代既知の樹木年輪の
14cの詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年 BPよ り古い試料には適用できない。

5)測定血

本試料の測定は、Beta Analytic lnc.(Florida,U.S,A)に おいて行われた。Beta―は同社の測定血を意味する。

1期



第4飾  30層の花粉分析

第 4節 30層の花粉分析 株)古環境研究所

1. はじめに
花粉分析は、広域に堆積した湖沼や湿原の堆積物を対象として、花粉層序に基づく比較的広域的な植生変遷の推

定に用いられる。遺跡の堆積物では、遺構内の堆積物などの分布範囲と集水域の狭い堆積物も存在し、士ヒ較的狭い

範囲の植生や環境を示唆する場合もある。

本報告では富沢遺跡の旧石器時代の堆積物の花粉分析を行い、植生と環境の推定を試みた。

2.試 料
試料は、富沢遺跡104次調査北区北壁30層 (旧石器時代)よ り採取されたもの 1点である。

3.方 法
花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を 参考にして、試料に以下の物理化学処理を施して行った。

① 5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。
② 水洗した後、0.541mの 師で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。
③ 25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

④ 水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理 (無水酢酸9:1濃硫酸のエルドマン氏液を加え1分
間湯煎)を施す。

⑤ 再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。
⑥ 沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。
以上の物理イヒ学の各処理間の水洗は、遠心分離 (1500rpm、 2分間)の後、上澄みを捨てるという操作を3回繰

り返して行った。

検鏡はプレパラー ト作製後直ちに、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よ

び中村 (1980)を アトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示した。なお、科・

亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。

4。 結 果

1)分類群
出現した分類群は、樹木花粉13、 草本花粉11、 シダ植物胞子 2形態の計26である。これらの学名と和名および粒

数を表 1に示し、主要な分類群を写真に示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

モミ属、トウヒ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ

科、ハンノキ属、カバノキ属、クリ、コナラ属ヨナラ亜属、ツツジ科、タニウツギ属

〔草本花粉〕

マルバオモダカ、イネ科、カヤツリグサ科、ミズバショウ属、キンポウゲ属、カラマツソウ属、フレモコウ属、

フウロソウ属、セリ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子
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2)花粉群集の特徴
樹木花粉より草本花粉の占める割合がやや高い。樹木花粉ではモミ属、 トウヒ属、ツガ属、マツ属単維管東亜属

の針葉樹、カバノキ属、クリ、ハンノキ属の落葉広葉樹の出現率が高い。草本花粉ではカヤツリグサ科が優占し、

イネ科、マルバオモダカ、ミズバショウ属などが伴われる。

5。 考 察
富沢遺跡104次調査北区北壁30層 (十日石器時代)の樹木花粉は、大きくモミ属、 トウヒ属、ツガ属、マツ属単維管

束亜属の針葉樹とカバノキ属、クリ、ハンノキ属の落葉広葉樹に分かれる。針葉樹のうちトウヒ属やマツ属単維管

束亜属は明らかな亜高山帯 (亜寒帯)の植物であるため、モミ属やツガ属も温帯要素の樹種ではなく、亜高山帯 (亜

寒帯)の樹種であったとみなされる。よって、周辺にはこれらを要素とする亜高山帯 (亜寒帯)針葉樹林が成立し

ていたと考えられる。落葉広棄樹では、カバノキ属を主にクリなどの落棄広葉樹林が分布するが、ブナ属やコナラ

属ヨナラ亜属がほとんど伴われないため、乾燥した気候が示唆される。なお、生態上、亜高山帯 (亜寒帯)針葉樹

林は地理的に上部に分布し、落棄広葉樹林は下部に分布していたと推定される。

草本花粉ではカヤツリグサ科が主であり、マルバオモダカやミズバショウ属の水湿地植物も伴われる。カヤツリ

グサ科は多様な環境に生育する種が多いが、水湿地植物が主体 となる。これらのことから、堆積地はカヤツリグサ

科を主にマルバオモダカやミズバショウ属の水湿地植物が生育し、湿原であったと推定される。樹木花粉で出現し

ているハンノキ属は、湿原の周縁や内部に湿地林としてハンノキが分布していたと考えられる。

6。 まとめ

富沢遺跡第104次調査北区北壁30層 (十日石器時代)では、モミ属、 トウヒ属、ツガ属、マツ属単維管束亜属の亜高

山帯 (亜寒帯)針葉樹林 とカバノキ属を主にクリなどの落葉広棄樹林が分布し、寒冷で乾燥した気候が推定される。

堆積地はカヤツリグサ科を主にマルバオモダカやミズバショウ属の水湿地植物、ハンノキ属の湿地林が分布する湿

原であったと推定される。

参考文献

中村純 (1973)花粉分析.古今書院,p82110.

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第10巻―古代資料研究の方法―,角川書店,p.248262.

島倉巳二郎 (1973)日本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集,60p.

中村純 (1980)日 本産花粉の標徴。大阪自然史博物館収蔵目録第13集,91p.
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表 1 宮沢遺跡 104次調査における花粉分析結果

分類群 】しE【】ヒ遅ヒ

30層学名 和名

Taxaceac‐ Cephalotaxaxeac‐ Cupressaceac  イチイ科‐イヌガヤ科‐ヒノキ科
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モミ届

トウヒ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

マツ属単維管束亜属

スギ

ハンノキ属

カバノキ属

クリ

コナラ属ヨナラ亜属

ツツジ科

草本花粉

マルバオモダカ

イネ科

カヤツリグサ科

ミズバショウ属

キンポウグ属

カラマツソウ属

ワレモコウ届

フウロソウ属
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キク亜科
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27
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13

1
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2

2
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59
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1

1

2
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1

1

2

2

1

2

1

4

Fern spore
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シダ植物胞子
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4

1
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5
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富沢遺跡104次調査の花粉・胞子遺体
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第 5節 出土木材の樹種
鈴木  三男 (東北大学理学部附属植物動

富沢遺跡は第30次調査で発掘された約 2万年前の最終氷期の埋没林で名高いが、今次の第104次調査でも、一部に

同じ時期と考えられる埋没林が見つかつた。また、弥生時代、平安時代の本製品も出土しており、ここにそれらの

樹種を調査した結果を報告する。試料は最終氷期のものが 6点、弥生中期が杭など60点、弥生後期が 5点、平安時

代が24点、合計95点である。これらの試料から剃刀刃を用いて木口、板日、柾目の各切片を作成し、ガムクロラー

ルで封入して光学顕微鏡で観察、同定した。その結果、表 2に示す15樹種が同定された。以下に同定された樹種の

同定の根拠となった材形質等について略記し、代表的な標本の顕微鏡写真を図版 1-5に掲載した。なお、同定に

用いたプレパラートは表 1に記してある標本番号を付して東北大学大学院理学研究科附属植物園に保管してある。

同定 された樹種

1.カ ヤ Torreya nucifera(L.)Sieb.et Zucc.イ テイ科

写真図版 卜la～c(MYG 4214)

保存の良い出土材で、淡黄褐色、仮道管と放射組織のみからなる針葉樹材である。年輪はあまり目立たず、樹脂

細胞はない。早材部には方形の仮道管が整然と並び、晩材部は薄 く、仮道管はやや細 く厚壁、早材から晩材への移

行はやや急である。仮道管内壁には顕著ならせん肥厚があり、 2～ 3本づつまとまって走る。放射組織は柔細胞か

らなり1～ 6細胞程度と、背が低 く、分野壁孔は小さいスギ型である。これらの形質からイナイ科のカヤの材と同

定した。イテイとはらせん肥厚が 2～ 3本づつまとまって走ることにより区別され、イヌガヤとは樹脂細胞を欠く

ことにより区別される。

カヤは東北地方南部以南の暖温帯に広く生える常緑針葉樹で、幹径 1メ ートル、樹高25メ ートルの大高木となる。

幹は通直で材の木理も通直、堅 く粘りがあり、緻密で弾性が強く、切削加工が容易で木肌美しく、保存性も高くて、

極めて優秀な針葉樹材である。建築材、各種器具材など実に多様な用途があるが、木彫仏、碁盤、将棋盤などの特

用がある。

本遺跡では平安時代の大足の部材と思われる材が 3点、穴の開いた板材が 1点、合計 4点出上している。カヤ材

は腐朽と水湿に大変強いので大足には適材であるが、質の良い材なので最初から大足に使ったとは思えず、転用の

可能性が大きい。

2.イ ヌガヤ Cephalotaxus harrilagtonia(Knight)K.Koch.イ ヌガヤ科

写真図版 12a～c(MYG 4259)

年輪が全く目立たない淡責褐色の針葉樹材で、晩材部は薄く、早晩材の区別はなかなかつかない。年輸内に樹脂

細胞が均―に散在し、その水平壁は数珠状に肥厚する。樹脂細胞に黒褐色の物質が溜まることはないので見つけに

くい。仮道管の内壁にはほぼ水平の明瞭ならせん肥厚がある。これらの形質からイヌガヤの材と同定した。

イヌガヤは東北地方中部以南の温暖地に生育する常緑小高木で、高さ10メ ー トル、幹径30セ ンチくらいになる。

また北海道から東北、本州の日本海側の多雪地には幹が這う変種のハイイヌガヤがある。いずれも材は堅く粘りが

あり、緻密だが加工性に難がある。カヤ同様の用途があるが、材質が劣り、また、材が小さいのでそれほどの利用

はない。むしろ、枝が通直で曲げに強く粘りがあることから、丸木弓、手網の枠、牛の鼻輪等の用途がある。本遺

跡出土材は弥生中期の丸木材 1点である。
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3. ヒノキ Charnaecyparis obtusa Sieb.et Zucc.ヒ ノキ科

写真図版 Ⅲ3a～c(MYG 4206)

年輪のきめ細かい針葉樹材で、遺跡出土材は明るい褐色を呈する。年輪幅は狭 く、均等で、木目が美しい。晩材

部は幅狭く早材から晩材への移行は急である。樹脂細胞は晩材部付近に散在する。樹脂細胞はスギ同様黒褐色物質

で充填され、水平壁は通常厚く肥厚し、結節状となる。放射組織は柔細胞からなり、分野壁孔は中くらいの円形で

開孔部は幅の狭いレンズ状で斜めに位置し、 トウヒ型～ヒノキ型で 1分野あたり通常 2個ある。以上の形質からヒ

ノキの材と同定した。

ヒノキは関東地方以西の冷温帯から暖温帯上部に分布する針棄樹で、幹径 1メ ートル、樹高35メ ー トル以上にな

る。材は木理通直で割裂性が大変よく、軽軟で、加工性が大変良い。材は緻密、強靭で、耐朽性に特に優れ、光沢

美しく、芳香がある。日本産の針葉樹ではヨウヤマキに次いで優秀な木材で、大型建築物から個人住宅までのあら

ゆる建築材、様々な器具材、仏像、彫刻物、曲物など実に広い用途がある。幾内地方の弥生時代から古代の建築物

や生活の様々な器具類、容器類、祭万E具、木簡などに最も良く利用されてきた木材である。当遺跡出土材は平安時

代の曲物の根1板かと思われるもの、大足の 3点である。大足は転用と考えられる。東北地方でのヒノキの天然分布

とそこからの木材生産は考えられず、いずれも関東地方以西の地方から持ち込まれたものであると考えられる。

4.モ ミ属 Abies マツ科

写真図版 2■ 4a～c(MYG 4215)

出土材は透明感のある黒褐色をしていて、一見スギ材に良く似ている。年輪の明瞭な針葉樹材で、早材、晩材と

も幅広く、早材から晩材への移行は緩やかからやや急である。仮道管にらせん肥厚はなく、樹脂細胞は全くないか、

希に年輪界付近にある。放射組織は柔細胞のみからなり、その垂直、水平壁は厚く、多数の単壁孔がある。これら

の形質からモミ属の材と同定した。

モミ属には全国の暖温帯に広く分布するモミのほか、太平洋側地域では冷温帯に多いウラジロモミ、東北地方の

亜高山帯にはアオモリトドマツ等があり、その材構造での区別は困難である。しかし、分布から考えると当遺跡出

土材はモミであるとみなされる。

モミは東北地方中部以南の本州、四国、九州の暖温帯から冷温帯下部にかけて普通に生える針葉樹で、幹径1.5メ ー

トル、樹高30メ ートルになる大高木である。材は木理通直で割裂性がよく、加工は容易だが、肌目が粗 く、軽軟で、

狂いやすい等の欠点がある。各種建築材、箱ものなどの器具材、小細工もの、棺桶、卒塔婆などの用途がある。当

遺跡出土材は大足の部材と考えられるもの、穴のある板材、曲物の側板と思われるものなど4点で、いずれも平安時

代のものである。

5.アカマツ Pinus densiflora Sieb.et Zucc.マ ツ科

写真図版 25a～ c(MYG 4205)

年輪幅の広い針葉樹材で、広い早材部と晩材部を持ち、早材から晩材への移行は緩やかである。早材部仮道管は

やや太 く断面方形、晩材部仮道管は接線方向に長い扁平な長方形で壁が厚い。垂直樹脂道およびその周囲の分泌細

胞が壊れた大きな空隙が年輪のあちこちに存在する。放射組織は単列のものと水平樹脂道を持つ紡錘形のものがあ

り、柔細胞、放射仮道管、それに水平樹脂道を取り囲む分泌細胞からなるが、分泌細胞はほとんど壊れている。分

野壁孔は大きな窓状で 1個、放射仮道管の内壁の肥厚は著しく歯牙状になる。以上の形質からアカマツの材と同定

した。

アカマツは本州、四国、九州、それに朝鮮半島の冷温帯から暖温帯にかけて普遍的に分布する常緑高木で、とく
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に冷温帯および内陸部に多い。幹直径 1メ ートル、樹高30メ ートルを越え、樹脂を多量
に含む。材は淡黄白色で心

材は赤身を帯び、木理は通直で肌は粗い。樹脂が多いので加工が難し
いが水湿に良く耐える。当遺跡出土材は平安

時代の木材1点である。

6。 トウヒ属 Picea マツ科

写真図版 26a～c(MYG 4290)

年輪幅が比較的広い針棄樹材で、晩材部にしばしば 1ないし数個集まった小さめの垂直樹脂道
を持つ。早材部仮

道管は細 く断面多角形で、放射壁の有縁壁孔は通常1列である。早材部から晩材部
への移行は緩やかで晩材部は広い。

放射組織は水平樹脂道を持つ紡錘状と単列状とがあり、柔細胞、放射仮道管、
エピセリウム細胞からなる。柔細胞

の垂直・水平壁は厚 く、多数の単壁孔があり、モミ型壁孔となる。放射仮道管の内壁
に時として鋸歯状の突起があ

り、有縁壁孔は小さく、断面で有縁部が角張ることが多い。分野壁孔は小さ
いトウヒ型で 2～ 4個ある。以上の形

質からトウヒ属の材と同定した。

日本の亜寒帯から亜高山帯、冷温帯にはいくつかのトウヒ属の種が分布する。北海道
にはエゾマツ、北海道と東

北の一部 (早池峰山)にアカエゾマツが、本州にはエゾマツの変種のトウヒが広く分布し、本州中部の冷温帯
から

亜高山帯にかけてハリモミ、イラモミ等が、そして中部山岳地帯の冷温帯に限られ
た分布をするものとしてヒメバ

ラモミ(アズサバラモミを含む)、 ヤツガタケトウヒがある。これらのうち
ヒメバラモミは仮道管内壁に明瞭ならせ

ん肥厚を持つことにより他のすべての種と区別されるが、他の種は互いによく似て
おり、識別は出来ない。最終氷

期の堆積層から得られたサンプル 6点はすべてトウヒ属の材であつた。当遺跡から出土し
た毬果にはトウヒ属 A、

C、 E、 Uの 4つ のタイプが認められたが、Aは トミザフトウヒに当たるものであり、Cは ヒメバラモミに、Eは A

の未熟な毬果と思われるもの、Uは保存不良でいずれとも識別できないものである。トミザフトウ
ヒは現生のアカ

エゾマツ、ヒメバラモミ双方によく似たものである。材もこれに一致すると考えられる。

7.ヤナギ属 Sal�  ヤナギ科

写真図版 37a～ c(MYG 4275)

中～小型の楕円形の道管が均―に年輪内に分布する散孔材で、年輪界付近になる
と道管はやや細 くなる。道管は

単独あるいは 2個が放射方向に複合する。道管の穿孔は単一、道管相互の壁孔はやや大きめの小孔紋
で交互状に密

に分布する。道管内壁にはらせん肥厚は無い。放射組織は単列異性で、道管
―放射組織間壁孔は大振 りの多角形な

いし楕円形で密に集まり、蜂の巣状を呈する。以上の形質からヤナギ属の材と同定し
た。

ヤナギ属は広く全国の山野や水湿地に普通に生える落葉高木～低木で、特に湿地
に多い。多数の種があり、材構

造で区別するのは困難である。材は一般に軽軟で脆 く、箱物やマッチの軸、薪炭材な
どの用途がある。また、低木

性のコリヤナギなどは枝条が柔軟で、初Π行李などの編物に用いられる。本遺跡出
土材は平安時代の杭材 4点で、遺

跡の手近にあった樹木を切って利用したものといえる。

8. クリ  Castanea crenata Sieb.et Zucc,  ブ、オ不斗

写真図版 38a～ c(MYG 4232)

年輪の始めに丸～楕円の大道管が 1～ 3層に並び、晩材部では小道管が集まって火炎状の紋を
なす環孔材で、遺

跡出土材の心材部では漆黒のタンエン様物質が放射組織細胞及び木部柔細胞に充填
して、材は堅 くなって保存性が

大変良い。道管の穿孔は単一、側壁の壁孔は丸い小孔紋で交互状、道管内壁には薄壁
のチローシスが発達する。木

部柔組織は散在状あるいは単接線状で晩材部で目立つ。放射組織は単列同性、道管
―放射組織間の壁孔はサイズが不
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揃いな楕円形でその長軸の向きは様々である。これらの形質からクリの材と同定した。

クリは北海道南部以南の全国の冷温帯から暖温帯に広く分布する落葉高木で、幹径 1メ ートル、樹高20メ ートル

に達する。成長が早く、二次林、いわゆる雑木林によく生える。材はやや堅硬で割裂容易、耐朽性、耐湿性に優れ、

特に心材部の保存性は極めて高く、力日工は容易ではないが、優秀な木材である。大材が得られるので大型建築物の

柱材や上台、各種器具材をはじめ、ありとあらゆる用途がある。また特に耐湿性と耐朽性に優れているので家の上

台、土木用材、木造の橋、鉄道枕木などに用いられた。本遺跡出土材は縦材、横架材、屋根材などの建築材が中心

で15点ある。クリ材が多用された縄文時代に比べれば出土量は多くはないが、建築、土木材に比較的よく利用され

たことがうかがえる。当遺跡出土材は61点 と大部分を占め、その内訳は弥生後期の杭材が45点で、その他は弥生後

期の滑車状の本材 2点、平安時代の杭 2点、割材などである。クリ材は保存性が良く水湿に強いので杭材への利用

は材質に良く適合している。

9.ク ヌギ節 Quercus sect Aegilops ブナ科

写真図版 39a～c(MYG 4220)

年輪の始めに丸い大道管が 1ないし数層並び、晩材部では中～小型の丸い道管が単独でまばらに放射方向に並ぶ

環孔材で、道管の穿孔は単一である。木部柔組織は 2～ 3細胞幅の独立帯状で晩材部でよく目立つ。放射組織は単

列同性と非常に大きな複合放射組織があり、後者にはしばしば大型の結晶細胞を含む。道管―放射組織間壁孔は概

状である。以上の形質からコナラ属のうち、落葉性のコナラ亜属の中のクヌギ節のクヌギ、アベマキのいずれかの

材であると同定した。

クヌギは東北地方南部以南の暖温帯の、特に二次林や河辺の水湿地によく生える落棄高木で、特に農村部の集落

内外に多い。幹は通直にのび、成長が早く、樹高15メ ートル、幹径60セ ンチくらいになる。材はやや堅硬で木理は

粗 く、割裂が容易である。柄類、桶類、車軸、舟の櫓など、最近では椎茸栽培の原木に用いる。アベマキは主に東

海地方以西の暖地に生える落葉高本で、材質、用途等はほとんどクヌギと同じである。クヌギ節の材は縄文時代か

ら利用されるが、特に弥生時代においては柾目の大板が主として農具に大量に用いられる。関東以北や中部地方の

内陸部では木製の農具はほとんどがクヌギ節の材である。当遺跡からは弥生中期の直柄の鍬1点 と用途不明材1点が

出上している。

10.コ ナラ節 Quercus sect.Prinus ブナ科

写真図版 410a～ c(MYG 4250)

年輪の初めに大道管があって、晩材部では小道管が火炎状に配列してクリに似た環孔材だが、大きな複合放射組

織を持つことから区別され、ヨナラ節の材と同定した。

コナラ節には北海道南部から九州までの冷温帯下部から暖温帯の二次林に広く分布するコナラ、北海道から九州

までの冷温帯から暖温帯上部に広く分布するミズナラ、主に中部地方以西の冷温帯から暖温帯に希に分布するナラ

ガシワ、北海道から九州の冷温帯、暖温帯に分布するカシワなどがあるが、材構造での区別は困難である。ヨナラ

は幹径50セ ンチ、樹高20メ ートルくらいになる落葉高木で、材質はやや堅く、肌目は粗い。建築材、器具材、薪炭

材に用いられる。ミズナラは幹径1メ ートル、樹高30メ ートルになる落葉大高木で、材質は大変よく、重硬で緻密な

ため力日工は難しいが木目美しく仕上がりが重厚で家具材としては第1級である。机、テーブル、書庫などの家具材の

ほか建築材、各種器具材など極めて広い用途がある。ミズナラ、ヨナラとも薪炭材、椎茸のほだ木に用いられる。

当遺跡出土材は弥生中期の杭、半割にした打ち棒状の本材各 1点である。
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11.モ クレン属 MagnOlia モクレン科

写真図版 4 1la～ c(MYG 4288)

薄壁で多角形の小道管が単独あるいは数個、おもに放射方向に複合したものが均―に分布する散孔材で、道管の

穿孔は単一、側壁の壁孔は階段状である。放射組織は 1～ 3細胞幅の同性で背が高く、スマー トである。これらの

形質からモクレン属の材と同定した。

モクレン属にはいくつかの種があるが、出土材は冷温帯から暖温帯上部にあって下駄や版木などによく用いられ

るホオノキと、暖温帯から冷温帯にかけて広く分布し、特に二次林に普通に生えるコブシのいずれかである可能性

が高い。コブシも材質は軽軟、均―で加工性がよく、ホオノキと同様に用いられる。当遺跡出土材は弥生中期の割

材1点である。

12. サクラ属 Prunus バラ科

写真図版 412a～ c(MYG 4271)

精円形の小道管が単独あるいは 2～ 3個が放射方向や斜めの方向に複合して密に分布する散孔材で、道管の穿孔

は単一で、側壁の壁孔は小孔紋で交互状、内壁には顕著ならせん肥厚がある。木部柔組織は散在状で目立たない。

放射組織は 1～ 4細胞幅くらいの背の高い紡錘形で、構成細胞は大振りで、同性にやや近い異性である。道管内に

はしばしば黒褐色の充填物があり、遺跡出土材では濃い赤褐色に着色して保存性がよい。以上の形質からサクラ属

の材と同定した。

サクラ属には本州の暖温帯に広く分布するヤマザクラを始め、多数の種があり、材構造は互いに似ている。出土

材は多少ヤマザクラに似るが、それとは言い切れないのでサクラ属と言う同定レベルにとどめた。ヤマザクラは東

北南部以南西の暖温帯に普通に生える落葉高木で、幹径60セ ンチ、樹高15メ ートルくらいになる。材はやや緻密堅

硬で割裂容易で耐久、保存性が高く、加工性もよい。柱、天丼板、床板、敷居などの建築材、和洋家具、各種器具

材、小細工ものなど、広い用途がある。樹皮はいわゆる桜皮で樺細工に用いる。本遺跡出土材は平安時代の丸木杭

1点である。

13.ウ ツギ属 Deutzia ユキノシタ科

写真図版 513a～ c(MYG 4222)

薄壁多角形の微細な小道管が数少なく、しかも極めて均―に分布する散孔材で、導管の穿孔は横棒の数が非常に

多い階段状、放射組織は 2～ 4列で幅が狭いが極めて背が高い異性で、構成細胞が大振りである。これらの形質か

らウツギの材と同定した。

ウツギは北海道南部以南の陽光地に生える落葉低木で、幹の直径はわずか数センチにしかならないが、材は堅 く

て粘りが強いので、木釘や櫛状のものに用いることがある。当遺跡出土材は平安時代の丸木杭1点である。

14. トチノキ Aesculus trubinata Blume トチノキ科

写真図版 514a～ c(MYG 4203)

薄壁で角張つた楕円形の小道管が単独あるいは放射方向に 2～ 4個複合して均―に密に分布する散孔材で、道管

の穿孔は単一、側壁の壁孔はやや大きめの丸い小孔紋で交互状で密に分布し、内壁に繊細ならせん肥厚がある。放

射組織は単列同性で層階状に並び、道管との壁孔はやや大きめの小孔紋で交互状に密に並ぶ。これらの形質からト

チノキの材と同定した。

トチノキは北海道南部から九州にかけての冷温帯から暖温帯上部に分布する落葉大高木で、沢沿いの水湿地に多
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く、幹径 1メ ートル以上、樹高20メ ートルになり、枝を大きく広げる。材は柔らかく肌目が緻密で木理美しく加工

しやすいが、狂いやすい。建築材、家具材を始め様々な用途があるが、特に漆器木地と大型の割物に重用される。

本遺跡出土材は平安時代の割物の皿 3点である。

15.ム ラサキシキブ属 Callicarpa クマツヅラ科

図版 515a～ c (MYG 4256)

やや壁が厚く楕円形の小道管が単独あるいは 2～ 3個放射方向に複合して密度低 く均―に分布する散孔材で、道

管の穿孔は単一、側壁の壁孔は小孔紋で交互状に密にある。放射組織は13細胞幅でスマー トな紡錘形で異性である。

以上の形質からムラサキシキブ属の材と同定した。

ムラサキシキブ属には全国の山野に普通のムラサキシキブを始めコムラサキ、ヤブムラサキなど数種があり、い

ずれも落葉低木である。ムラサキシキブは地際からまっすぐなシュートを出すので太さが手頃なまっすぐな棒が得

易い。材は堅 く緻密で粘りがあり、カロエも容易である。当遺跡出土材は弥生中期の丸木の杭 1点である。

表 1 富沢遺跡第104次調査出土木材の樹種

標本番号

MYG-4201

MYG-4202

MYG-4203

�狂YG-4204

h/1YG-4205

NIYG-4206

MYG-4207

MYG-4208

MYG-4209

MYG-4210

�IYG-4211

hrIYG-4212

�IYG-4213

�IYG-4214

MYG-4215

�IYG-4216

MYG-4217

�fYG-4218

A/1YG-4219

�IYG-4220

MYG-4221

�IYG-4222

�笙YG-4223

�IYG-4224

�IYG-4225

�IYG-4226

MYG-4227

樹種名

トチノキ

トチノキ

トチノキ

クリ

アカマツ

ヒノキ

クヌギ節

クリ

カヤ

カヤ

ヨナラ節

モミ属

カヤ

カヤ

モ 属ヾ

モミ属

ヒノキ

クリ

ヒノキ

クメギ節

モミ属

ウツギ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

登録 No 地区

L l     I

L 2     1

L 3     1

L 4     1

L 5     1

L10  1

L29  1

L l18    Ⅱ

L l19    Ⅱ

L120    11

L164    1V

L191    1V

L196    1V

L197    1V

L198    1V

L200    1V

L206    1V

L207    1V

L227   3′ミル ト

L242    11

L243     】ヒに,

L24  1

L25  1

L27  1

L28  1

L38  1

L39  1

層位  遺構

5

5

5

6

5上面

5

7

6

5

5

7

SD-1

SD-1

SD-1

SD-1

SX-1

SX-1

SX-1

SX-1

10

4C中

5

6

7

7

7

7

木材の種別

皿

皿

皿

滑車状丸木

不明

曲物底板 楕円形

不明

滑草状丸木

大足部材 ?

大足部材 ?

打棒 ?

大足部材 ?

大足側板 ?

有孔板材

有孔板材

容器側板 ?

不明   容器側板 ?

不明   織機類の部材 ?

大足

直柄鍬

不明

杭    丸木

材    割材

材    丸木

材    半裁丸木

杭    割材

杭    割材

木取 り  時代

横木取 り 平安

平安

平安

心持丸  弥生後期

平安

柾目   平安

弥生中期

心持丸  弥生後期

平安

平安

半裁心持丸 弥生中期

平安

平安

板目   平安

板目   平安

柾目   平安

板目   平安

柾目板  平安

柾目   平安

柾目   弥生中期

平安

心持丸  平安

弥生後期

心持丸  弥生中期

心持半丸 弥生中期

ミカン割 弥生中期

ミカン割 弥生中期
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MYG-4228

�IYG-4229

�【YG-4230

A/1YG-4231

MYG-4232

MYG-4233

MYG-4234

A/1YG-4235

WIYG-4236

MYG-4237

A/1YG-4238

�IYG-4239

MYG-4240

h/1YG-4241

WIYG-4242

MYG-4243

�IYG-4244

MYG-4245

A/1YG-4246

MYG-4247

h/1YG-4248

h/1YG-4249

MYG-4250

MYG-4251

�IYG-4252

MYG-4253

MYG-4254

h/1YG-4255

MYG-4256

A/1YG-4257

MYG-4258

MYG-4259

A/1YG-4260

WIYG-4261

A/1YG-4262

WIYG-4263

MYG-4264

MYG-4265

MYG-4266

MYG-4267

h/1YG-4268

MYG-4269

MYG-4270

�【YG-4271

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

コナラ節

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

ムラサキシキブ属

クリ

クリ

イヌガヤ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

サクラ属

L40

L41

L44

L45

L46

L47

L51

L54

L57

L59

L60

L64

L70

L71

L73

L76

L77

L82

L87

L90

L91

L92

L94

L95

L96

L97

L99

L102

L106

L l14

L l15

L l16

L l17

L136

L137

L138

L140

L142

L143

L145

L146

L147

L148

L209

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

材

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

材

材

材

材

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

SX l 杭

角材

割材

割材

角材

割材

割材

割材

割材

割材

角材

角材

割材

割材

角材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

角材

丸木

割材

丸木

丸木

割材

角材

割材

割材

割材

角杭 ?

割材

割材

割材

割材

割材

丸木

心去角

ミカン割

心去角

ミカン割

ミカン割

ミカン割

心去角

心去角

ミカン割

心去角

ミカン割

ミカン割

ミカン割

ミカン割

ミカン割

心去角

心持丸

ミカン割

心持丸

心持丸

ミカン割

心去角

心去角

心持丸

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

平安

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

III

III

III

III

III

III

III

III

III

III

IV
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�IYG-4272

MYG-4273

MYG-4274

�IYG-4275

A/1YG-4276

�IYG-4277

MYG-4278

MYG-4279

�生YG-4280

�[YG-4281

�IYG-4282

A/1YG-4283

MYG-4284

MYG-4285

h/1YG-4286

h/1YG-4287

WfYG-4288

A/1YG-4289

h/1YG-4290

MYG-4291

�IYG-4292

�生YG-4293

�笙YG-4294

MYG-4295

クリ

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤナギ属

ヤオギ属

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

クリ

モクレン属

クリ

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

トウヒ属

L212    1V

L213    1V

L214    1V

L216    1V

L217    1V

L234   3rミ ル ト

L235   3ンミル ト

L236   3′ミル ト

L244 北中区
L245  北中区
L247  北中区
L248 北中区
L250 北中区
L252  北中区
L253  北中区
L258 北中区
L260  北中区
L263  北中区
S l  北区
S 2  北区
S 3  耳ヒ区
S 4  耳ヒ区
S 5  北区
S 6  北区

SX l 杭

SX l 杭

SX l 杭

SX l 杭
SX l 杭

材

材

杭

SD 2 杭

SD 2 杭

SD 2 杭

SD 2 杭

SD-2 杭

SD 2 杭

SD 2 杭

SD 2 材

SD 2 材

SD 2 材

樹根

樹根

樹根

樹根

樹幹

樹幹

心持丸  平安

心持丸  平安

心持丸  平安

心持丸  平安

心持丸  平安
ミカン割 弥生後期

弥生後期

平安

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

弥生中期

ミカン割 弥生中期

弥生中期

弥生中期

旧石器

旧石器

旧石器

旧石器

旧石器

旧石器

6

6

5

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

30

30

30

30

30

30

丸木

丸木

丸木

丸木

丸木

割材

板材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

割材

自然木

自然木

自然木

自然木

自然木

自然木

表 2 富沢遺跡第104次調査出上材の樹種組成

旧石器

樹幹・樹根

弥生中期

杭 その他 小計
弥生後期

小計

平安

杭 大足 (?)皿  その他 小計
総計

ク リ

トウヒ属

カヤ

モミ属

ヤナギ属

トチノキ

ヒノキ

クヌギ節

コナラ節

イヌガヤ

ムラサキシキブ属

モクレン属

アカマツ

ウツギ

サクラ属

45       8    53

2

1

1

2

2

1

1

1

5 1      3

1     4

3     4

4

3

2     3

1  ユ

1

1

61

6

4

4

4

3

3

2

2

1

1

1

1

1

1

総  計 47      13    60 5 8     5       3       8    24
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lc 柾目×400laカ ヤ (MYG-4214)木口×40 lb同 板目×100

2aイ ヌガヤ (MYG-4259)木 口×40 2b同 板目×100 2c同  柾目X400

3aヒ ノキ (MYG-4206)木 口×40 3c同 柾目×400
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5aア カマツ (MYG-4205)木 口×40

4aモ ミ属 (MYG-4215)本 国×40 4b同  板 目X100 4c同  板目×400

5b同  板目×100 5c同  柾 目×400

(MYG-4290)木 口×40 6b同  板目×100

写真図版 2

6c同  柾目×400
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第 5節  出土木材の樹種
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第 6節 30層出上の大型植物化石

第 6節 30層出土の大型植物化石
吉川 純子 (古代の森研究舎)

1. はじめに
今回の調査は北区と南区の2ヶ 所の発掘区で行われ、北区では比較的未分解の泥炭層である30層が全面に残存し

ていた。南区はこの堆積層はごく一部にしか分布していなかった。30層は富沢遺跡第30次調査の基本層26層相当層

と考えられ、最終氷期最寒冷期に堆積したと推定される。層上面は緩やかな起伏があり、北西部のやや高くなって

いる部分から多量の材、棄、毬果を産出している。また、同部分からシカのフンも検出されている。
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2.同定結果
分析に供した試料は現地で取り上げられた毬果144試料、及び水洗用のブ

ロックサンプル7試料である。ブロック

サンプルは50セ ンチ四方ほどを採取し、ほとんどを毬果の検出にあて、100cCほ どを水洗節
い分けし、細かい植物化

石を取り出した。現地取り上げ試料は表1に、ブロック試料は表 2に同定結果をまとめた。

現地取り上げ試料はトウヒ属 Aが 42個、 トウヒ属 Cが34個、トウヒ属 Eが 7個、 トウヒ属 Uが59個、残りはカ

ラマツ属と木材片であつた。また、これらのほかに試料番号のついていな
い試料があり、これらはすべてチヨウセ

ンゴヨウの種子であつた。毬果の分布は北西部に集中して、樹下の様相を呈するが、大きな根株
はない。おそらく

さらに北寄りに根株があり、そこから供給されたのではないかと思われる。

ブロック試料は、A～Fま では毬果や針葉樹の葉を多く含んでいそうな泥炭、Gはやや粘性の高い明る
い褐色の堆

積物を採取した。A～Fは、トウヒ属とカラマツ属の葉を大変多く産出し、B、 C、 E、 Fか らはトウ
ヒ属の毬果を、

A、 E、 Fか らはグイマツ近似種の毬果を産出した。Aからは、チョウセンゴヨウ、キイチゴ属も産出している。未

分解の泥炭ではあるが、 トウヒ属、カラマツ属以外の植物化石はほとんど含まれておらず、これらの葉が多量に供

給されていたと思われる。また、色調の違うGは、細かい植物片が多量に含まれているものの、毬果、葉と
いつた

植物化石は含まれず、スゲ属をわずかに産出したのみであつた。これは、ほぼ円形
に堆積しており、形状などから、

湿地に見られる谷地坊主 (草本の単子葉類の大きな株の成長した高まり)ではな
いかと思われる。

南区で古地表面に亀甲状のひび割れ模様が確認されたり、第88次調査で古地表面の波打
ちが見られたように、当

時はかなり降雪量が少なく、表上の凍結乾燥が繰り返されていたと考えられる。また、やや高
い場所にはトウヒ属、

グイマツ近似種、わい性のカバノキ属などが生育し、あちらこちらに谷地坊主がある様な湿原であ
つたと思われる。

また、これらの堆積層は長い年数に堆積したものではなく、ある年に堆積した植物がその上の堆積層
に短時間にパッ

クされ、酸化を免れた植物化石だけが残ったものではないだろうか。

3.産出した分類群の形態記載
トウヒ属 A(μθια A):毬果は円筒形で先端が少し開き、種鱗の縁がやや波打ったり、しわができている。第30次

調査で鈴木敬治氏がトミザワトウヒとしたもので、北江古田遺跡などで南木睦彦氏
がヒメマツハダ近似種とした毬

果と類似する。なお、ヒメマツハダは現在ヤツガタケトウヒと同一種とされる。

トウヒ属 C働 切 C):毬果は倒卵形で先端はやや尖り、種鱗の縁は比較的厚 くしわが目立たない。第30次調査で

鈴木敬治氏がコウシントウヒとしたもので、南木氏がヒメ
バラモミ近似種としている毬果に類似する。

トウヒ属 E(′″ιια E):毬果はやや小さく、種鱗も全体に小さく、細い。 トウヒ属 AあるいはCの幼果ではな
いか

と思われる。

トウヒ属 UΥ力ια U):風化され、表面の形態がわからなくなっている毬果である。

グイマツ近似種 (Lαtt cf.O%肋 2″):やや風化された毬果は、長さ10ミ リメートルほどで、種鱗の反り返り
が無

く、種鱗の数が20枚前後とカラマツよりも少ない。第88次調査ではグイ
マツ及びグイマツ近似種としたが、種鱗の

数が少ないものが多く、種鱗がやや反るものがほとんど見られないため、シ
ベリア東 。中部に分布するダウリアカ

ラマツにより近似する可合2隆がある。

カラマツ属 (Lαtt sp):グ イマツ近似種 と思われるが、表面の風化がはげしく、同定が不可能な毬果である。

チョウセンゴヨウ 管物熔 力θ紹″%sA):三角形の厚い壁を持つ種子である。食痕のある種子はなく、半分に割れた

種子も産出した。表以外に現地取り上げで35個の種子が採取されている。

カバノキ属 (a物協 sp.):葉 を、基部をのぞいて、ほぼ完形で取り出すことができた。長さは2セ
ンチメートルほ

ど、広卵形で鋭頭、縁は不整鈍細鋸歯があり、側脈は6対、基部は切形である。北海道アポイ岳特産
のアポイカンバ



表 1 富沢遺跡第104次30層産出現地取り上げトウヒ属毬果同定結果
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イ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
15

16

17

18

19

20
21

22
23
24

Picea U  49 Picea A
Picea U  50 Picea C
Picea A  51 Picea c
Picea E  52 Picea C
Picea C  53 Picea U
Picea C  54 Picea U
Picea C  55 Picea U
Picea C  56 Picea A
Picea A  57 Picea U
Picea U  58 Picea C
Picea U   59 Picea c
Picea U  60 Picea A
Picea U  61 Picea u
Picea U  62 Picea A
Picea C  63 Picea C
Picea C  64 Picea A
Picea A  65 Picea A
Picea U  66 Picea A
Picea U  67 Picea C
Picea A  68 Picea C
Picea A  69 Picea A
Picea U  70 Picea u
Picea A  71 Picea A
Picea A  72 Picea E

Picea A
Picea A

Picea U
Picea A

Picea C
Picea C

Picea U
Picea A
Picea U

Picea A
Picea C
Picea A
Picea C
Picea A
Picea A
Picea U
Picea C
Picea A
Picea C

Picea C
Picea C
Picea U
Picea E

Picea U

Picea U

Picea E

Picea A
Picea A
Picea C
Picea C

Picea A
Picea E

Picea A

Picea C
Picea U

Picea A
Picea U

Picea U

Picea U

Picea U

Picea U

Picea U

Picea A
Picea C
Picea U

Picea U

Picea E

Picea U

Picea C
Picea E

Picea A
Picea A

Picea U
Picea C
Picea A
Picea U

Picea A
Picea U
Picea U
Picea C

Picea U
Picea A
Picea U
Picea U
Picea U
Picea C
Picea C
Picea A
Picea A
Picea U
Picea u
Picea U

Larlx U

Picea U
Picea U

Picea U
Picea U
Picea U

Picea U
Picea A
Picea A

Picea C
Picea U
Picea U
Picea C
Picea U

Picea U
Picea U
Picea C
Picea A
Picea U
Picea U
Picea A
Picea U

25
26

27
28
29
30
31

32
33
34
35

36
37

38
39

40
41

42
43
44
45
46
47
48

73
74
75

76
77
78

79

80
81

82

83
84
85
86
87
88
89
90
91

92
93
94
95
96

97

98

99

100

101

102

103

104
105

106

107

108

109

110

111

112

113

114
115

116

117

118

119

121

122
123
124
125

126

127

128

129
130
131

132
133

134
135

136
137

138
139

140
141

142
143
144120 Picea U

合計 Picea A

Larix U

Picea C

材片

４２

‐

３４

‐

Picea E 7   Picea U 59

トウヒ属バラモミ節 乃 盟 sect,Eupicea  葉
グイマツ近似種  ら.ci伽】カガ    毬果

トウヒ属C
トウヒ属U

カバノキ属
キイチゴ属

爵b92C
盈 吻 U

挽 サEZ/2 Sp.     葉

=ybys sp.       核     1

多

１

多

多

１

多

多

　

多

２

多

　

多

１

　

多

　

多

多

２

多

３

果

果

毬

毬

葉カラマツ属 肋 泳 sp.

チヨウセンゴヨウ 角hrsるra,1"0む    種子

スゲ属     己誕銚 sp.     果実 1

や、シベリア東部の B枷廃θ能 に形態が類似するが、特定はできなかった。前者は尾根付近、後者は永久凍上の分
布する地域であり、当時の調査区の自然環境と、寒冷・少雪と言った点で似ている。

キイチゴ属 (R%う容 sp.):核 は腎形の表面に浅い彫紋がある。

スゲ属 に筋窃 sp.):果実は2面形、上部が狭い扇形で、柔らかく褐色である。

表 2 富沢遺跡第104次30層プロック試料大型植物化石分析結果
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なお、カバノキ属の葉の形態検討では、東北大学理学部の米倉氏に大変お世話になり、ご助言を項いた。ここに記

して感謝いたします。
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第 4章 調査成果のまとめと考察

第 4章 調査成果のまとめと考察
第 1節 本田跡の調査成果
1 第104次調査区検出水田跡と周辺調査区の水田跡の対応関係
今回の調査において検出された水田跡は、断面調査を含めると近代より古いものは、 2層・イ層 。5層 。7a層・

9a層・10a層の 6面が存在した。このうち平面的に調査を行えたのは 5層以下の 4面の水田層である。これら水田

層を、土壊の類似性と出土遺物およびこれまでの調査担当者の見解をまとめるかたちで、周辺調査区の水田土層と

対応させたのが第 1表である。

第104次 5層は、灰白色火山灰降下以前の平安時代を主とする水田層で、火山灰を含まない点で第15次 6層。第86

次 5層・第99次 7a層 に対応させることができる。第28次 5層 。第30次 7層 は層位的には近似する時期の水田層と考

えられるが、層中に灰白色火山灰のブロックを含むことから、後出か或いは火山灰降下後も継続的に使用された可

含ヒサ陛がある。

7a層は、上下の上層と比較すると明るい土層で、その下に黒色土とにぶい責褐色上が縞状に堆積しているという

特徴があり、これに類似する水田跡は第99次 10a層 。第13次 7層。第28次9a層などで確認できる。第104次7a層から

十三塚式土器が 1点出上したほか、第28次9a層からも十二塚式土器が出上している (佐藤 :1988)。 また、第28次 9

a層 に対比されている第15次調査9a層でも十三塚式上器が出上している (斎野 :1987)。

9a層・10a層水田跡については、第 2章第 2節 4・ 5で も述べたように、隣接の第99次調査12a層・14層 にそれぞ

れ対応させた場合、出土遺物での第99次調査の年代観をそのまま援用すると、桝形囲式期と桝形囲式期以前となる

が、第104次調査10a層 の層相は、第 5。 7次調査7c層 。第13次調査12a層・第28次調査■a層に対応できるものと

観察される。また、第15次調査及び第40次調査13b層で確認された桝形囲式期以前の水田域は、東西47m。南北23.5

mの比較的狭い範囲を耕作域としており、同様の状況は同じく桝形囲式期以前の第28次調査1lc層でも認められて

いる。これに対して、第104次調査10a層の水田域は、第99次調査14層水田跡を合わせると東西■Om以上。南北100

m以上の広大な面積となる。各調査区の層相と、比較的小規模な水田域の開発から大規模な水田域への拡大という

発展仮説、畦畔の規則的方向性の関連 (第 3図)を重視し、本文では、第104次調査10a層 を桝形囲式期以前となる

可能性のあることを考慮したうえで、第13次調査12a層 。第28次調査1la層等の桝形囲式期水田に対応するものと考

第 1表 第104次調査区と周辺調査区との水田土層対応表

時代 。時期 ＼ 調査区 99次 104次 5・ 7次 13次 15次 17次 28次 30ツk 86ツk

To a降下前の平安時代 イ (3)

(奈良時代～) 平安時代 5 (5) (7) 5

∫

6

7(古墳中期)

8a―② (古墳後期)

8a一④ (古墳後期 )

8c  (古墳前期)
8d  (弥生後期)

弥生中期・十三塚式期 5 7 9

∫
11 10b

■a-10

弥生中期・桝形囲式期 12a=9a 12a 1la 11

弥生中期・桝形囲式期以前 一一　

―

遺物 i土相
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第1節 水田跡の調査成果

えたい。この場合、第104次調査9a層の水田跡については、第28次調査10b層 に対応する桝形囲式期から十二塚式期

との対応が可能である。

2 5層水田跡の企画
富沢遺跡における平安時代の水田跡については、条里型土地割の存在が認められている。その特徴としては、地

割線の方向は真北を基準とし、地割線の間隔は107～ 110mの ものが多いこと、南北900m。東西1100mの範囲に東西

方向に 9条 。南北方向に11条の地割線が推定復元されること、地割線にあたる大畦畔の交点は異なる坪間における

水口として機能していた可能性があることなどが指摘されている (平間 :1991)。

本調査の 5層水田跡は、上限が 8世紀代に逆上る可能性があり、下限は915年の灰白色火山灰降下以前であること

は既に述べたとおりである。調査区の I区は、復元された地割畦畔の東西畦畔 N3に あたり、北西区は南北畦畔 E2

と東西畦畔 N3の交点にあたる。N3に あたる畦畔は I区では東壁の断面で検出されただけであるが、北西区・北中

区では平面的に検出することができた。方向はN-88° 一Wで、真東西方向から2°程ずれている。南北の地害J畦畔に

ついては、「水口としての機能」のためによるものか、北西区で畦畔の一部しか検出することができなかったが、そ

の位置は第99次調査Ⅲ区で検出された大畦畔 (南北地割畦畔E2)の真北基準線の延長上にあたり、東西地割畦畔

N3と 交差する。交点をさらに50m北に延長すると、第86次調査区の CesD-2濤 に繋がる (第 2図 )。

このように 5層水田跡は、大きくみると条里型土地割の企画のなかに計画されている水田跡として位置づけられ

る。しかし、地割畦畔が真北基準の方向性を有しているのに対して、今回検出された坪内の畦畔は、地形の傾斜の

影響を強く受け、畦畔方向の一定性や連続性に欠け、水田区画の方向や各区画の大きさに企画性は認めがたい。

3 7a層水田跡と杭材
7a層水田跡は、出土土器と周辺調査区との上層の対応関係から、弥生時代中期後半の十二塚式期の水田跡と考え

られる。畦畔は、10a層・9a層 の畦畔を踏襲する大畦畔以外は、他に数条の畦畔が検出されたに過ぎず、水田の区

画については不明な点が多い。このような状況にあって、7a層水田跡では、濤に伴う杭列 (I tt SD-1杭列・北中

区SD-2杭列)と 、水田の区画に関わる杭列 (Ⅲ区杭列 1・ 2)、 及び材木列 (I区材木列)等の遺構が検出され

た。

7a層検出の杭列に使われた材は、第 2章第 2節 6で述べたように、97%が分割材を利用した「割杭」で占められ

るという特徴がある。この割杭は、縦に分割する以前の切断痕跡を残しているものは存在するが、他には割り面以

外の加工の痕跡が無いものが全てであり、割った後に先端を尖らすための再加工は行われていないという特徴も具

備している。また、杭の素材としてはクリ材がほとんど占めている。

7a層の杭材に姑して、 5層水田跡 (Ⅳ区 SD-1・ SX-1遺構を含む)に関連すると考えられる杭材は、丸材を

主体とし、先端に 2次的な加工を施しているものが多数を占めている(第 2章第26～28図 )。 このような差異が生じ

た要因としては、 5層の時代と7a層の時代とで、杭材の作製 (生産)における技術体系に違いがあることが考えら

れる。その主因としては、時代的背景を考慮すると、鉄器の普及度合いの差異に他ならないと思われる。すなわち、

7a層段階は、仙台市中在家南遺跡 (工藤他 :1996)の弥生時代中期中葉段階と同じように、木製品類の製作は石斧

が主要工具の位置を占めており、石斧や楔等を使用して本材を縦に割る (分割する)こ とにより、木製品の原材を

はじめとする様々な材料を作製 (生産)していたものと理解され、この技術によって7a層の杭も製作されたものと

考えられる。

なお、7a層の割杭に残る切断面は、各加工面に僅かに凹みが認められることから凸刃の利器と考えられ、このよ

うな形態の道具としては太型蛤刃石斧を考えるのが妥当であろう。切断角は L-39=71°・L-41=71°・L-60=70°・
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L-96=67°・L-253=57° で中在家南遺跡の弥生時代中期中葉段階の出土遺物から復元された木製品・材全体の切断

角のピークや大径材の切断角の分布 と一致している (注 1)。

4 9a層水田跡
9a層の水田跡は、桝形囲式期から十三塚式期にかけての水田跡と考えられる。9a層の水田跡では、大型の畦畔は

比較的良く検出できたが、小型の畦畔は遺存状況が悪くほとんど検出できなかった。こうした状況の中で、大型の

畦畔 3-3′ と畦畔 1の間の地域は非耕作域となり、畦畔 1よ り北東の地域は 9層の分布域外であったことが明らか

になった。この発掘調査での所見は、耕作域のプラント・オパールの検出密度が耕作域の C・ D・ F地点でそれぞれ

2800・ 3700・ 9700(個 /g)と 高かつたのに対し、非耕作域の E地点では1900～ 500(個 /g)と低い値を示したこと
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と符合している。ただし、耕作域と判断したA地点のデータが、2900(個 /g)と 比較的高い値を示したことをどの

ように解釈するべきか、課題を残した。

水田域となっていた部分についてみると、本調査区では、大区画と中程度の区画を成す畦畔は検出されたが、最

小単位の区画は検出できなかった。9a層水田跡の最小区画を、層の対応関係から推定復元すると、第99次調査m区

12a層や第28次調査10d層のような、 1区画の面積が 2m2以下の小区画の水田であったと考えられる。

5 10a層水田跡
10a層水田跡は、桝形囲式期と考えられる。10a層水田跡では、大・中。小の各規模の畦畔が検出された。水田の

区画は、傾斜方向については大 。中規模の畦畔によって20～30mの間隔で大きく画されていることと、最小区画は

小畦畔によって平均6.7m2ほ どの小区画の水田となっていたことが明らかになった。しかし、等高線方向の大区画の

畦畔や中区画畦畔の存在については不明もしくは断定ができなかった。近接の調査地区の成果によると、等高線方

向の大区画を画する大畦畔としては、第99次調査の I区14層水田跡の東辺を区画する大型の畦畔がある (第 4図 )。

この大型の畦畔と同規模の畦畔については、第104次調査区の範囲内では検出されなかった。

10a層水田跡を、同期と考えられる周辺地域の水田跡の畦畔配置図とを合わせたのが第 5図である。この図による

と、傾斜方向 (北西から南東方向)の大区画の畦畔は比較的整然と20～30m間隔でほぼ平行に連続していることが

分かる。これに対して、等高線方向の大区画の畦畔は第28次調査区において方向の定まった明確なものが 1条検出

されているだけで、他にはあまり明確な大畦畔はない。その第28次調査区の大畦畔にしても連続性には乏しく、北

東では小規模の畦畔に置き替わっている。このようにみると、10a層水田跡と同期の水田については、傾斜方向の大

区画畦畔については、明確な計画性をもって作られ、継続的に使用されたが、等高線方向の畦畔については、特別

な部分以外は、その都度状況に応じて作られ、配水の支障となるような大畦畔は必ずしも必要とされなかった可能

性も考えられる。

水田跡の最小区画についてみると、既に述べたように、小畦畔の傾斜方向の間隔は約 2mと なっている。この幅

は、人間が左右に移動しないで、前後に移動するだけで田植えができる幅とほば一致することは興味深い。

第 2節 縄文時代早期と旧石器時代後期の調査成果
1 縄文時代早期の遺構と遺物
今回の調査では、25a層 。25b層から縄文時代早期後半と考えられる土器と石器が出上した。これらの遺物は南

区の南東部に集中し、そこから離れるにしたがって遺物の分布は希薄になる傾向が伺われた。遺物には、 3個体以

上の上器と、接合資料を含む劉片や割れた石皿等も存在している。これらの状況から、南区の南東部の近くに、住

居等の生活跡が存在する可能性が高いと考えられる。

遺構としては、遺物の集中部分から約15m東に離れた地点の25b層上面で「落し穴」が 1基発見された。

富沢地区の沖積地では、縄文時代早期段階でも人類の生活の痕跡が、下ノ内浦遺跡の早期前半日計式の 2軒の竪

穴住居跡をはじめとして、富沢遺跡第15次・ 28次・ 30次 。97次調査地点、山口遺跡など多くの調査地点で発見され

ている。今回の調査地点は、これまでの遺構・遺物発見地点よりもさらに北側の丘陵に比較的近い所にあたり、当

時の生活圏が広範囲に渡っていたことが明らかになった。また、この時期の「落し穴」は、丘陵部では多くの遺跡

で発見されていたが、沖積地では下ノ内浦遺跡で18基がまとまって調査されていただけで他では例がなく、分布状

況は不明であった。今回富沢遺跡でも落し穴が発見されたことにより、低地においても広い範囲で落し穴による狩

猟が行われていたことが明らかになった。
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2 旧石器時代後期の調査成果
30層から出土した毬果を放射性炭素年代測定したところ、19,150～19,200(年 P.B,)年前という結果が得られた。

この年代は、富沢遺跡第30次調査で行った旧石器時代後期の地層から出土した樹木
。木炭の放射性炭素年代測定で

得られた19,430～24,300(年 P.B.)と いう測定結果に近いものである。富沢遺跡第30次調査で検出された26層の腐

植上が連続的に本調査区まで続いていたとは確定できないが、同期の森林が存在していたものと理解される。また、

本調査30層の花粉分析においても、寒冷で乾燥した気候と、湿地林が分布する湿原のような環境が復元され、第30

次調査での分析結果と一致した。約20000年前、本調査区周辺は、富沢遺跡第30次調査地点から引き続き、南区の

ような比較的乾燥した微高地と北区のようなやや湿潤な低地とが存在していたと推定される。

30層では遺構・遺物は発見できなかったが、旧石器時代後期の自然環境の把握とその広がりを確認することがで
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きた。

第 3節 粗殻混入の弥生土器について
1 概殻混入弥生土器の類例
本調査の 6層中から出上した、胎上に粗殻が混入されている弥生土器の類例として、宮城県内では岩出山町一本

松遺跡 (佐藤他 :1984)と 仙台市大野田古墳群 (未報告)から出上した資料がある。一本松遺跡では、広範囲から

表面採集された千点を超える資料中に19点の粗殻混入土器が存在したことが報告されている。一本松遺跡の概殻混

入の上器は、地文は縄文・撚糸文で、沈線による文様や口縁部が】巴厚するものが認められるが、他の破片に比べて

一般に装飾性は乏しい。大野田古墳群の資料は条間の広い撚糸文で羽条に地文が施された破片や、竹管状施文具に

よる円文が 3段以上連続して施されている破片などが合わせて十数点出上している。

県外の類例としては、福島県河東町田中原遺跡 (藤崎 :1977)と 同県大丞村破橋遺跡 (中村 :1981)に あること

が、一本松遺跡の報文中で佐藤 (佐藤 :1984)に より紹介されている。

2 糊殻温入の弥生土器の年代と特徴
本調査 6層から出上した 2個体の概殻混入の外生土器の年代については、富沢遺跡第24次調査VII c層出土土器と

の類似性から、弥生時代後期の広義の天王山式の中でも新しい段階とされる踏瀬大山式 (狭義の天王山式の次の段

階)に位置付けた。一本松遺跡出土資料については、 2, 3の天王山式 (狭義)に近似する資料を除いて、踏瀬大

山式に位置付けられている。また、田中原遺跡と破橋遺跡の資料は踏瀬大山式に後続し、北関東地方の十王台式に

平行する時期に位置付けられている。大野田古墳群出上の資料は、破片資料であるが、富沢遺跡第24次調査Ⅷ層出

土土器 (B-87)や、宇南遺跡出上の壺形土器 (斉藤 :1979)に類似していることから、踏瀬大山式またはこれに後

続する段階の上器と考えられる。

以上のように、籾殻が胎土中に混入された弥生土器の年代は、これまで出上した資料においては、狭義の天王山

式の次の段階である踏瀬大山式期及びこれに後続する十三台式平行期にあたり、弥生時代後期後半に限定されてい

る。

胎土中に靱殻が混入される土器の割合は、一本松遺跡の資料が示しているように数千点の破片の中に19点 と少な

い。また、富沢遺跡第24次調査のⅨ層・ VⅢ層・Ⅷ d層・Ⅶ c層・ⅥI b層出土土器数百点についても、靱殻の混入の

有無を再検討した結果、靱殻が混入されている土器は 1点 も発見されなかった。このような限定的な出上のあり方

は、縄文時代早期末から前期初頭のように、土器の大半に繊維が混入されたような状態とは異なり、何らかの特別

な場合にのみ、柳殻を混入して上器を製作した可能性を示唆するものと考えられる。

第 4節 25a層・25b層出土石器の石材と崇J片
25a層・25b層出上の剣片石器及び剣片のうち、石材鑑定を行った164点の構成比を示したのが第 1表である。剣

片石器及び剣片の石材には、頁岩・凝灰岩質頁岩・石英安山岩質凝灰岩・珪質凝灰岩・流紋岩・石英安山岩 。玉髄

がある。この内石材の主体となるのが流紋岩で、全体の60%近 くを占めている。次いで多いのが頁岩で約20%であ

る。この比率を、同じ富沢遺跡の第28次調査34層 (縄文時代早期後葉)出上の剣片石器及び劉片 (190点 )と 比較す

ると、第28次調査34層では、頁岩を含むシルト岩48.9%(93点 )。黒曜岩14.2%(27点 )・チャート (玉髄)8.9%(17

点)・石英安山岩6.3%(12点 )。流紋岩0.5%。 その他不明4.2%(8点 )と なっており、頁岩系の石材が主体を占め、

反対に流紋岩の出土割合は極めて低い。石材における流紋岩の割合は、太白区内の下ノ内浦遺跡の早期包含層 (会

田 :1966=704点中流紋岩11点-1.7%、 頁岩611点 86.8%)や、川添東遺跡の早期住居跡 (佐藤 :1997=剣 片石器50
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点中流紋岩-8%、 頁岩類46%)でも数%程度である。

富沢遺跡第28次調査34層をはじめとする3箇所では、頁

岩が石材の主体を占め、流紋岩は客体的な存在となって

いる。石材のこのような傾向が、どこまで一般化できる

のか、詳細な検討は行い得なかったが、本調査の早期包

含層出土劉片石器・剣片における流紋岩の割合が異常に

高く、反対に頁岩の割合が低いことは、その特徴として

指摘できそうである。

次に、出上した劉片の重量について頁岩と流紋岩を比

較すると、流紋岩はlg未満の小片から63.8gの ものま

であり、 lg未満から15g未満まで裾が緩やかな傾斜勾

配を示して徐々に減少している。これに対して買岩は 1

g未満から1以上～ 2g未満になると急激に減少し、 5
gを超える剣片は出上していない(第 2表 )。 このような

石材の種類による剣片の大きさの割合の差異は、母岩の

多寡や石材の性質により生じるものと考えられる。流紋

第 1表 all片石器及び剣片方の石材構成

第 2表 剣片の重量別分布

岩については、石材が比較的豊富であったために、大きな剣片も目的に合わなければ廃棄され、石鏃のような小型

の器種については石材の性質状からカロエが難しいために、製作に十分な大きさの剣片であっても敬遠されたものと

思われる。頁岩は、流紋岩に比べると反対に力日工が行い易く、しかもこの25a・ 25b層 の包含層を残した集団にとっ

て、頁岩は稀少な石材であったために、小さな劉片でも石鏃などに活用されたものと推定される。

第 5節 調査成果のまとめ
1.富沢遺跡第104次調査地点は、富沢遺跡の中央北部に位置し、水田跡,縄文時代の遺構・遺物、旧石器時代後期

の植物遺体包含層等が検出された。

2.水田跡は、弥生時代中期から平安時代までの 4面の水田跡 (10a層・9a層・7a層・ 5層水田跡)を調査したほ

か、平安時代から近年までの水田跡 (イ 層・ 2層 。1層 )の存在を、主に断面で確認した。

3.5層水田跡は奈良時代に開発され、915年の灰白色火山灰降下以前に廃棄された水田で、調査区の西側と北側に

条里型土地割に伴う坪境の、真南北方向及び東西方向の畦畔が存在するが、坪内を区画する畦畔は、土地の傾斜

の影響を受け、土地割畦畔と異なる方向の畦畔や、蛇行する畦畔、連続性の乏しい畦畔により区画される。

4. 6層からは、胎土中に靱殻を多量に混入して製作した弥生時代後期後半、踏瀬大山式期の弥生土器が 2個体出

土した。粗殻混入土器は、同時期の全個体に占める割合が少ないことから、特殊な用途が考えられる。

5。 7a層水田跡は、弥生時代中期後葉十二塚式期のもので、比較的大型の畦畔と護岸の杭列を伴う水路、杭列・材

木列が発見された。水路の護岸の杭及び杭列の材には、いずれも分割材を使用した割杭が使用されている。

6i9a層水田跡は、弥生時代中期中葉の桝形囲式期から中期後葉十三塚式期のもので、北西部は非耕作域となる。

10a層水田跡の畦畔とその方向性の踏襲が認められる。

7.10a層水田跡は、弥生時代中期中葉の桝形囲式期のもので、地形の傾斜方向に直線的・連続的にのびる大型・中

型の畦畔と、これをさらに小さく区画する小型の畦畔からなる。区画の最小単位は6.7m2程である。

8.25a層。25b層では、縄文時代早期後半の遺物包含層が検出され、条痕文土器や石鏃・石皿等の石器が出上した。

25b層上面では、同時期の落し穴も1基発見された。

凝灰岩質頁岩43%(7点 )

(15点 )

(164点 )

0 8



第4章 調査成果のまとめと考察

9.富沢遺跡第30次調査で石器や炉跡が発見された旧石器時代後期の森林跡 と同期の植物遺体包含層が発見され、

当時の自然環境を示す多数の大型植物遺体やフンが検出された。

注 1 中在家南遺跡の調査で出上した木製品・材・杭の分析では、弥生時代中期の木製品。材の切断角には、60°前後にある
大きなピークと25°～35°にある小さなピークが存在し、前者は太型蛤刃石斧による切断、後者は扁平片刃石斧による切断が

考えられた。また、古墳時代前期以降、鉄製品が普及すると木製品。材の切断角は35°以下にピークが移り、平安時代の杭

の切断角は 5°～25°が基本となり、本調査 5層関係の杭 (IV区・ 3ベルト7層検出杭を含む)の切断角とも一致する (工藤 :

1996)。
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1 調査区全景 (南 より)

2 Ⅳ区 2～ 4層検出状況 (南より)

図版 1 調査区全景と2～ 4層の状況
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2 1・ Ⅱ区の 5層水田跡の擬似畦畔Aの検出状況 (黒い帯は5層畦畔上に雄積した4c層 )

l Ⅱ区 4a～ 4b層の除去作業状況 (4c層 が畦畔状に検出される)

図版 2 5層水田跡の検出状況
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1 5層水田跡全景 (南西より)

2 5層水田跡全景 (北西より)

図版 3 5層水田跡全景
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I区 5層水田跡 (西より) 1ベル ト5層水田跡 (西より)

3 Ⅱ区5層水田跡 (西より) Ⅲ区5層水田跡 (西より)

6 Ⅳ区の5層水田跡とSD-13ベルトの5層水田跡とSX-1(西 より)

図版 4 各区の 5層水田跡



l Ⅱ区西半検出の凝似畦畔 B(畦畔痕跡 )

3 北中区の 5層畦畔 (西より)

ヽ
＼

4 北西区5層水田跡南北畦畔の断面 (南より) 5 北西区 5層水田跡東西畦畔の断面 (西より)

図版 5 5層水田下部の状況と追加調査区の 5層水田跡
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5 SD-1か らの大足部材出土状況

5層 SX-1、 SD-1、 遣物出土状況
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4 SD-1 2層 出上の板籾

図版 6
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2 1区 5層 出土木製皿 3 5層 SD-1完 掘状況



1 3ベ ル ト6層板材出土状況 (L-235) Ⅱ区 6層不明木製品出土状況
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4 3ベ ル ト6層弥生土器出土状況 (B-1)

5 1区 7a層水田跡とⅡ区7a層畦畔検出状況

図版 7 6層の遺物出土状況と7a層水田跡
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I・ Ⅱ区 7層水田跡上面 (西 より)

腱 馨

2 1区の杭列とSD-1溝 跡 (7b層 上面 ―西より)

図版 8 1・ Ⅱ区 7a層水田跡と I区杭列
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IttS D-1の 石器出土状況

4 1区 7a層杭列の断面 (東列中央付近)

1溝跡 (7b層 上面―南より)

5 1区 7a層に畦畔と直交して並ぶ材木列 (南 より)

I区 7a層杭列と材木列
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IttS D-1と杭の断面

図版 9
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5 SK-3上 杭 6 SK-3土 杭断面

8 Ⅱ区 7a層水田跡 (西より)Ⅱ区7a層水田跡畦畔検出状況 (黒い部分tよ 6眉の残り)

図版 10 1区 7a層の土杭とⅡ区 7a層水田跡



Ⅲ区7a層水田跡と杭列 (西より)
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3 Ⅲ区 7a層杭列断面

4 Ⅲ区 7 attS D-1(西 より)

2 Ⅲ区 7a層杭列 (南西より)にり)                5 Ⅲ区7 attS D-1断 面

図版 1l Ⅲ区 7a層水田跡と杭列 。清跡



4 北中区7 attS D-2と 杭列 (西より)

図版 12 Ⅳ区 7
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l Ⅳ区 7a層水田跡 (西より)

5 北中区7 attS D-2断 面

a層水田跡と北中区の 7a層検出遺構

2 北中区 7a層上面杭列検出状況 (西より) 3 北中区 7b層上面 (北より)
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1 9a層 水田跡全景 (南西より)

2 1・ Ⅱ区 9層水田跡と10a層水田跡の擬似畦畔 (西 より)

図版 13 9a層 水田跡



I区～Ⅱ区 10a層水田跡 (西より)

2 Ⅲ区～Ⅳ区 10a層水田跡 (西 より)

図版 14 10層 水田跡
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5 11区 10a層 からの上器出土状況
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4 1ヽ 区 10a層 からの石器出土状況

図版 15 10a層水田跡の畦畔痕跡と遺物出土状況
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3 3ベルト北半部

図版 16 西壁 1～ 11層断面 1(Ⅳ 区～ 3ベル ト)
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図版 17
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I区西壁 (中央部)

3 1区西壁の 10a層水田跡小畦畔痕跡

図版 18 西壁 1～ 11層断面 3(I区 )と 畦畔細部

2 Ⅱ区南壁の 9a・ 10a層水田畦畔
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2 北区西壁 (11～ 25a層 )
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図版 19 11～ 28層断面
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1 北区北壁 21～ 32層

2 南区北壁 (24～ 32層 )

図版 20 21～ 32層断面



北区24層 の火山灰出土状況 2 北区 25a層上面

3 南区 25a眉上面

7 南区25b層検出SK-1落 し穴断面
図版 21

6 南区西部の 25a・ b層調査後の状況 (26a層上面)
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4 南区西半部 25a・ b層の遺物出土状況

南区 25 bttS K-1落 し穴全景 (南より)
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図版 22 30層上面の状況
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5 北区 31層上面の状況

図版 23 北区 30層 からの出土物 と 31層上面
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2碗
3皿
4郭
5邦

11(Ⅱ 区 1層・第10図 2)
J2(Ⅱ 区 1層・第10図 3)
Jl(Ⅳ 区 2層・第10図 1)
E‐ 1(Ⅱ 区 4層 。第10図 5)
E2(I区 4層・第 10図 4)

D-1(Ⅳ 区 2b層・第10図 6)

D2(Ⅳ区 4b層 。第10図 7)
D‐4(3ベルト5層・第21図 1)
C‐ 1(Ⅳ 区SD l・ 第21図 2)
D-3(I区 4c層・第10図 8)

5

B‐ 5(I区 10層 。第53図 1)
B6(IttS K 2・ 第40図 2)
B7(3ベ ルトSX‐ 1・ 第21図 3)
B‐ 3(Ⅲ 区 7a層・第40図 1)
B4(I区 10層・第53図 2)
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12藷
13奏
14壷
15奏

図版 24 陶器 磁器 須恵器 上師器 弥生土器 (1.2.4.5.7.10層 )



latt B‐ 1(3ベルト6層・第30図 1)
(lb lcは laの籾痕拡大写真)

2 甕 B2(I区 6層 。第30図 2)

図版 25 弥生土器 (6層 )
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4

深鉢Al(南区 25b層 。第57図 5)
深鉢 A4(南 区 25b層 。第57図 7)
深鉢 A5(高 区 25b層 。第57図 2)
深鉢 A‐ 3(南区 25b層 。第57図 6)

5深鉢 A‐2(南区 25b層・第57図 8)
6深鉢A6(南区 25層・第57図 4)
7深鉢A7(南区 25b層 。第57図 3)
8深鉢 A8(南 区 25b層・第57図 1)

9 深鉢 A10(南区 25層・第57図 12)
10深鉢 A‐ 9(南区 25b層 。第57図 9)
11深鉢A ll(南 区 25層・第57図 ■ )
12深鉢 A12(南区 25層・第57図 10)

図版 26 縄文土器 (南区 25層 )
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凹石 Kl(I区 6層・第31図 1)
不明 K2(I区 7層 。第40図 3)

板状石器 K-4(Ⅳ区 10層 ・第 53図 4)
板状石器 K-5(Ⅱ 区 10層・第 53層 5)

図版 27 石器 1(67.10層 )
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11不定形石器K-15(南区25a層 '第 58図 10)
12不定形石器K16(南区25a層・第58図 9)
13不定形石器K17(南区25a層・第58図 12)
14不定形石器 K‐ 18(南区25b層・第58図 ■ )
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饉

９ ａ

不定形石器K‐ 3

不定形石器K6
石鏃   K7
石鏃   K8
石鏃   K‐ 9

13 a

(I区 8層 。第47図 1)

(I区 10層 '第 53図 3)

(南区25b層・第58図 3)

(南区25b層 。第58図 2)

(南区25a層・第58図 1)

13b

6石鏃   K10
7石鏃   K‐ 12
8石鏃   K-13
9 石鏃   K-14
10不定形石器K‐ 11

(南区25b層 ・第58図 6)

(南区25a層 ・第58図 7)

(南区25b層 ・第58図 5)

(南区25a層・第58図 4)

(南区25b層 ・第58図 8)
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図版 28 石器 2(81025a.b層 )
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フレイクK-76・ 77・78(南区 25a・ b層・第59図 2)
フレイクK55・56 (南 区 25a・ b層・第59図 1)
フレイクK61・62 (南 区 25b層 。第60図 4)

4 フレイクK-63・ 64 (南 区 25a・ b層・第60図 3)
5 フレイクK-91・ 92 (南 区 25a層・第60図 6)
6 フレイクK-95・ 96・ 97(南区 25a層・第60図 5)
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図版 29 石器 3(接合資料)(南区 25aob層 )



石

皿

磨

石

石

石

磨

磨

K-204(南区 25b層 。第61図 1)
K-195(南区 25b層・第61図 2)

K197    (南 区 25b層・第61図 3)
K198・ 199'200(南 区 25b層・第61図 4)

図版 30 石器 4(南区 25b層 )
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曲物楕円盤 L10(I区 5層・第21図 8)
不明   L-5 (I区 5a層・第21図 7)
大足   L‐ 227(3ベルトSX-1・ 第22図 1)
有孔板材 L197(Ⅳ 区SD l・ 第22図 2)

9 大足側板 L‐ 196(Ⅳ 区 SD‐ 1・ 第22図 3)
10大足部材 L-191(Ⅳ 区 SD‐ 1・ 第22図 4)
11大足部材 L l19(Ⅱ 区 5層・第22図 5)
12大足部材 L120(Ⅱ 区 5層・第22図 6)

図版 31 木製品 1(4.5層 .SD引 .SX引 )
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不明 L‐7  (I区 5層 。第23図 2)
板材 L‐ 135 (Ⅲ 区 5層・第23図 3)
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5 板材  L150(Ⅳ 区5層 。第23図 4)
6 九材  L9 (I区 5層・第23図 7)
7 丸材  L‐194(Ⅳ区SD‐ 1・ 第24図 2)
8 半裁丸材L-190(Ⅳ区SD‐ 1・ 第29図 4)

L121(I区 5層・第23図 8)
L-12 (I区 5層 。第23図 10)
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有孔板材L198(Ⅳ 区SD l'第 25図 1)
不明  L206(Ⅳ 区 SX‐ 1・ 第25図 2)
不明  L-207(Ⅳ 区 SX‐ 1・ 第25図 3)

5容器側板 L-220(Ⅳ区SX-1・ 第25図 4)

6木片  L201(Ⅳ 区SX l・ 第25図 6)
7不明  L‐202(Ⅳ 区SX l'第 25図 7)
8丸材  L‐205(Ⅳ 区 SX‐ 1・ 第25図 10)

9丸材 L‐ 199(Ⅳ区 SX‐ 1・ 第25図 ■ )
10丸材L204(Ⅳ区 SX‐ 1・ 第25図 9)
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分割材 L185(Ⅳ 区 7層・第41図 10)
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丸材  L37 (I区 7層・第42図 10)
丸材  L27 (I区 7層 。第42図 9)
丸材  L‐32 (I区 7層・第42図 8)
半裁丸材 L‐ 30 (I区 7層・第42図 6)
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分割材 L259(北 中区SD2・ 第42図 4)9 分割材L-267
不明 L‐ 165(Ⅳ 区7a層・第42図 2) 10分 割材L48
分割材L lll(I区 7層 。第42図 5)

半裁丸材L31(I区 7層 。第42図 7)

(北中区SD-2・ 第42図 3)

(I区 7層・第42図 1)

図版 36 材 5(7層 .SD-2)
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(Ⅲ 区 5a層・第27図 2)
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(I区 5層 。第27図 5)

(I区 5層・第27図 8)

(I区 5層・第26図 9)
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L-223(1ベルト5層 。第27図 7)
L162(Ⅳ区 5層 ,第 27図 1)
L124(I区 5層 。第27図 6)
L-219(Ⅳ 区SX l・ 第28図 2)

L-15 (I区 5層・第26図 7)

11九杭 L151(Ⅳ区 5層・第27図 4)
12丸杭 L‐ 214(Ⅳ 区SX l・ 第28図 7)
13丸杭 L‐ 126(Ⅱ 区 5層・第26図 10)
14九抗 L213(Ⅳ 区SX-1・ 第28図 4)
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図版 37 杭 1(5層 SX-1)



丸杭  L-159(Ⅳ 区 5層・第26図 11)
丸抗  L125(Ⅱ 区 5層 。第27図 3)
半裁丸杭 L‐ 222(1ベルト5層・第26図 6)

1丸杭  L-163(Ⅳ 区 5層・第26図 8)
2割抗  L236(3ベ ルト5層 ,第 26図 2)
3 割杭  L-237(3ベ ルト5層 。第26図 4)
4半裁九杭 L‐ 240(Ⅳ 区 5層・第26図 5)

図版 38 杭 2(5層 )
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7角杭 L‐ 60
8 割杭 L-87

9割抗 L96
10割抗 L57
11割杭 L‐ 147

12割杭 L‐ 92

(IttSD l・ 第43図 15)

(I tt SD‐ 1・ 第43図 5)

(IttSD l,第 43図 2)

(IttSD l・ 第43図 8)

(Ⅲ 区 7a層・第43図 7)
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14角抗 L59(I ttSD l・ 第43図 14)
15角抗 L250(北中区SD‐ 2'第 43図 13)
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※材の快れは、同定用サンプル採取による。
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帥
鍋
帥
鍋
謝
筋

L‐ 94 (I tt SD‐ 1・ 第44図 16)

L252(北中区SD‐ 2'第 44図 11)
L39 (IttSD l・ 第44図 2)
L‐ 54 (IttSD l・ 第44図 13)

L-64 (I tt SD-1・ 第44図 17)

L142(皿 区 7a層 。第44図 18)
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7割杭 L97
8割抗 L-253
9割杭 L-38
10割杭 L-82

■ 角杭 L45
12剖杭 L‐ 72

図版 40 杭 4

13

14

15

16

杭

杭

杭

杭

割

割

割

割



Ｌ
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
口
Ｆ
Ｆ
Ｉ
７

1丸杭 L176
2丸杭 L‐ 233
3丸抗 L-232
4 丸抗 L-231
5丸杭 L16=
6丸抗 L-166

7丸枕 L-169
8九枕 L174
9丸抗 L-170
10メ曰庇 L‐ 180

■ 丸抗 L179
12丸杭 L182

(Ⅳ区 7a層・第46図 1)

(3ベルト7b層 ・第46図 4)

(3ベルト7b層 ・第46図 7)

(3ベルト7a層・第46図 10)

(Ⅳ区 7a層・第46図 12)

(Ⅳ区 7a層・第46図 15)

(Ⅳ区 7a層・第46図 2)

(Ⅳ区 7a層・第46図 5)

(Ⅳ区 7a層・第46図 8)

(Ⅳ区 7b層 。第46図 14)

(Ⅳ区 7a層・第46図 3)

(Ⅳ区 7b層 ・第46図 6)

16

L‐ 167(Ⅳ 区 7a層・第46図 9)
L‐ 172(Ⅳ 区 7a層・第46図 11)
L-177(Ⅳ 区 7b層 ・第46図 13)
L184(Ⅳ 区 7b層 ・第46図 16)

13

14

15

16 抗九

抗

抗

抗

裁

九

丸

九

半

図版 41 杭 5(7層 )
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